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第①話　ラブストーリーは突然に










　むかしむかしの戦国時代、あるところにこんにゃくが大好きってお殿様がいた。

　ある日、そのお殿様は突然思い立った。

　このおいしいこんにゃくを、なんとしてでも次の世に残したい！

　そこで、一人の忍者を呼びだしこう言った。

『こんにゃく作りの名人の家系を陰からこっそりと守るのじゃ！』

　戦国時代において、主君の命令は絶対だった。

　忍者は、名人の隣に暮らし、陰からこっそりと守り始めた。

　それから数百年の時が流れた現代。

　やっぱり今でも（こっそりと）守り続けているのであった。
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　テーブルには、器に盛り付けられたボリュームたっぷりの野菜サラダ。真っ白な皿には焼きたてのハムエッグ。たった今、トースターから出てきたばかりのトーストは、香ばしい香りを立てている。

　テレビからは、朝のニュース番組の音声が聞こえていた。全国的に晴れとのこと。事実、窓から見える空は雲一つない快晴だった。

　テーブルで新聞を読んでいるのは背広を着た男性。分厚い眼鏡めがねをかけた、気の弱そうなおじさんだ。

　台所でコーヒーを淹いれているのはエプロンをつけた女性。ご機嫌な様子で鼻歌なんぞを歌っている。

　日本全国、どこにでもありそうなさわやかな朝の光景。だけど、そのさわやかさに水を差すような声が響く。

「ううう、おはよ」

　冬眠に失敗した熊のような声を出し姿を現わしたのは、グルグル眼鏡の少年だ。髪の毛はボサボサで、学校の制服も着崩れている。お世辞にも優等生という言葉とは程遠い。ダメダメっぷりが満載だ。

　だからって、この少年を馬ば鹿かにしちゃいけない。

　古来より、たった一つの任務（おとなりを守ること）を守り続ける最強の忍の一族、陰かげ守もり家。その跡取り息子の陰守マモルなのだ。

「何だ？　マモル。その顔は？　いつもにも増してひどいじゃないか」

　新聞を読んでいた男性、堅けん護ご父さんが顔をしかめる。

「ちょっと、具合があんまり良くなくてさ。頭がガンガンするんだ」

　マモルはこめかみを押さえて顔をしかめる。

　噓でも冗談でも寝坊の言い訳でもない。本当にガンガンと痛むのだ。

「母さん、もしかして僕の部屋で爆裂玉でも使った？」

「あら、今朝は何もしてないわよ」

　台所の女性、桜さくら子こ母さんが言う。

「もう五分起きてくるのが遅かったらとは思ってたけどね」

　明るく笑う桜子母さんの両手には、大量の爆裂玉がいつの間にか握られていた。

　忍者の基本的な武器、爆裂玉。特殊に調合された火薬のつまったこの玉は、叩たたきつけることで盛大に爆発する恐ろしい武器。

　それを、息子の目覚まし代わりに使おうというのだから実にとんでもないことだ。

　だけど、誰だれ一人として驚かない。これぐらいのこと、陰かげ守もり家では普通のことなのだ。

（あと五分寝坊してたら、あれが僕の布団に突っ込まれてたのか……。危ないとこだったぞ）

　苦笑いを浮かべながら、マモルはテーブルへとやって来ると席につく。目の前に置かれた牛乳の入ったグラスをごくごくと飲み干した。

　幾分頭痛が和らいできたマモルは、そこでふとあることに気付く。

「あれ？　まりもがいないじゃないか。あいつ、まだ眠ってるのか？」

　陰守まりもは、マモルのひいひいじいさんの兄のひいひい孫に当たる少女。

　一言で言ってしまえばマモルが存在すら知らなかったぐらいの遠い親しん戚せき。

　紺こん若にやく家を守り続けるという任務を持つ陰守本家に嫉しつ妬とし、マモルに挑戦してきたという過去を持つ。

　いろいろあって、今は陰守家に居候中。表向きはマモルの妹として同じ高校に通っているのだ。

「母さん、せっかくだからその爆裂玉は寝坊してるまりもにプレゼントしてやりなよ。あいつもそろそろ陰守本家の洗礼ってのを受けた方がいいから」

「マモル、あんた何言ってるのよ」

　返ってきたのは、心底呆あきれ返った桜さくら子こ母さんの返事だった。

「まりもちゃんは、とっくの昔に起きて朝の掃除をすませてくれたの。その野菜サラダだってまりもちゃんが作ってくれたのよ」

「そうだぞ。それから朝の鍛錬に出かけたんだ。ギリギリまで寝てるお前とは違うんだ」

　堅けん護ご父さんまでそんなことを言う。

「この分じゃ、忍の実力もあっと言う間に追い抜かれるだろうな」

「そうよね。でもまあ、そうなったらまりもちゃんを正式に家の娘にしてしまえばいいだけね。マモルにはあちらの家に養子に行ってもらえばいいわ。あ、あちらさんが嫌がるわよね」

　桜子母さんがぶつぶつ言っている。これが冗談や脅しじゃないのが恐ろしいところだ。

　マモルが憮ぶ然ぜんとしてトーストを齧かじり始めた時だった。背後に何かが現われる気配を感じる。振り返るまでもない。まりもが戻ってきたのだろう。

「あら、お帰り。まりもちゃん」

「お腹が空いただろう？　朝ごはんにするといい」

　自分の時とはまるで違う両親の優しい態度に、何だか面白くないマモルは、プイッとそっぽを向くと黙々とトーストを口に突っ込んだ。

「おはよ、兄さん」

　隣に座ったまりもからそう声をかけられても、そっぽを向いたまま無視してやった。断固として。

「おっといかん！　今日は朝の会議があったんだ。それじゃ行ってくるよ」

　堅けん護ご父さんが鞄かばんを片手に立ち上がり玄関へと向かう。

「ちょっとお父さん！　お弁当忘れてるわ！」

　弁当の包みを持って桜さくら子こ母さんが追いかける。

　ダイニングルームには、マモルとまりもの二人きりになった。

（このまままりもが優等生を続けてたら、僕の立場がますます危うくなってくるぞ。ここらでハッキリさせとかなくっちゃな）

　玄関先で話し込んでいる桜子母さんは戻ってこない。チャンスとばかしに、マモルは首を動かしまりもを見た。

「おい、まりも。ちょっと話があるんだ」

　まりもがマモルの方を向く。マモルと同じくグルグル渦巻きの巨大眼鏡めがね。髪の毛は頭の両りよう脇わきの高い所で結わえられている。アンバランスで個性的な髪型だ。

　変装さえ解けばとても高校一年とは思えない大人びた美少女なのだけど、マモルと同じく戦闘の時ぐらいしかその姿をさらけ出さない。

「私に話って何？」

　相変わらずの表情に乏しい顔でマモルを見る。

『お前、少しは僕の立場ってのも考えてくれよ。お前があんまり優等生すぎると比較されて大変なんだよ。これからは僕と足並みをそろえて、たまには寝坊するぐらいの機転はきかせてくれよな。これは陰かげ守もり本家の跡取り息子としての正式な頼みだぞ』

　とまあそんなことをマモルは言いたかった。事実、言いかけた。だけど……。

「お前、少しは……」

　そこで、マモルの言葉は止まってしまった。

「お前、少しは……何なの？」

　聞き返しても、マモルは答えない。

「私、そんなに暇じゃないの。冷やかしならまた今度にして」

　そっけなくそう言うと、まりもはさっさと朝食を平らげる。

「ご馳ち走そう様さま」

　食器を持ってキッチンに向かうと、手早く洗い物を始める。

　一人テーブルに残されたマモルは、そっと自分の胸に手を当てた。

　ドキドキという心臓の鼓動が右手に伝わってくる。普段よりはるかに激しい鼓動だ。

　この動どう悸きに困惑し、言葉を失ってしまっていたのだ。

　いくら朝ぐうたらしていると言っても、マモルはスゴ腕の忍だ。その身体能力は普通の人間の比ではない。超人クラスだ。

　１００メートル走で世界記録を軽く塗り替えるような速度で、42・１９５キロのフルマラソンを完走したとしても息切れ一つしないし心臓だっていつもと変わらない鼓動を打ち続けるだろう。

　そんな鬼のように強きよう靭じんな心臓が、何故かまりもの顔を見た途端に、ドキンと跳ね上がったのだ。

（頭痛に続いて突然の動どう悸きだからな。もしかしたら、どこか具合が悪いのかもしれないぞ）

　このドキドキの意味も分からず、マモルはそんな心配をしたのだった。
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　本日は全国的に快晴だったから、お昼になっても気持ちが良かった。もうすぐ梅雨になりそれが終わると陽気な灼しやく熱ねつとなる。初夏を楽しめるのは今のうちだろう。

　皆がそう思ったのか、浅せん間げん山やま学がく園えん高こう校こうの屋上はいつにも増して込み合っていた。それぞれ思い思いの場所で弁当を広げている。

「それにしても、今日はやけに人が多いわね」

　購買のパン片手に不機嫌そうに言うのは、浅間山学園高校の制服に身を包んだ少女。顔立ちは整っているのだけど、いかんせん目つきが悪い。気弱な蛙かえるなら間違いなく睨にらまれたら動けなくなるレベルだ。

　彼女の名前は沢さわ菓がし愛あい里り。浅間山学園高校の三年Ａ組の生徒。両親は貿易商を営んでいて、家はとんでもないお金持ちだ。

「今日はとびっきりのお天気だから、みんな屋上に集まってきたんだね。こんな青空の下でお弁当食べれるなんて滅多にないもん」

　笑顔でそんなことを言うのは、髪の長い女の子。笑顔にかなり遠慮がないけれど、紛れもない美少女だ。

　その遠慮のない笑顔だって、ファニーフェイスってやつだと思えばそれはそれで魅力的だろう。事実、学校の中にはこの笑顔にＫＯされたって男子生徒だって少なくない。

　この女の子こそが、守られ続ける宿命を背負った紺こん若にやく家の娘。紺若ゆうななのだ（もっとも、本人には耳みみ搔かきの先っぽ程も守られてる自覚はないのだけど）。

「せっかくの青空なんだから、できるだけ近い方が嬉うれしいよね。何だか手が届きそうだもんね。でも、届かないって知ってた？　わたし昔、星を取ろうと思って二階の屋根に登って虫取り網を振り回したんだけど取れなかったんだもん。空って思ってたよりも高いんだよ」

　真面目な顔してそんなことを言うあたり、かなり頭がおめでたいと思われる。だけどこれでも学校の成績はトップクラスだったりするから恐ろしい。

「そりゃ、いい天気だから屋上でランチしたい気持ちも分かるわよ。だけどここはいっつも愛あい里りがゆうなと一緒にランチしてた場所なのよ！　いわば、愛里とゆうなの聖地なのよ！　そこに断りもなくどやどやどやって来てるのが愛里には気に入らないのよ！」

　鼻息も荒く自己中心的なことを叫んでから、愛里はその鋭い目線を動かす。

「そこ！　自分は関係ないって顔してるけど、あんただって邪魔以外の何者でもないんだからね！　アホル！」

　購買で買った焼きソバパンをもしゃもしゃ食べていたマモルに矛先が向く。

「いっつもいっつも愛里とゆうなのスイートラブリータイムを邪魔してるって自覚ある？　あ、どうしてあんたなんかがずっとゆうなと同じクラスで、愛里がずっとゆうなと別のクラスになっちゃうの？」

　大おお袈げ裟さに嘆く愛里に、マモルは口の中で呟つぶやく。

「そりゃ～仕方ないよ。ゆーなの面倒見るだけでも大変なのに、沢菓なんかが同じクラスだったらどっと疲れちまう」

「ん、何か言った？」

「いいや、何でもないよ。何でも。まあ、クラス替えがどうなるかは運だからなあ。こればっかりはどうしようもないよ」

　マモルはいけしゃあしゃあとそんなことを言った。もちろん、毎年自分が裏工作して意図的に愛あい里りを遠ざけていることは秘密だ。












「ま、心配しなくても桜下先生に呼ばれてるからこれ食べ終わったら行くよ。好きなだけスイートラブリータイムを堪能すりゃいい」

　マモルは残っていた焼きソバパンを口に突っ込みもぐもぐと動かす。紙パックのコーヒー牛乳で飲み込んでから、あっと声を上げる。

「おっと、あれを忘れるところだったぞ」

　ポケットから引っ張り出したのは灰色の紙包みだ。それを開くと、パチンコ玉ぐらいの大きさの黒い塊が数粒転がっている。

　それを摑つかむと、マモルは口に含んだ。コーヒー牛乳で一気に飲み下してから、顔をしかめる。

「ううう、苦い」

　そんなマモルに、ゆうなが不思議そうに尋ねた。

「ね～ね～まも君。今のなあに？　チョコボールみたいだったけど、甘くなかったの？」

「違うよ、チョコボールなんかじゃない。今のは薬なんだ。ちょっとした、漢方の」

　まさか自家製の忍薬とも言えないから、適当に誤魔化す。

「どーも、朝から頭痛と急な動どう悸きがあってさ。まあ、一応念のために飲んでおこうと思って」

（何てたって、忍者ってのは体が資本の商売だからなあ）

　のんびりと心の中で呟つぶやく。

　マモルとしては、大したことないつもりだった。朝していた頭痛だってもうしていないし、動悸だってあれ以来ない。本当に念のための薬だった。別に飲まなくたって大丈夫だと思ってたぐらいなのだ。

　だけど、ゆうなは目を大きくする。

「動悸って、心臓がドキドキしちゃうことでしょ！　大変だよそれって！　何か悪い病気だったらどうしよ!?」

「そんな大おお袈げ裟さだって、本当に大したことないんだから」

　沢さわ菓がしも何か言ってやってよと目で助けを求めるけれど、

「確かにその若さで急な動悸ってのは心配だわ。特に太ってるわけでもないし、やっぱり心臓に何か問題でも」

　真剣な顔でそんなことを言う。

「別にアホル、あんたの心臓がどうなろうと知ったこっちゃないけど、たまたま、本当にたまたまいいお医者さん知ってるのよ。どーしてもって言うなら紹介してあげてもいいけど」

「まも君、そうしてもらった方がいいよ！　病院へ行こ！　わたしも一緒についてってあげるから！」

「紹介するのは愛あい里りなんだから、とくっべつに愛里もついてってあげるわ。待ってて、すぐに予約するから」

　愛里は携帯電話まで引っ張り出す始末だ。

「だから、そんな大事じゃないんだって！　ほら、今はもうこのとおり、ピンピンしてるんだから」

　マモルは立ち上がると軽く胸を叩たたいてみせる。

「それじゃ、僕は数学研究室に行くから」

　これ以上大騒ぎになる前にと、マモルはさっさと屋上を逃げ出した。

「アホルの奴、何よあの態度。こんなに心配してあげてるのに」

　悔しそうに拳こぶしを握り締める愛里だけど、すぐにハッとする。

「ち、違うのよ、ゆうな。愛里は別にアホルの心配なんかしてないんだからね。本当にたまたまいいお医者さんを知ってて。その人が、心臓が悪そうな人を見つけたらぜひ連れてきて欲しいって言うから」

　あたふたと言い訳をするけれど、ゆうなは聞いていなかった。

「まも君、大丈夫かな？」

　心の底から心配そうに呟つぶやいた。
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「どうも、失礼しました」

　そう言って、マモルは数学研究室を後にした。

「しかし、まだ三年生も始まったばっかりだってのにあんな話が出るなんてな」

　担任の教師からされたのは進路の話だった。かなり悲惨な成績をしていることもあり、心配されているようだった。

「こっちは選択肢なんかないってのに。ゆーなが進むとこにくっついてくだけだから」

　学年トップクラスの成績のゆうなだから、まあ大学に進学すると考えて間違いないだろう。となると、マモルもそこに何とかして潜り込む必要がある。

「ま、適当に裏工作すれば訳ないことなんだけどね」

　そんなことを呟きながら廊下を歩いている時だった。後ろから声をかけられる。

「あ!?　マモル兄ちゃん！　やっと見つけたよ！」

　そう言って窓からぴょんと飛び込んでくるのは、小柄な少女だ。せわしくなく動き回る様子が、リスとかハムスターといった小動物を連想させる。

　二階の窓から飛び込んでこられるぐらいだからもちろん普通の女の子じゃない。

　忍の名産地として名高い伊い賀がのくノ一、服部はつとり山やま芽めだ。

「馬ば鹿か！　山芽！　お前何で窓から入ってくるんだよ！　誰だれかに見られたら大変じゃないかよ！」

　慌てて辺りを見渡す。幸い人影はない。

「まったく、いくらお前が運動神経バツグンでとおってるからって、二階の窓から飛び込んでくるのはさすがに無理があるぞ。そんなの一般常識からはかけ離れた運動神経なんだからな」

　マモルの小言なんかちっとも聞こえてない様子で、山芽は詰め寄ってくる。

「マモル兄ちゃん！　ゆうなお姉ちゃんから聞いたよ！　心臓が悪いんだって!?」

　心配大爆発ってな顔つきだった。

（ゆーなのやつ……やってくれたな）

　マモルはやれやれと息を吐き出した。

『あのねあのね、まも君の心臓が悪いの！　今にも止まっちゃいそうになっちゃったんだって！　どうしよう!?』

　そんな感じに、大おお袈げ裟さに騒いでるゆうなの姿が想像できた。おそらくその想像はほぼ当たっているだろう。

　やれやれと息を吐き出し、マモルは誤解を解こうと説明を始める。

　だけど、相手は小動物系の女の子。じっとしてられないことにかけては天下一品なのだ。大人しく話なんか聞いてくれるはずがない。

「でも大丈夫だよ！！！　アタシ、急いで家に戻って持ってきちゃったんだから！」

　制服のポケットからまるで手品のように引っ張り出したのは、バレーボール大の壺つぼだ。色のすすけ具合から見ても、かなりの年代物のようだ。

「これ、伊賀の里の強心薬だよ！　伊賀の清流にしか住まない特別なイモリを潰つぶしてそれにムカデやヒキガエルや芋虫を……」

　聞いているだけでも先程食べた焼きソバパンがこみ上げてきそうだ。

「それらを煮詰めたものを十年きっちり寝かして完成させてるんだ。これさえ飲めば動どう悸きなんて一発で治っちゃうんだから！」

　自慢気にそう説明すると、壺の蓋ふたを開ける。

　かなり個性的な香りが一瞬で辺りに広まった。一言で言ってしまえばどえらい臭い。

　毒ガスに対抗する修行も積んでいるマモルだから意識を保っていられるけれども、一般人なら倒れてしまうほどのインパクト臭だ。

「うっ、何だこの匂においは……」

「ああ、何だか意識が……」

　事実、通りかかった生徒数人が、あっさりと泡を吹いて倒れた。

　山やま芽めはと言うと、伊い賀がの里で慣れているのかまったく平気な様子。ニコニコしながら壺つぼをマモルに突き出してくる。

「ささ、マモル兄ちゃん。ぐっと飲んでよ」

　壺の中身が見えた。緑色のドロドロとした液体が手ぐすね引いて待ち構えていた。

（さすがにこれは無理だ！　無理ったら無理だぞ！）

　マモルは素早く辺りを見渡した。倒れている生徒の他には、誰だれもいない。

「気持ちだけもらっとく！」

　そう叫ぶと、マモルはシュバッとその場から消えた。

「あ、マモル兄ちゃん！　駄目だよ！　ちゃんと薬を飲まなくちゃ！」

　山芽の不満気な声が響いた。







　窓から飛び出し中庭に着地したマモルは、ふうと息を吐き出した。

「あんなもの飲んだら、腹を壊すに決まってる。いや、もしかしたら寝込むかもしれん」

　ブルルって背筋を震わせる。

「さあ、のんびりはしてられないぞ」

　小動物系の山芽のことだ。ハムスターがエサを探しまわるように、マモルを求めてせわしなく動き回るだろう。

　どこか遠くに行ってしまおうとマモルが歩き始めた時だった。

「あ、マモルさん！　やっと見つけました！」

　そんな声と共に一人の少女が姿を現わす。清せい楚そで可か憐れんな雰囲気の美少女だ。

　もっとも、地面から頭を出している姿には多少なりとも問題はあるけれど。

　雲くも隠がくれホタル。伊賀に並び忍の名産地として名高い甲こう賀がのくノ一だ。

「ずっと探してたんですよ」

　そう言いながら、ホタルは地面からもこもこと這はい出だしてくる。その手には苦く無ないが握られていた。敵に投げつけたりするだけでなく、穴を掘る道具としても使えるのだ。

（ずっと探してたって、どうして地面の中なんだ？　僕はミミズでもなければオケラでもないぞ）

　そんな疑問も覚えるけれど、深くは追及しないことにする。

　忍者ってのは、時に常識なんか通用しない連中なのだから（自分もその一人ってのが少し悲しいけれど）。

　完全に地面から這い出してきたホタルは、制服についた土をパタパタと軽く払った。それから、胸の前で両手を組み合わせると、心配で泣きそうな顔をマモルに向ける。

「マモルさん！　ゆうなさんから聞きました！　心臓がお悪いそうですね！」

（こいつもゆーなの被害者なのか）

　何だかドッと疲れてしまう。

「いや、だから、ゆーなが何て言ってたか知らないけど、大おお袈げ裟さなんだって」

　マモルの説明の声を遮って、ホタルは大きく頷うなずいて見せた。

「だけど大丈夫です！！！　私、マモルさんのためにいい物を持ってきました」

　山やま芽めの時と同じように、壺つぼを何処からか引っ張り出す。

「甲こう賀がの里に伝わる強心薬です。甲賀にしか生息しないヤモリを黒焼きにし、そこにナメクジやゲジゲジなんかを……」

　やっぱり説明を聞いてるだけでうっぷと込み上げてくる。

「さ、マモルさん。これを飲んでください！　そうすれば動どう悸きなんてすぐに治りますよ！」

　ホタルが壺の蓋ふたを開けた。脳のう味み噌そまで痺しびれそうな悪臭が辺りを漂う。

「いや、気持ちだけでいいんだって」

　必死に断ろうとするけれど、ホタルは問答無用に壺を突きつけてくる。

「さあ、早く！」

「ちょっと待った!!」

　マモルの窮地を救ったのは、空から落っこちてきた小動物……もとい、山芽だった。

「ホタル！　何をマモル兄ちゃんに飲ませようとしてんのよ！　マモル兄ちゃんが飲むのはこっちの薬なの!?」

「まあ、甲賀の薬を侮辱するなんて許しませんわよ。そちらこそ、得体の知れないものをマモルさんにすすめないでくださいません？」

　両者がバチバチと火花を散らす。

　伊い賀がと甲賀は数百年来の怨おん敵てき。日本一の忍の名産地をかけて今もしょーもない争いを続けている。

「マモル兄ちゃん！　伊賀の薬を飲んでくれるよね!?」

「マモルさん！　甲賀の薬ですよね!?」

　矛先がマモルに向いたものだからたまらない。

「だから、気持ちだけでいいんだって！」

　そう叫ぶと、マモルは地面を蹴け飛とばした。

　校舎の周りの樹木を足場にピョンピョンと逃亡する。

「こりゃ、ほとぼりが冷めるまでどこかに隠れてた方がいいかもしれんぞ」

　そうぼやきながら逃亡していたマモルだけど、不意に足場にしていた枝が細切れになる。

「!?」

　まるで猫のように体を回転させ、足から華麗に地面に降り立つマモル。

「探しておったぞ、陰かげ守もり」

　目の前に立っていたのは、背の高い女子生徒。キリっとした顔立ちの美少女だ。その手には、鍔つばのない居合い刀が握られている。

「椿つばきじゃないか」

　マモルは何が起こったのかを悟った。枝は椿の居合いによってぶった斬ぎられたのだろう。

　真まつ双ぷた津つ椿。真双津流居合い術を使いこなす少女。人呼んで、歩く時代劇。

　その手にした銘刀、斬ざん瀬せ羅ら満みつ狗く剣けんは、ナタデココ以外の物なら何でも真っ二つにしてしまうのだ。

「で、探してたって言ってたけど、僕に何か用なのか？」

　そこはかとない不安を感じながらそう尋ねると、椿はカッと目を見開き強く言う。

「紺こん若にやくから聞いたぞ。お主、心臓が悪いそうではないか」

「椿、お前もか！」

　マモルは青空を見上げて慨嘆した。古代ローマのカエサルの気持ちがよく分かった瞬間だった。

「だが安心しろ。拙者がいい物を持っているからな」

　そう言うと、椿は制服のポケットに手を突っ込んだ。

　文句なしの時代劇娘だから、ハマグリの貝殻にでも入った薬を取り出しそうだ。

　きっとそれもひどく匂におうに違いない。

「あの、椿。薬とかだったらもう間に合ってるから遠慮したいんだけど。いや、ハマグリは嫌いじゃないんだけどね。できれば中身は普通の身の方が」

「薬などではない。拙者が渡したいのはこれだ！」

　椿がマモルに突きつけたのは、一本の手ぬぐいだった。

　見ただけでもゴワゴワとしているのが分かる。使い心地はさぞ悪いことだろう。

「この手ぬぐいは、我が真双津家に伝わる健康具、鬼き涙るい摩ま擦さつ手ぬぐいだ！」

　誇らしげに椿は説明した。

「この手ぬぐいで全身の皮膚を擦こすりあげれば、健康になること間違いなし。心臓とて強きよう靭じんなものへと変わるであろう」

　要するに、乾布摩擦をしろと言っているのだ。

「分かったよ。ありがたくもらっとくよ」

　受け取っておけば納得してくれると思い手を伸ばすも、椿は首を横に振る。

「この鬼涙摩擦手ぬぐいは、素人が扱える代物ではない。安心しろ、拙者が、丹精込めて擦りあげてやろう」

　少々顔を赤らめコホンと咳せき払ばらいし、椿は言い放った。

「さあ、陰かげ守もり！　服を脱げ！」

「ちょ、ちょっと待てよ椿！」

「脱がぬと言うのなら、その服を斬きるまでだ！」

　椿つばきが剣の柄に手をかける。

　さらにタイミング悪く、山やま芽めとホタルまでもがシュバっと姿を現わす。

「マモル兄ちゃん！　この伊い賀がの薬を！」

「マモルさん！　甲こう賀がの薬を！」

「さあ、陰かげ守もり！　さっさとしろ！」

　いくらスゴ腕忍者のマモルでも、この三人を相手に逃げ回るのは少々しんどい。

　それに、見境がなくなっている三人だから、人目を気にしないでマモルを追いかけるだろう。これまで守ってきた秘密がバレてしまう可能性だってある。

「分かったよ！　分かったから！」

　苦肉の策とばかしに、マモルは叫んだ。

「放課後、ちゃんと病院へ行って調べてもらうよ！　それでもし悪かったら、薬も飲むし乾布摩擦もする！　それで勘弁してくれ！」
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　そして、放課後。












　マモルは宣言したとおり、病院へとやって来ていた。

　愛あい里りに紹介された小こ鐘かね井い市しで一番大きな病院だ。愛里の口聞きもあり、特別待遇での検査だった。

　心電図検査に、胸部エックス線検査。心臓超音波検査はもちろんのこと。

　スポーツジムにでもありそうなランニングマシーンの上に乗り、歩いたり走ったりしながら心電図の変化を見るなんて大おお袈げ裟さな検査まであった。

　すべてが終わった時には、辺りはすっかり薄暗くなっていた。

（ここまで徹底的に検査されると、本当に重病人になったような気分になるよな）

　ぼんやりとそんなことを考えてるマモルの前に、病院の先生がやって来る。

　愛里が手配してくれた先生は、眼鏡めがねの似合う女医さんだった。

「お待たせ、陰かげ守もり君。一応、全部の検査が終わったのだけど」

　検査結果を見ながら、女医さんは頷うなずいた。

「まったく問題はないわ。それどころか大した心肺能力よ。けっこう負荷かけたのに、まるで変化がないんだもの」

　ランニングマシーンの上に乗って測った心電図のことを言っているのだ。

「沢さわ菓がしさんからは、運動はまるで苦手だって聞いてたけど、とてもそうとは思えないわね。一流のマラソン選手にも負けない検査結果よ」

　マモルは苦笑いを浮かべる。こういうことがあるから検査はあまり得意じゃないのだ。

　だけど、これで何の問題もないって言うお医者さんのお墨付きがもらえた。おせっかいな連中も納得してくれるだろう。

　安心しているマモルに、女医さんが尋ねる。

「ねえ、もう一度聞くけど、突然動どう悸きが速くなった時って運動も何もしてなかったのよね？」

「はい、何も」

　そう答えるマモル。

「だとすると……」

　女医さんは少し考え込んでから、何かを思いついたようにこう言った。

「もしかしてだけれど、その時、女の子と会ったりしていなかった？」

　どうして女医さんがそんなことを聞いてきたのかさっぱり分からないマモル。

　でも思い出してみると、女医さんの言うとおりだったりする。

（そう言えば、まりもを見た途端、心臓がドキドキしだしたんだっけ？）

　頷くマモルに、女医さんはすべてが氷解したとばかしに微笑んだ。

「分かったわ。あなたの病名が」

「え!?　僕って病気なんですか？」

「そう、どんな名医も草津の湯でも治せない難病よ」

　古臭い言い回しで前置きしてから、女医さんは確信を込めて言った。

「ズバリ、恋の病ね！」

「へっ？」

　寝耳に水な答えに、マモルはポカンとしてしまう。きっかり三秒後、マモルは吹きだした。

「いや、いくら何でもそんなこと」

　笑い飛ばすマモルだったけど、女医さんは真剣な顔で続けた。

「それは、あなたがまだ自分の気持ちに気付いていないだけよ。初恋の経験なんかもないんでしょ？」

　確かに初恋の経験なんかマモルにはなかった。だって、それどころじゃなかったのだから。

「心臓がドキドキするのは、心の奥底であなたがその娘に惹ひかれている証拠よ。若者として当然のことだから、心配することはないわね」

　最後に女医さんは、微笑ましい顔で言った。

「うん、まさしく青春ね」







　診察室から出てきたマモルに、待っていた女の子達が駆け寄る。

「まも君、どうだった？」

「アホル！　何て言われたの!?」

　ゆうなと愛あい里りはまだ良かった。

「マモル兄ちゃん！　薬あるよ！」

「マモルさん！　飲むなら私の薬を！」

　山やま芽めとホタルの手にはそれぞれ壺つぼがあった。もし蓋ふたが開けられたら最後、病院はバイオハザード状態になってしまうだろう。

「陰かげ守もり。拙者の準備はできているぞ」

　手ぬぐい片手に椿つばきはやる気満々だった。

「大丈夫。何の問題もなかったよ」

　マモルは大急ぎで説明した。

「むしろ健康そのものだって太鼓判まで押されたんだから」

「本当に？　噓ついてるんじゃないでしょーね？」

　愛里が疑いの目を向けてくるけれど、

「本当よ」

　出てきた女医さんがマモルに代わって説明する。

「いろいろと検査したけれど彼は健康そのものよ。動どう悸きが激しくなったのも、心配したことはないわ。若者にはよくあることなんだから」

　意味あり気に、女医さんはマモルにウインクする。

「それじゃね、陰かげ守もり君。いい結果になることを祈ってるわ」

　そう言うと、女医さんはツカツカと歩き去っていった。

「いい結果って何のことよ？」

「さあ、何のことだろ？」

　マモルはそらっとぼける。ここで恋だ何だと説明したところで話がややこしくなるだけだ。

　第一、マモル自身が恋だなんて納得していないのだから。

「とにかく、何ともないって話だから。悪かったな、心配させて」

「べ、別に心配なんかしてないわよ」

　そっぽ向いて愛あい里りが呟つぶやく。

「良かった～。まも君が何ともなくって」

　ゆうなは心の底から安心したように息を吐き出した。

「マモル兄ちゃん、それでも念のためってこともあるし、アタシの薬をちょっとだけ飲んどこうよ」

「いいえマモルさん！　そんな薬を飲んだら具合が悪くなってしまいます。是非、私のを！」

　山やま芽めとホタルが壺つぼの蓋ふたに手をかける。

「普段から鍛えておけばこんな心配もなくなるはず。陰守、やはりここで一度全身を擦こすっておこう」

　椿つばきまでもが、手ぬぐいを引っ張り出す。

「大丈夫だから、いや、本当にありがと！　それじゃ、ゆーな。家に帰るか。あんまり遅くなるとみんな心配するからな」

　大惨事になる前に、マモルはゆうなを連れてさっさと病院を退散したのだった。







「ふ、やれやれ。危ないとこだったよ」

　薄暗くなった小こ鐘かね井い市しの街をゆうなと並んで歩きながら、マモルは大きく息を吐き出した。

（椿はともかく、山芽とホタルがあそこで壺の蓋ふたを開けてたら大惨事になってただろーな）

　想像しただけでも背筋が寒くなってくる。

　ぶるるって背中を震わせたマモルに、隣のゆうながニコニコしながら言った。

「でも、ほんっとーに良かったね。まも君が何ともなくって」

「当たり前だよ。ちょっと頭痛と動どう悸きがしたってだけなのに。みんな大騒ぎしすぎなんだって」

　そうぼやくマモルに、ゆうながいつになく真剣な顔を向ける。

「みんな、それだけまも君のことが心配だったんだよ。わたしだってそうだもん。まも君がもし悪い病気だったらどうしよってすごく不安だったんだよ」

　そう言われると、この一連の迷惑も少しはありがたいことなのかとも思えてくる。もちろん、限りなく少しなのだけれども。

「あはは、本当に暗くなっちゃったね。わたしお腹空いちゃったよ。早く帰らないとね」

　足を速めるゆうなの隣を歩きながら、マモルは軽く鼻で笑った。

（そーだよ、僕は別に何ともないんだ。朝の動悸だってたまたまなんだ。もちろん、恋だなんて絶対にありえないことなんだ）

　と、ゆうながあっと声を上げた。嬉うれしそうに大きく手を振る。

「まりもちゃん！」

　道の向こうからやって来たのは、買い物袋をぶら下げたまりもだった。一度家に戻って着替えたのだろう。制服じゃなく普段着姿だった。

「まりもちゃん、聞いて！　病院でいろいろ調べてもらったんだけど、まも君何ともなかったんだって！」

　嬉しそうにゆうなが説明する。

「ふうん、そうなの」

　大して気のない返事をしてから、まりもはマモルにグルグル眼鏡めがねを向けた。

「良かったわね、兄さん」

「あ、うう」

　歯切れ悪くマモルが答える。

「それじゃ、私はまだお使いが残ってるから、ちゃんとゆうなさんを家まで送ってあげてね」

　そっけなくそう言うと、まりもは通り過ぎていく。

「家まで送ってあげてだって。何だかおかしいね。だってお隣なんだから」

　ゆうながクスクスと笑うけれども、マモルは同意する気分にはなれなかった。

　ぶっちゃけ、ドキドキしちゃってたのだ。

　やって来たまりもの姿を見た途端、心臓がドキュンと跳ね上がってしまったのだ。

　胸に手を当てる。検査の時、いくらランニングマシーンで負荷をかけられてもペースを崩さなかった心臓が、激しくドキドキと鼓動していた。

「どうしたの？　まも君」

「いや、何でもないよ何でも。さあ、帰ろう」

　早足で歩き出しながらも、マモルの心は動揺で一杯だった。

『心臓がドキドキするのは、心の奥底であなたがその娘に惹ひかれている証拠よ』

　そんな女医さんの言葉が頭の中に浮かび上がる。

（いや、あんな自分と同じような顔したやつに初恋だなんて、そんなことありえない。ありえないぞ！　ありえないったらありえない！）

　何度も何度も、心の中で繰り返したのだった。
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　陰かげ守もり家は紛れもない忍の一家。だけど、だからって食事まで忍者仕様ってわけじゃない。

　今晩のメニューは、桜さくら子こ母さんの得意料理、ハンバーグだった。

「うん、うまいうまい。やっぱり母さんの作るハンバーグは最高だな」

　堅けん護ご父さんが褒めちぎりながらハンバーグを食べる。その姿だけを見れば、日本中の忍者達から恐れられる陰守家の当主とはとても思えない。

「まりもちゃんも作るのを手伝ってくれたのよね」

　そう言いながら、桜子母さんもハンバーグを頰ほお張ばる。まりもも、無表情ながら箸はしを進めていた。

　ただ一人、マモルだけがナイフとフォークを持った手を動かしていなかった。硬直したまま、隣に座るまりもを横目で見ている。

　心臓のドキドキは続いていた。まりもを見ていると、喉のどが渇くような、落ち着かないような、奇妙な気分までしてくる。

　もはや、気のせいなんて言葉では片付けられないレベルだ。

（おかしいぞ。僕は一体どうなったんだ？）

　そこでマモルはハッとした。何かを思いつくと、ナイフとフォークを置き、懐に手を突っ込む。

　取り出したのは、付ふ箋せんのような紙切れの束だ。

　それを一枚めくり、ハンバーグに押し当てる。続いてみそ汁にもだ。

　色の変わらない紙を見て、マモルは拍子抜けしたように呟つぶやいた。

「陰性か……」

「あんた、何やってるのよ！！！」

　桜子母さんの怒声が響いた。それと同時に大量のフォークが飛んできた。

「うわっ！」

　マモルは席から飛び上がってフォークを避よけた。それまでマモルが座っていた椅い子すの背もたれにドスドスとフォークが突き刺さる。

　張り付いた天井で、マモルは口を尖とがらせた。

「な、何するんだよ母さん！　僕はハンバーグじゃないぞ！」

「何するんだよじゃないわよ。母さんとまりもちゃんが作った料理に、毒見紙を突っ込むなんてどういうつもりよ！」

　そう、マモルが懐から取り出した紙の正体は、料理に毒が入っていないかを調べる試験紙だったのだ。

　毒だけでなく、特殊な忍薬なんかにも反応してくれる優れものだ。

「いや、ちょっとほら、何かの手違いってこともあるしね」

「どんな手違いよ。失礼しちゃうわよ」

　桜さくら子こ母さんはぷりぷりと怒りながらハンバーグを頰ほお張ばる。

　天井からストンと落ちてきたマモルは、フォークを抜くと椅子に座った。改めて夕食を食べながら困惑気味に考え込む。

（てっきり、また母さんの新しい忍薬の実験台にされてると思ったけど、どうもそういうことじゃなさそうだぞ。だとすると、このドキドキは一体何なんだ？）

『心臓がドキドキするのは、心の奥底であなたがその娘に惹ひかれている証拠よ』

　女医さんの声が頭の中にまたリフレインした。ぶるるっと強く首を横に振る。

（いいや、そんなはずはない！　こんな自分と同じような顔をした無口で無表情で妙に醒めてる親しん戚せきなんかに！）

　だけど、思い直す。

（でも、同じような顔ってのはただ単に変装してるってだけだもんな。変装を解けば、間違いなく美少女なんだし、無口や無表情ってのも考えかたによってはクールで格好いいとも………）

　女医さんの言葉の呪じゆ縛ばくに囚われそうだったから、マモルは両親へと顔を向け口を開いた。

「なあ、父さん母さん。ちょっと参考までに聞かせて欲しいんだけどさ」

　そう前置きし、マモルは尋ねた。

「どうやって二人は結婚することになったの？」

「おや、聞きたいのか？　父さんと母さんのなれそめを」

　堅けん護ご父さんが、照れくさそうにニヤニヤ笑いを浮かべる。

「そうね、そう言えばちゃんと説明したことなかったわね。せっかくだし、話してあげようかしら」

　機嫌を直した桜子母さんが語り始める。

「あれは、もう今から二十年近く前のことかしらね。まだ母さんは伊い賀がの里にいたんだけど、その時に嫌な縁談を押し付けられてたのよ。で、頭にきて伊賀の里で大暴れしたの」

「それなら、前に小耳に挟んだことがあるよ。桜の乱って呼ばれてるんでしょ？」

「まあ、そんな名前もついちゃってるわね」

　おほほほと桜さくら子こ母さんが笑う。

「とにかく、あの頃ころは母さんも若かったから、ついつい歯止めがきかなくなっちゃってね。伊賀の里を滅ぼす寸前まで大暴れしちゃったのよ」

　我が母親ながらとんでもないなあとマモルは思った。

「だけど、そんな時に母さんの前に立ちはだかったのが……」

「父さんなんだよ」

　妙にエバって、堅けん護ご父さんが胸を張る。

「父さんはその頃、親父、つまりお前のじいさんの命令で日本全国嫁探しの旅に出かけていてな。北は北海道から南は沖縄まで日本各地にある忍の里を回ってたんだ」

「えっ！　北海道や沖縄にも忍者がいるの!?」

　驚くマモルに、堅護父さんは頷うなずいた。

「あまり広く知られてはないが、忍の血と技は受け継がれている。北海道の紅べに鮭ざけ衆、沖縄のゴーヤ忍群なんかだ」

　ご当地ヒーローみたいでいまいち凄すごみがない。

「でもまあ、なかなかこれはって女性がいなくてな。で、当初は敷居が高いから敬遠してた伊賀へと足を運んだんだ。で、大暴れする母さんと出会った。このまま伊賀の里が滅ぶのを黙って見てるわけにもいかないから、何とか止めようと必死になったわけだ」

「それで、父さんと母さんの激しい戦いが始まったの。一週間くらい続いたかしらね？」

　昔を懐かしんでか、うっとりと桜子母さんが目を細める。

「最初は、ただ邪魔をするイヤな忍としか思ってなかったのよ。だけど、不思議なのよね。戦っているうちに、何故か胸がドキドキし始めたの」

「おや、母さんもかい？　実は私もなんだよ」

　堅護父さんも同意する。

「最初は、そのドキドキの意味に気付かなくてな？　困惑したものだよ」

「そうよね。でも、一週間目の朝、必殺の忍術で仕留めようとした時、思いもよらないような初歩的なミスをしたのよ。その時、気付いたの。ああ、私はこの人のことが好きなんだって。傷つけたくなくて、無意識のうちに体が忍術を拒否したんだなって」

「私もさ。あの時、長引く戦いに終止符を打とうと陰かげ守もり奥義を繰り出そうとしていた。だけどいつもなら間違えるはずもないところで失敗してしまってな。自分の気持ちに気付いたってわけさ」

「堅けん護ごさん！」

「桜さくら子こ！」

　マモルとまりもの存在も忘れて、二人して手を取り合う。

「もしお互いに惹ひかれあってなかったら、あの時確実にどちらかが死んでたわね」

「ああ、もしくは両方だ。あれはもう運命だったんだな」

　ロマンチックに話してるけど、内容は物騒極まりない。

「すごい馴なれ初そめだわ。うちの両親なんて平凡なお見合い結婚よ。お母さんは忍者でも何でもないし」

　まりもが感心したように呟つぶやく隣で、マモルは大いに困惑していた。

（何故か胸がドキドキ。僕の場合と同じじゃないか）

　ゴクリと喉のどを鳴らす。

（父さん母さんと同じように、僕も気付いていないだけでまりもに恋しちゃってるのか？）

　まだ答えは出なかった。

　その可能性があることは否定できないけれど、それを認めることはマモルにはできなかった。

（こうなったら、確かめるしかないな）

　静かに、マモルは頷うなずいた。

（今夜、白黒つけてやる！　このドキドキが、まりもに恋しちゃってる証なのか？　それとも、ただの動どう悸きなのかを！）
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　真夜中だった。

　ひっそりと静まり返った浅せん間げん山やま学がく園えん高こう校こうに、音もなく訪れる影があった。

　グルグル眼鏡めがねに頭の高いところで縛った個性的な髪型。そう、まりもだ。

　校舎の壁を軽く駆け上がり、屋上へとやって来たまりもは、軽く息を吐き出し言った。

「これ、読んだわよ」

『高校の屋上で待つ。マモル』

　意外と達筆な筆字でそう書かれた紙を、ピラピラと振って見せる。

　夜空の月を背に、屋上の給水塔の上に立っていたのは、マモルだった。やって来たまりもを静かに見下ろしている。

「悪いな。こんな所に呼び出したりして。実はちょっと確かめたいことがあってな」

「確かめたいこと？」

　不思議そうに尋ねるまりもの前で、まりもはそれまで着ていたジャージに手をかける。それを一気に引っぺがすと、その下から現われたのは深い紺色の忍装束だ。

「まりも！　何も言わず！　ここで僕と立ち合ってくれ！」

　腰の忍者刀に手を当て、マモルが叫ぶ。

「いきなり呼び出された挙句、立ち合えだなんて勝手な話ね」

　やれやれとまりもが首を横に振る。だけど普段無表情なその顔にうっすらと笑みが浮かんだ。

「だけど、嫌じゃないわ。最近体が鈍ってたとこだから」

　まりもも、それまで着ていたパジャマに手をかけ一気にひっぺがした。

　マモルと同じ、深い紺色の忍装束だった。ぴったりと体に張り付き、まりもの隠されたプロポーションの良さをアピールしている。

　グルグル眼鏡めがねを外し現われた彼女の瞳ひとみは、ゾクゾクするぐらい鋭く、冷たい。

　大人びた顔立ちの、文句なしの美少女だった。

「行くぞ！　まりも！」

「望むところよ！　陰かげ守もりマモル！」

　二人の姿がかき消えた。次の瞬間、空中で激しく忍者刀と忍者刀を重ね合わせていた。ガキンという金属音が夜の屋上に響く。

　間合いを空けつつ、それぞれの手から大量の投げ苦く無ないが打ち出されるも、空中で激しくぶつかり合い相殺される。

　本家ではないとは言え、さすがは陰守の系譜に連なるものだ。マモル相手にも引けを取ることはない。むしろ俊敏さで言えばマモル以上だ。手数でマモルを攻め立てる。

　だけどマモルだって負けていない。まりもの攻撃を避よけながらも、重い斬撃を繰り出していく。

　それは、もはや常人には確認することもできない人知を超えた戦いだった。

　数十分にも及ぶ激しい攻防の後、二人は屋上に着地し対たい峙じする。

「修行らしい修行なんてしていないのにこの実力。さすがは陰守本家の人間ね」

　まりもが息を吐き出す。

「そっちこそ、僕がここまで全力でやりあえる相手はなかなかいないぞ」

　マモルも、感心したように呟つぶやいた。

　数十分とは言え、全力を注ぎ込んだ戦いだ。体力も残り少ない。

　明日も学校だ。ここらで仕舞いにしたいところだけど、そうもいかなかった。

　まだ、結論は出ていないのだから。

「今度はこっちから行かせてもらうわ」

　まりもが屋上の地面を蹴け飛とばしマモルの頭上高くへと飛ぶ。

「陰守忍法！　逆さ針地獄！」

　振り回したまりもの手から、数え切れないほどの針が弾き出されマモルに襲い掛かる。

　硬い針金を縫い合わせて作った金属の風ふ呂ろ敷しきのようなもので針を防ぐと、マモルは負けじと忍術を繰り出した。

「陰かげ守もり忍法！　濁流鯉こい昇り！」

　体を回転させながらの跳躍だ。それは空中にいるまりもの体を正確に捕える。

「!?」

　咄とつ嗟さに忍者刀でそれを防ぐまりもだったけど、強力な一撃に弾かれる。

　熟練の忍同士の戦いでは、まず普通に闘っているだけでは決着はつかない。一瞬の隙すきを突き、そこに大技を叩たたき込こむ。それのみが勝利の法則だ。

　その隙が今、マモルの眼の前に現われた。

「これで終わりだ！」

　マモルは懐に手を突っ込んだ。陰守奥義、『七なな色いろ爆ばく裂れつ火か炎えん！』を使うため、火薬筒を取り出そうとしたのだ。

　調合された幾種類もの火薬を、竹の筒に層にして詰めていく。この特別製の火薬筒を使えば、七色の火炎を自在に操る恐ろしい忍術を繰り出せるのだ。

　マモルの体には、火薬の扱いで名をはせた根ね来ごろ忍者や雑さい賀が忍者の血も流れている。だからこそ可能な大技だった。

「陰守忍法！　七色爆裂火炎！」

　そう叫んだマモルだけど、その表情が強張る。

　懐をまさぐるけど、火薬筒の手ごたえがないのだ。

「えっ？」

　そして、このマモルの隙を見逃すほどまりもはお人良しじゃなかった。

　空中で体勢を立て直したまりもは、マモルにしがみつくと叫んだ。

「陰守忍法！　逆さかさ人ひと柱ばしら落おとし！！！」







　中庭には、ちょっとしたクレーターができていた。その中央でマモルがぐったりと倒れている。

　まりもの忍法で叩きつけられた結果だった。がっちりと押さえ込まれ受身さえ取れなかった。そのダメージは計り知れない。

「どうやら、私の勝ちのようね」

　マモルを見下ろし、まりもは呟つぶやく。

「でもあの時、あなたが大ポカをしなかったら、私が負けてたわ。それを考えると私の完全勝利ってわけにはいかないわね」

　そんなことを口にする。

　どんな卑ひ怯きようをしようとも、勝ってしまえばそれまでよ。

　そんな諺ことわざが当然のことのように広まる忍者業界の人間としては、珍しく謙虚な言葉だった。

　マモルの力を認めた、優しさからのフォローだったのかもしれない。

　だけど、やっぱり忍者。その優しさがいつまでも続くと思ったら大間違いだ。

「さてと、こんな穴を残しといたら大騒ぎよね」

　取り出したスコップで、まりもはせっせとクレーターを埋め始めた。もちろん、底のマモルをそのままに。

　埋めただけでなく、しっかりと土を踏み固めたまりもは、こんなものねと息を吐き出す。

「それじゃ、おやすみ。兄さん」

　シュバっとまりもの姿が消えた。

　それからしばらくの後、地面がモコモコと蠢うごめく。まるでゾンビ映画の一シーンのように、マモルが這はい出だしてきた。

「一体どういうことなんだ？」

　マモルは改めて懐に手を突っ込むと中身をありったけその場にぶちまけた。

　苦く無ないに始まり手裏剣、忍針。煙玉に爆裂玉、ほうろく火矢に水蜘蛛。鎖くさり鎌がまに手カギ。

　様々な忍の道具が出る中、肝心の七なな色いろ爆ばく裂れつ火か炎えんのための火薬筒だけが見当たらない。

　最後の一つ、ぶる丸まる用の骨の玩がん具ぐを引っ張り出したマモルは、愕がく然ぜんとして呟つぶやいた。

「どっかに落としたってことなのか……」

　懐の忍具を落とす。普通なら到底ありえないことなのだ。

『必殺の忍術で仕留めようとした時、思いもよらないような初歩的なミスをしたのよ』

『いつもなら間違えるはずもないところで失敗してしまってな』

　桜さくら子こ母さんと堅けん護ご父さんの言葉が、脳裏に蘇よみがえる。

　どうやら、結論は出てしまったようだ。

（僕はあの時、無意識にまりもを傷つけたくないって思ったんだ。だからこんな失敗をしたんだ）

　確信を込めて、マモルは呟いた。

「僕は、まりもに恋しちゃってるんだ」

　陰かげ守もりマモル、十七歳。

　初めて、恋心ってのを認識した瞬間だった。

　そして、これがマモルのドキドキな日々の始まりだった。
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『ドキドキな日々、一日目』

　頭から布団をかぶりグースカ眠っていたマモル。と、その体が揺さぶられた。

（母さん、起こしに来たんだな）

　寝ぼけた頭でマモルは考える。布団から手を突き出し目覚まし時計を引っ張り込むと確認する。まだ少し余裕があった。

「もうちょっとだけ寝かしてくれよ。昨晩はいろいろあって疲れてるんだから」

　まりもとの深夜の戦いで体力を消耗したってのもあるけれど、一番の理由は恋心っていう得体の知れないものを抱えたことだ。

　半ば現実逃避気味に、眠っていたい気分だったのだ。

　亀かめのように丸くなるマモル。だけどいきなり布団が引っぺがされる。

　陰かげ守もり忍法、かつら剝むき布団返し！　が炸さく裂れつだった。

　布団をひっぺがされるだけでなく、同時にパジャマまでひっぺがされてしまうという忍法。

　初夏だからまだいいものの、これが冬だったら寒くて風邪をひいてしまったかもしれない。

「ちょっと母さん！」

　トランクス一枚で非難するマモルだったけど、その言葉が止まる。だってベッドの前に立ってたのは桜さくら子こ母さんじゃなかったのだから。

「お隣の紺こん若にやくゆうなから電話があったの。用事で早く学校に行かなくちゃならないんだって。もうすぐ呼びに来るから早く着替えて」

　まりもが端的に言う。

　この、かつら剝き布団返し！　をまりもにかけられたのは初めてじゃない。かれこれ三度目ぐらいだ。

　これまでは、トランクス一枚の格好で平然と文句を飛ばしたものだけど、今回はそうもいかない。

　初恋の相手であるまりもを前に、自分はトランクス一枚という姿。このシチュエーションで恥ずかしくならないはずがないのだ。

　マモルの顔が真っ赤になった。

「バ、バカ！　勝手に入ってくるんじゃないよ！　布団ひっぺがすんじゃないよ！　ましてやかつら剝き布団返しをするなんて、デリカシーがないじゃないかよ！」

　散乱したパジャマを拾い集めて急いでそれを着る。あまりに慌ててたものだからパジャマのズボンを穿はきそこないバランスを崩したりもする。

「いいから出てってくれよ！　すぐに着替えて行くから！」

　いつもと様子の違うマモルに少し不可解そうな顔をしながらも、まりもが部屋を出て行く。

「ふう」

　バタンと扉を閉めたマモルは、特大の息を吐き出した。

　まだ恥ずかしさで一杯だ。心臓はバクバクと鼓動している。

「勘弁してくれよ」

　口の中で、小さく呟つぶやいた。







『ドキドキな日々、二日目』

　夕食後、マモルは部屋にこもっていた。

　居間にいたらどうしてもまりもと一緒になることが多いから、できるだけ部屋へ避難していることにしたのだ。

　ひたすらこの悶もん々もんとした気持ちを忘れようと、携帯ゲームに没頭しているマモル。

　と、鼻にほのかな香りを感じる。

（ん、シャンプーの香り……）

　次の瞬間、耳元で声が囁ささやかれた。

「そこ、アイテム隠されてるわよ」

「!?」

　慌てて首を動かすと、そこにはまりもの横顔があった。身を乗り出すようにして携帯ゲームの画面を覗のぞき込こんでいる。

「うわあああ！」

　悲鳴を上げると、マモルは椅い子すから転げ落ちた。まるで宇宙怪獣とでも遭遇したかのように尻しり餅もちをついたまま壁まで後ずさる。

「な、何だよ、いきなり！」

「だから、そこアイテムが隠されてるのよ。三番目のブロックの陰に。前に弟が同じゲームやってるの見てたから知ってるの」

　アイテムが隠されているのも知らなかったし、まりもに弟がいたってのも初耳だった。

　だけど、今はそんな新事実に驚いている場合じゃない。

　まりもはパジャマ姿だった。首にタオルをかけていた。髪の毛はまだ濡ぬれている。肌はうっすらと赤みがかり、艶つやっぽい潤いを保っていた。

　そう、まりもは風ふ呂ろ上りだったのだ。

「まあいいわ。マモル、お風ふ呂ろ空いたわよ」

　どうやらそれを伝えに来たらしい。

　風呂上りのまりもと遭遇するのだって別にこれが初めてってわけじゃない。

　これまではまりものことなんか何っとも思っていなかったからどうってことなかったのだけど、今は違う。

　風呂上りのまりもは、想像以上の破壊力を秘めていた。

「桜さくら子こさんと堅けん護ごさんがいるし、早く入っちゃって」

「あ、ああ。分かったから。分かったから早く出てってくれ！」

　大慌てで手を振り回しまりもを追い出してから、部屋のタンスから着替えを引っ張り出す。

　だけど、その手が止まった。

　気づいてしまったのだ。自分がこれから入ろうとしているのは、つい先ほどまでまりもが浸かっていた湯だということに。

　意識した途端、顔が真っ赤になる。心臓はドキドキでもう耐えられない。

　きっと湯に浸かったら最後、心臓が爆発してしまうんだと思った。

（風呂の死亡事故の中には、きっとこんなケースもあるに違いないぞ）

　なんてバカらしいことを考える。












（せめて、風ふ呂ろの湯をリセットしなくちゃな）

　かと言って、一度湯を流して入れなおしたりしたら水道光熱費にうるさい桜さくら子こ母さんにどやされるに決まっている。

　マモルは二階の廊下に出ると一階に向かって声を張り上げた。

「ちょっと宿題やってるから、父さんか母さん、先に入ってくれよ！」

「駄目よ。今面白いドラマ見てるんだから」

「そうだぞ。お前が先に入れ」

　返ってきたのは両親のそんなお言葉だ。

　堅けん護ご父さんか桜子母さんに入ってもらいお湯をリセットするという作戦は失敗に終わった。

「となると、方法はあれしかないな」

　何かを決意した表情で、マモルは頷うなずいた。

　それから、十数分後。陰かげ守もり家の浴室に、桜子母さんの怒りの声が響いた。

「ちょっとマモル！　あんた何やってるのよ！　ぶる丸まるを湯船に入れるなんて!?　お湯が汚れちゃうでしょ!?」







『ドキドキな日々、三日目』

　夜、マモルは念入りに目覚ましをチェックした。小遣いをはたいて買ってきた新顔が五つも並んでいる。

　いつも起きている時刻よりも二十分も早く設定している。これならまりもが起こしに来ることもないだろう。

　お風呂問題だって抜かりない。昨夜は湯船にぶる丸を入れて毛だらけにしてしまったことでこっぴどく叱しかられたけれど、今晩は自分で洗って自分で沸かして一番風呂をいただいた。

「よし、さっさと眠ってしまおう」

　まだ九時を回ったばかりだと言うのに、布団に飛び込むマモル。強引に目を閉じ羊を数を数え始めた時だ。

「マモル、入るわよ」

　遠慮なしに桜子母さんがやって来る。

　布団をかぶってるマモルの姿に、呆あきれたように言った。

「マモル、もう寝るつもり？　まだ九時よ」

「何時に寝ようが僕の勝手じゃないか。早寝して叱られる道理はないはずだぞ」

　マモルが口を尖とがらせる。

「まあ、別にいいわよ。勝手にしなさい。ただ、寝る前にちょっと見てもらいたいものがあるの」

「見てもらいたいもの？」

「そ、あなたの感想を聞きたくてね」

　にやにやと笑みを浮かべてから、桜さくら子こ母さんは廊下に顔を向ける。

「いらっしゃい」

　数秒後。マモルは目を見開いて驚いた。

　部屋に入ってきたのは、メイド服姿のまりもだったのだ。しかもグルグル眼鏡めがねで顔を隠してはおらず、髪型だっていつもの妙ちくりんなものじゃない。

　カチューシャだってつけられている。

「誤解しないで。別に私は好きでこんな格好してるんじゃないんだからね」

　まりもは静かに、だけどきっぱりと抵抗した。

「桜子さんに無理矢理……ね」

　無理矢理ってのは決して誇張表現じゃないだろう。桜子母さんのことだからまりもをねじ伏せ、まるで着せ替え人形のように着替えさせたに決まっている。

　まりもの嫌々っぷりなんて無視して、桜子母さんは大喜びだった。

「母さん、女の子が生まれたらいろいろな服を着せるのが夢だったの。だけど出てきたのはマモル、あんたでしょ。諦あきらめてたんだけど、こうやってまりもちゃんが来てくれたし、思いきって夢を叶かなえることにしちゃった」

　いつものマモルだったら、『だからってメイド服はないだろ？』ぐらいの皮肉は言ったかもしれない。

　だけど今のマモルにはそんな芸当はどだい無理な話だった。

　さらに、桜子母さんの夢の実現はまだ終わりじゃなかった。

「さ、まりもちゃん。次の服行くわよ」

「え、まだあるの？」

「あるわよ。たっぷりとね」

　まりもの腕を摑つかむと桜子母さんが部屋を出て行く。脱がされたメイド服が廊下を飛ぶのが見える。

「さ、次はこれよ」

　次に現われたのは、ナース服のまりもだった。

　さらにその次は、巫み女こ服だ。

　さらにさらにその次は、チャイナっ娘服。

　極めつけは、ミニスカポリスの格好だ。

『まるっきりコスプレじゃないか』

　っていつものマモルなら呆あきれただろう。

　不遇なまりもに、同情だってしたはずだ。

　だけど今のマモルにできることはただ一つ。ドキドキすることだけなのだ。

「ああ、やっぱり思ったとおりね。まりもちゃんって素材がいいからどんな服着ても似合うわ」

　有頂天になった桜さくら子こ母さんがほくほく顔で言う。

「そうだ、写真を撮らなくちゃね」

　何処からかデジカメを引っ張り出すと、パシャパシャとフラッシュを光らせる。

「ほら、マモル。せっかくだからあんたも入りなさい。こんなチャンス滅多にないわよ」

　桜子母さんが余計なことを言うけれど、マモルはすぐには動けない。

「いや、僕は別に……」

「いいから早く！」

　桜子母さんにどやされて、マモルは仕方なしにまりもの隣に立つ。あくまでしっかりと距離をおいて。

「ちょっと、もう少し二人ともくっついて。そんなんじゃ入らないわ。そうね、腕なんか組んじゃってもいいかも」

（じょ、冗談じゃないよ！）

　って叫ぼうとしたマモルの腕に、まりもが腕をからめた。

「!?」

　驚くマモルに、まりもは小声で囁ささやく。

「いいから言うとおりにして。そうしないと終わらせてくれなさそうだもの。あの人」

　猛烈に疲れた表情だ。

「はいチーズ！」

　桜子母さんの声が響き、パシャリとフラッシュが焚たかれる。その直後、マモルは窓から外へと逃げ出した。

「ちょ、ちょっと散歩に行ってくる！」

　そう言い残して。

「あの、桜子さん。私も、そろそろ」

「あ、そうね。ごめんなさいね。付き合わせちゃって。もういいわよ」

　桜子母さんの許しが出るや否や、まりもも逃げ出した。いつ気が変わってまた着せ替え人形にさせられるか分かったもんじゃない。

「うふふ、また今度たっぷり写真を撮らせてもらいましょ」

　懲りない桜子母さんがデジカメをいじる。今撮った写真を最初から見返していると、最後の写真が液晶画面に現われた。

　ミニスカポリスのコスプレをしたまりもに腕を組まれたマモルが、猛烈に顔を真っ赤にしている写真。

「おかしいわね。少し恥ずかしいのは分かるけど、いつものマモルならここまで真っ赤にはならないはずなのに……」

　桜さくら子こ母さんが考え込む。

「もしかしてこれって、まりもちゃんを意識してたってことかしら？」

　困ったことに桜子母さんは勘が良かった。だってくノ一なんだもん。

「だとしたら、じっとしてられないわ。この芽を大切に育てるためにも、母さんがちょっとお膳ぜん立だてしてあげなくっちゃ」

　ぐふぐふと桜子母さんが笑う。

　古来より知略と策謀の限りを尽くしてきた忍。その本質を感じさせる、妖しい妖しい笑みだった。
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　朝の教室へとマモルはやって来る。いつもなら隣にゆうながいるのだけど、ここ数日は様子が違う。

　まりもと一緒に登校するのが恥ずかしく、適当に理由をつけては朝は一人で先に登校してしまっているのだ。

　まりものコスプレショーの影響で昨晩はよく眠れなかった。体にはどんよりとした疲労感がへばりついている。

　窓から見える空をぼんやりと見つめながら、マモルは呟つぶやいた。

「ああ、どうしてこうも気ばかり焦るんだろ」

　自分の恋心を認識したことが影響しているのだろう。まりもの顔を見るのも恥ずかしいし、会話をするのも大変だ。それどころか、同じ空間で同じ空気を吸っていると思っただけでもうドキドキが止まってくれないのだ。

　色恋レベルの低さに、自分でも呆あきれてしまう。

（思えば、昔っから任務任務で、色恋沙ざ汰たなんかこれっぽっちもなかったもんな）

　しみじみと考える。

（女の子を好きになったことも、女の子から好かれたことだってなかったもんな）

　後半部分に関しては限りないつっこみの嵐あらしが起きそうだけれども、本人が気付いてないんだからまあ仕方ないだろう。

（きっと、忍者でもなく任務も何にもない普通の男子は、こういう気持ちをたくさん味わいながら大人になっていくんだろうなあ）

　普通の男子のような体験ができたことには、新鮮な気持ちを感じるマモル。

　だけどそうそうのんびりと構えてもいられないことは、ここ数日の『ドキドキな日々』から痛いぐらい分かっている。

「このままだと、僕の心臓は爆発するんじゃないか？」

　半ば本気でそんな心配をするマモル。と、教室に元気な声が響いた。

「オッハ───！　ゆうな！」

　教室に入ってきたのはクラスの生徒じゃない。一番遠い教室、Ａ組の愛あい里りだ。

　愛里がやって来るのは珍しいことじゃない。学年が変わる前からずっと繰り返されている日課のようなものだ。

「何よ、ゆうないないの？　ホタルっちもいないし」

　教室を見渡し不満そうに唇を尖とがらせた愛里は、さっさと出て行けばいいのにわざわざマモルの前までやって来る。

「アホルしかいないなんて、今朝はついてないわね」

　大おお袈げ裟さにため息を吐き出してから、右手を突き出した。

「アホル、英語の辞書貸しなさいよ！　特別にあんたの使ってあげるから」

「沢さわ菓がし、お前もう高三になったんだから辞書くらいちゃんと持ってこいよ。今年は受験生なんだから。そんなんじゃ先が思いやられるぞ」

「だっしゃ！」

　愛里はいきなりマモルの耳たぶを摑つかむと引っ張った。そこに容赦ってのはない。

「あんたなんかに！　進路を心配されるほど！　落ちぶれてないわよ！！！」

　思う存分引っ張ってから、やっと手を離す。

「さ、英和辞書出しなさいよね」

「まったく。そんなに頻繁に借りに来るぐらいならもう一冊買ってロッカーに入れとけばいいのに。お前さんの財力ならそれぐらい簡単なはずだろ？」

　ぶつぶつ文句を言いながらも、マモルは机の横にひっかけた学生鞄かばんに手を突っ込みかき混ぜる。

　そこで、ふと思った。

（待てよ、沢菓も一応は普通の女の子だったっけ）

　普通と呼ぶにはかなり個性的すぎるけど、その部分には目をつむる。少なくとも忍者じゃないし、任務だってない。

「なあ、沢菓。ちょっとばかし聞くんだけど」

　見つけた英和辞書を渡しながら、マモルは尋ねた。

「お前さん、初恋ってしたことあるか？」

「えっ!?」

　愛あい里りが鋭い目を大きくした。さぞ驚いたのだろう。辞書を受け取り損ない床に落っことす。

「な、何をいきなり突然バカなこと聞くのよ。本当、どうかしてるわ」

　あたふたと英和辞書を拾い上げてから、愛里はコホンと咳せき払ばらいした。

「ま、まあ、初恋の一つくらい経験してるわよ。愛里だってもう十七歳の乙女なんだから」

「やっぱり、ドキドキしたりしたのか？」

「そ、そりゃあ、ドキドキだってしたわよ。ううん、してるって言った方が適切ね。だって、愛里の初恋は現在進行形なんだから」

　顔を真っ赤にし、妙にもじもじしながら愛里が言う。

「そのドキドキを隠すために、わ、わざと大声を出したり、乱暴になったりしちゃうのよ。それが乙女心ってものなんだから」

　恨みがましい視線を、マモルへと向ける。

「その、アホが、愛里の気持ちに気付いてくれないのが……いけないんだから」

「つまり、お前さんの初恋の相手は、大声を出されたり乱暴されたりしてるってことなのか」

　少しくらいは勘付いてもいいところだけど、そこはやっぱり鈍感帝王のマモル。

　なるほどと頷うなずいてから、マモルは同情を込めて言った。

「僕の他にも、そんな被害にあってる奴がいたんだな。可哀かわい想そうに」

　愛里の顔が怒りで真っ赤になった。

「アホルのバカ！！！」

　借りた英和辞書でマモルの頭をひっぱたくと、ダンダンと足を踏み鳴らしながら教室を出て行く。

「まったく、何だってんだよ」

　頭をさすりながらマモルがぼやく。愛里の怒りの意味なんかに気付くはずがない。

　愛里と入れ替わりに教室に入ってきたのはゆうなだった。

「あ、まも君！　おはよ！」

　今朝も絶好調の笑顔を浮かべながらマモルの元へとやって来る。

「まりもちゃんから聞いたよ。環境会議があったなんてね。すごいね～」

　さすがはゆうなだ。疑うってことは丸っきりしない。

「いや、まあ、その、あの、地球は大事にしなくっちゃだから」

　マモルはと言うと、しどろもどろに答える。だって、ゆうなの後ろにはまりもの姿があったのだ。

「ま、まままりも。どーしてここに？　兄さんの記憶が確かなら一年の教室は二階下のはずだったけど」

「忘れ物を届けに来たの」

　まりもが突き出したのは、ジャージの入った布の袋だ。

「ゆうなさんに頼もうと思ったけど、私がちゃんと手渡すようにってお母さんに言われたから」

「あ、ありがとう」

　布袋を受け取る。

「それと、お母さんから頼まれてることがもう一つあるの。兄さんの制服の袖そで口ぐち、少し破れてたから直してあげるようにって」

　まりもは鞄かばんからソーイングセットを取り出した。

「そのままでいいわ。手を出して」

　言うまでもなく、はいどうぞって差し出せるような心理状態じゃない。

「あ、うう」

　顔を真っ赤にし脂汗を流してから、マモルは叫んだ。

「悪い！　ちょっとトイレ！」

　忍者だってバレるんじゃないかって速度で、教室を飛び出して行く。

「まも君、よっぽどおトイレ我慢してたんだね」

　気の毒そうにゆうなが目を細める。

「多分、トイレじゃないと思うわ」

　まりもがポツリと呟つぶやく。

「最近いつもあんな感じだもの。私のこと避けてるのよ」

「えっ!?　まも君がまりもちゃんのこと避けてるの!?　どーして？」

「さあ、分からないわ。兄さんが何考えてるかなんて」

　首を横に振ってから、まりもはソーイングセットをゆうなに握らせた。

「悪いけど、兄さんの袖口はゆうなさんが縫っておいてくれない？　きっと兄さん、ずっと私を避けるつもりだろうから」

　それだけ言うと、教室を出て行く。

「可哀かわい想そうに、まりもちゃん。きっとすごくショックだったんだろうな」

　実際は大してショックを受けていないのだけど、思い込みの激しいゆうなだから涙ぐんでしまう。

「きっとまも君、まだまりもちゃんに打ち解けてないんだろうな。でも仕方ないよね。まも君は妹がいるってことだって忘れてたんだもんね。いきなり一緒に暮らすことになって、戸惑っちゃってるんだろうな」

　コックリと、ゆうなは力強く頷うなずいた。

「よーし、こうなったらわたしが一肌脱いじゃうんだから！」
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　そのフロアは、何やら甘い香りが漂っていた。

　ここは、小こ鐘かね井い市しから電車で少し行った場所にある繁華街。立ち並ぶデパートの中の一つだった。

　放課後、ゆうなにどーしてもとせがまれ一緒には来たものの、まさかこんな催しとは想像だにしていなかった。

『ケーキ作り体験教室』だなんて。

「ここは、週替わりでいろんなお菓子作りを教えてくれるんだよ。二人ペアで申し込むことになってるから、カップルで参加する人も少なくないんだよ」

　なるほど、ゆうなの言うとおりだった。辺りを見渡すと、カップルらしき二人組もちらほらと見受けられる。大体は女の子同士。母親と娘といったペアもいた。

「どーしても付き合ってくれって頼まれたから何かと思ったけど、ケーキ教室かあ」

　場違いってのをジンジンと感じる。

「そういうことなら、ホタルでも誘った方が良かったんじゃないか？」

「ううん、それじゃ意味ないんだよ。それに、ホタルちゃんならわざわざこんな教室で勉強しなくたってお菓子作れちゃうだろうし」

　確かにそうだなとマモルは納得する。

　それじゃあ、山やま芽めでもと言おうとしたけれども、それはどうだろうと思いなおす。

　山芽のお菓子作りの腕前はある意味天才的だ。何を作っても毒の塊のようなものしかできないのだ。

　下手にみんなで味見なんてことになったら、大惨事になりかねない。

　かと言って、椿つばきや愛あい里りを誘うのも問題な気がする。

　格好だけでなく性格や趣味、嗜し好こうまでもが時代劇な椿だ。ケーキ作りなんかをさせたら拒絶反応を起こしてしまうかもしれない。

　面倒臭がりな愛里が大人しくケーキ作りを学ぶとは到底思えない。買った方が早いとか言って逃げ出す可能性大だ。

　そう考えると、まあ自分を誘うのが無難なようにも思えた。

　正直、ケーキ作りになんか興味はないけれど、学校で頼み込んできたゆうなの必死な表情を思い出す。

「まあ、あんまり気は進まないけどやってみるよ」

　ガラス張りになった調理室の中に入ろうとするマモルをゆうなが呼び止める。

「あっ、待って！　まだダメだよ」

「ん？　どうしてなんだ？」

　マモルの問いには答えず、ゆうなはフロアのエレベーターへと目を向ける。

「そろそろ来てくれるはずだけどな～」

　と、その直後だった。チンと音を立てて扉が開く。中から出てきた人達の中に、すごく見覚えのある人物がいた。

「ま、まりも！」

　マモルの心臓が跳ね上がった。そのままドキドキと鼓動を刻む。

　つかつかとやって来たまりもは、二人の前で足を止めた。

「何だ、兄さんも一緒だったの」

　そう言ってから、ゆうなに顔を向ける。

「紺こん若にやくセンパイに言われたとおり来たけれど、一体何？」

「ふっふっふ」

　ゆうなは、とってつけたような悪者笑いを響かせた。

「これから二人で、このケーキ教室に参加してもらうんだよ！　予約だってちゃんとまも君とまりもちゃんの名前でしてあるんだから」

「何だって!?」

　大声をあげたのはマモルだ。

「ど、どーしてまたそんな余計なこと！」

「余計なことじゃないよ！　これはまも君のためなんだよ！」

　腰に手を当てると、ゆうながむ～って少しだけ怒った顔をする。

「聞いたよ！　まも君まりもちゃんのこと避けちゃってるんだってね。そんなのまりもちゃんが可哀かわい想そうでしょ！」

　さらにゆうなは続ける。

「それって、まも君がまりもちゃんにまだ慣れてないからだよね。一緒にケーキを作れば、きっと打ち解けて仲良くなれるはずだよ」

　とんでもない勘違いっぷりだ。

「いや、別にそういう理由じゃなくってだな」

　誤解を解こうとするも、口ごもることしかできない。

『実は僕、まりもに恋しちゃってるんだ。だからついつい避けちゃうんだよ』

　なんて言えるはずがない。

　ましてや、ゆうなにはマモルとまりもは兄妹ってことになっている。

　妹に恋心を寄せるイタイ男として、軽蔑されてしまうこと間違いない。

「ううむ」

　どう言っていいか分からず、口をもごもごさせるマモルの背中をゆうなが押す。ついでにまりもの背中もだ。

「はいはい、中に入って入って。ちゃんとエプロンとかも貸してくれるから大丈夫だよ」

　二人を調理室の中に押し込んでから、ゆうなは満面の笑みで手を振った。

「わたし、外から見てるから。二人とも、仲良く仲良くね」







　そ・し・て……。




　貸してもらったエプロンを身につけて、マモルとまりもは並んで調理台に立っていた。

　どこぞのパティシエだとか言う講師が現われて、ケーキの作り方について説明している。

　だけど、それをじっくり聞いている心の余裕はない。

　すぐ隣にまりもがいるのだ。しかもお揃そろいのエプロンまでつけている。

　意識するなと必死に自分に言い聞かせれば言い聞かせる程、ドキドキがヒートアップする。

（いっそ逃げてしまおうか……）

　そんなことも考えるけど、問題はガラスの向こうからにこやかに手を振っているゆうなの存在だ。

　本人はただ無邪気にマモルとまりもに仲良くなって欲しいと思ってるだけだから、ここで逃げ出してしまうのも申し訳ないような気がする。

「諦あきらめてケーキを作るしかなさそうね。紺こん若にやくゆうなもそれで納得するだろうし」

　まりもが、小声で囁ささやいた。

「さ、手伝って」

「あ、ああ。分かったよ」

　ケーキ作りに集中することで少しでもドキドキを忘れようとするマモルだったけど、何分初恋初心者。そう簡単にはいかない。

　粉をふるえば辺りを真っ白にしてしまい、卵は手から滑り床へと落ちる。生地をかき混ぜるだけでも手元がおぼつかず、調理台に半分以上こぼしてしまった。

　辺りからクスクスと笑う声が聞こえる。

「ちょっと兄さん。一体どうしたの？」

　心底呆あきれた様子でまりもが息を吐き出した。

「こんなの、薬の調合に比べれば簡単なことでしょ？」

　基本的に忍者は薬局になんかいかない。自然にある様々なものを使い様々な薬効の忍薬を調合するのだ。

　マモルだって、エキスパートではないものの桜さくら子こ母さんにその手ほどきは受けている。

　一晩で死にいたる毒を夕飯に混ぜられた挙句、

『これ、解毒薬の作り方の巻物よ。がんばってね～』

　なんて放置されたことも一度や二度じゃない。

　全身を痺しびれさせながら必死に材料をかき集めて調合をしたものだ。

　それに比べれば確かにケーキ作りの方が手順は簡単だろう。命の心配だってないし。

（だけど、状況が違うんだって。あの頃ころは、初恋なんてしてなかったんだから）

　なおも失敗を続けるマモルだったけど、まりもの全面的な手助けもあって何とかオーブンレンジでスポンジを焼くまでにいたった。

「やれやれ、山場は越えたみたいだな」

　スポンジが完成するまでの間に、生クリームを泡立てたりフルーツを切ったりと仕事はあるのだけど、一息はつける。

　天井を見上げ気分を落ち着かせようとしているマモルに、あくまで作業を続けながらまりもが尋ねる。

「陰かげ守もりマモル。どうして私のこと避けてるの」

「うっ」

「それに、何日か前の戦いの意味、まだ聞かせてもらってないわ。桜さくら子こさんも言ってたけど、あなたがただの暇ひま潰つぶしのために私に勝負を挑むとは思えないけど」

　まりもが顔を上げると、マモルの顔を下から覗のぞきあげるようにして言った。

「いい加減教えて。一体どういうことなの？　兄さん」

　至近距離にまりもの顔。それだけでもうマモルは一杯一杯になってしまう。

「それはだな、そのだな、あのだな」

　顔を赤くししどろもどろになっている時だ。もくもくという煙にマモルは気付いた。

「あああ、大変だ、生地がこげた！」

　慌ててオーブンを開けるマモルに、まりもの鋭い声が飛ぶ。

「違うわ！　これ、眠り煙よ！！！」

「!?」

　次の瞬間には、煙が辺りを覆いつくしていた。

「うわっ、何だこれ!?」

「何も見えないぞ！」

　人々の慌てふためく声が少しだけ聞こえるけど、すぐにそれも静かになる。

「陰守忍法！　人間扇風機！」

　便利な忍法でまりもが煙を吹き飛ばす。辺りはグースカ眠りこける人々で一杯だった。

「一体誰だれがこんなことを……」

　そこで、まりもがハッとする。

「紺こん若にやくゆうなは!?」

「そうだ、ゆーなは！」

　調理室を飛び出す。そこでも人々が倒れ寝息をたてていた。

　その中に、ゆうなの姿はなかった。ただ、彼女が持っていた学生鞄かばんが転がっている。

「連れ去られたようね」

　まりもが歯は嚙がみする。

「まだ遠くへは行っていないはずだ！」

　マモルがエプロンごと学生服を引っぺがし、忍装束となる。まりももそれに続いた。

　二人は、窓から外へと飛び出した。
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　全身を茶色の忍装束で覆った一人の忍が、建物の屋根から屋根へと飛んでいた。

　がっちりとした肩幅で屈強な体たい軀くの忍だった。顔は覆面で覆われている。

　小こ脇わきには、ゆうなが抱えられていた。たっぷりと眠り煙を吸い込んでいたから、実に気持ち良さそうに眠りこけていた。

　やがて、街を駆け抜け、郊外の林へと到着した時だった。

「おとなりを！」

　まずは男の声。それに女の声が続く。

「守り続けて四百年！」

　忍を挟むようにして、男女の忍者が姿を現わす。そう、マモルとまりもだ。

「やってくれたわね」

　静かな怒りを込めて、まりもが言う。

「紺若ゆうな。返してもらうわよ」

「ふふふ、いいさ。もっとも、俺おれ達に勝てたらの話だがな」

　忍が軽く口笛を吹いた。と、辺りの林がざわめく。

　いつの間にか、五十名近い忍達が辺りを取り囲んでいた。

「追い詰めたと思ってたが、どうやら罠わなだったようだな」

　マモルが鼻を鳴らした。

「お前達、一体何者だ？　どんな理由で僕らを狙ねらうんだ？」

「フン、話す義理などないわ！」

　最初の忍が足元にゆうなを置くと、太い両腕を振り回した。ガシャンと音を立てて鋭い仕込み爪づめが現われる。

　それを合図としたように、他の忍達の腕からも同じような爪が現われる。

　忍者の戦いは、決して数でどうこうできるものではない。三流の忍者を百万人集めようが、マモルとまりもを仕留められるものではないだろう。

　だけど、二人は感じていた。忍者達から伝わってくる気配は、三流のものではなかった。洗練された手て練だれの忍のものだった。

「かかれ！」

　最初の忍の合図で、忍者達が襲い掛かって来る。マモルとまりもはそれぞれに忍者刀を抜き応戦した。

　振り下ろされる爪つめを忍者刀で弾き、その隙すきに投げ苦く無ないを打ち込もうと懐に手を突っ込む。しかし、別の忍が間に入りそれを妨害した。

　偶然ではなかった。完かん璧ぺきな連携で仲間をフォローし、さらに攻撃へと転じていく。

　一対一で叩たたけばマモルの圧勝は間違いないだろう。しかし、このチームワークが彼らの実力を何倍にも跳ね上げさせていた。

　集団が、まるで一つの巨大な化け物のようにも感じられる。

　度重なる連携攻撃に、マモルの防御も崩れる。爪がマモルの腕を引ひっ搔かいた。大怪我こそしなかったものの、忍者服が無残にも引き裂かれる。

　同じく苦戦していたまりもが、マモルの脇わきへと着地し硬い声を吐き出す。

「マモル！　こいつらの正体が分かったわ。この攻撃は間違いない、牙が狼ろう忍群よ！」

「牙狼忍群!?　陰かげ守もり家よりもずっとずっと格好いい名前じゃないか」

　マモルのひがみなんかキッパリ無視し、まりもが続ける。

「桜さくら子こさんに聞いたことがあるわ。集団戦法を極限まで高めた忍集団だそうよ」

　まるで獣のように飛び掛ってくる牙狼忍群を、マモルとまりもはそれぞれに弾く。

　苦戦しているとは言っても、マモルとまりもは日本中の忍者達から恐れられる陰守の忍だ。時間さえかければこの連中だって倒せるだろう。

　だけど問題はゆうなの存在だ。もし目を覚ましたら非常に厄介なことになる。

「マモル、さっさと片をつけましょ」

　まりもが提案した。

「陰守奥義、背せ合あわせ大だい乱らん舞ぶでね」

　数ある陰守忍法の中には、二人で繰り出すことを前提とした術もいくつかある。

　背合わせ大乱舞もその中の一つだった。

　お互いに背中を密着させ背後への警戒心をなくすことにより、前方に対しての攻撃力を跳ね上げさせる秘術。

　だけど、ただ背中を密着させればいいというわけではない。お互いの動きに合わせて動かなければ、背合わせ大乱舞はすぐに敗れてしまう。

　相手への深い信頼感、そして通じ合う心がなければ絶対に成功しないかなり難易度の高い術だった。

　まりもの言っていることは分かる。冷静に考えればマモルだってそれが一番だと思う。

　ただ、マモルはどうしても言いたかった。

　どうして、そんな状況がよりにもよってこんな時に来るんだと！

　まりもに恋してドキドキしてて、顔を見ることだけでもう一杯一杯になっているこんな時に、体を常に密着し続ける背せ合あわせ大だい乱らん舞ぶの術だなんて完遂できるとは思えない。

　心臓が爆発して終わりじゃないだろうか？

　半ば真剣にそんな不安を覚える。

「なあ、まりも。気持ちは分かるが、他の方法を考えてみないか？　練習もなしに背合わせ大乱舞なんて無謀すぎるだろ？　もっとこう打ち解けてからでないと」

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょ！」

　マモルを無理矢理後ろ向きにすると、まりもは背中をピッタリと密着させる。

「陰かげ守もりマモル、あんたの性格や人間性はどうかと思ってるけど、その強さだけは私は信頼してるわ。それで十分でしょ」

　陰守まりも。裏陰守の家に生まれた彼女は、マモルには及ばないまでも天性の才能に恵まれた忍だ。

　マモルの強さへの信頼感だけを頼りに、背合わせ大乱舞を使いこなすことも可能だろう。

　それはマモルだって同じだ。まりもの実力は認めている。最初は手間取るかもしれないが、少し慣らせば完かん璧ぺきに術を自分の物とできただろう。

　ただ、それもマモルが正常な状態だったらの話だ。

　まりもと背中をくっつけてるだけで、もうマモルの心臓は激しく鼓動を打ち始めている。頭に血が上りとても冷静とは言いがたい精神状態だ。

「来たわ！　マモル！」

「あ、ああ！」

　必死にまりもと動きを合わせ牙が狼ろう忍群を撃退していくも、どうしてもズレが生じてしまう。

　ものの数分で、背合わせ大乱舞は崩壊してしまった。

「くっ！」

　まりもが懐から煙玉を取り出すと地面に叩たたき付けた。大量の煙が辺りを包み込む。

　だけどこれは一時凌しのぎにしかならない。すぐに煙は晴れ、また牙狼忍群の猛攻が始まるだろう。

「陰守マモル！」

　まりもがマモルに詰め寄った。

「こと忍術にかけてはあなたはそんなに不器用じゃないはずよ！　一体どうしたって言うの!?」

　マモルだって自分が歯は痒がゆかった。どうにかしたいと強く思った。

（ゆーなのためにも、さっさとカタをつけなくちゃならないってのに！）

　それが、マモルにある決意をさせる。

（え～い、こんなにドキドキするのも、僕がうじうじしてるせいだ！　男らしくハッキリ告白したら、きっともう少し落ち着くに違いないぞ！）

「まりも！」

　マモルはまりもの両肩を摑つかんだ。まりもの顔を正面から見据える。

　突然のことに、さすがのまりもも少し驚いた顔になる。

「な、何なのよいきなり」

「驚かずに、いや、驚いてもいいから聞いてくれ。実は、僕はお前に、僕はお前に、僕はお前に……」

　すうっと息を吸い込むと、マモルはありったけの青春を込めて叫んだ。

「恋しちゃってるんだ！！！」

　その直後だった。足元に黒い玉が幾つも転がってくる。

　それが、煙幕を晴らすために牙が狼ろう忍群が投げ込んだ爆裂玉だと気がついた時には、すでに逃げる暇は残されていなかった。

　チョドドドドドドン！！！

　激しい爆風に吹っ飛ばされる中、マモルはふと場違いなことを考える。

（あれ？　何かこの感じ。すごく身に覚えがあるぞ。ごくごく最近、こんな風に爆発で吹っ飛ばされたよーな……）

　一秒の半分程の時間の後、マモルは大声で叫んだ。

「あああ、思い出したぞ！」

　マモルの頭に、失われた記憶が蘇よみがえる。

　今から数日前の記憶。

　それは、初めてまりもにドキドキを感じた日の前の夜の出来事だった。
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　小こ鐘かね井い市しの外れの山中、ジャージ姿のマモルはせっせと穴を掘っていた。

　時刻は深夜。辺りはシンと静まり返っている。

「マズい！　マズいぞ！」

　かなり焦った表情で、額に汗している。

　一心不乱に穴を掘った後、穴からピョンと飛び出したマモルは、スコップを近くに突き立てた。

　それから、穴の底を覗のぞき込こむ。

　ブラジルにまで繫つながってそうなくらい深く暗い穴だ。これなら秘密も守られるだろう。

「よし、これだけ深ければ十分だろう」

　今にも死体でも埋めそうな怪しい雰囲気だけど、少し違う。

　マモルがポケットから引っ張り出したのは、ハンカチに包まれた何かだった。手の上でそれを広げると、中にはたくさんの瀬戸物の破片があった。

「よりにもよって、母さんの宝物を割っちまうなんてな。陰かげ守もりマモル。人生最大の失敗だよ」

　真面目な顔して、苦しい息を漏らす。

　この破片は、元は掌サイズの小さな壺つぼだ。リンゴのような形をしていて、文琳と呼ばれている。

　もちろん、そこらのガラクタ市で買える代物ではない。かの有名な織田信長が保有し、本能寺の変で紛失したとされる歴史的にも大変貴重な品とのことだ。

　そんな国宝級の壺をどうして桜さくら子こ母さんが持っているかは分からないけど、たまに磨きながらうっとりと眺めてたりしていた。大切にしていることだけは確かだ。

　だからこそ、大問題なのだ。

「ああ、腹痛の薬を探しに桜子母さんの秘密の物置になんかいかなければ……」

　奥にある薬を取ろうとして、肘ひじが木箱に当たってしまったのだ。あっと思った時にはガシャンという音が響きこの結果。もはやどうしようもない。

　忍者糊のりで素人目に分からない程度に修復することはできても、桜子母さんの目は誤魔化せない。

　マモルに残された道は、『証拠隠滅』しかなかったのだった。

　穴の上でハンカチを振り破片を穴の中へと落とした。後はこの穴を埋めてしまえばいいだけだ。

　マモルが、脇わきのスコップに手をかけようとした時だ。

「何してるの？」

　いきなり後ろから声をかけられたものだから、マモルは驚きで体をビクつかせる。

　錆さびたロボットのような動作で首を動かすと、そこにはまりもとぶる丸まるの姿があった。

「ま、まりも。お前どーしてこんなとこに？」

「眠れないから、軽く体を動かしてたの。ぶる丸にも付き合ってもらってね」

「ばううう」

　ぶる丸まるが一声吠ほえる。

「それで、あなたは何をしてるの？」

「それは……だな」

　必死に言い訳を考えるマモルの隣へとまりもがやって来る。深い穴を覗のぞき込こんだ。

「こんな穴を掘って、何か埋めるつもり？　生ゴミって訳じゃなさそうね」

（マズい！　マズいぞ！）

　マモルは大いに焦った。

　こうやって穴を掘っている行動を見られただけでも厄介なのに、もしまりもが穴の底にある破片に気付いてしまったら……。

　それが桜さくら子こ母さんの宝物の壺つぼだと知ってしまったら……。

　きっと、当然のごとく報告するだろう。

　マモルの頭に、激怒する桜子母さんの姿が浮かんだ。

　かつては自分の故郷である伊い賀がの里をも滅ぼしかけたという桜子母さんだ。容赦とか情けって言葉をどこかに置き忘れてきてしまっている桜子母さんだ。

　マモルが無事ですむとは思えない。

「ばうばうう」

　穴の中が気になるのか、ぶる丸が面長な顔を突っ込む。放っておくと穴に飛び込み破片を拾って来かねない。

　ぶる丸用の骨の玩がん具ぐを持っていたことを思い出し、懐に手を突っ込んだ。

「ぶる丸、取ってこい！」

　山の向こうめがけて全力で投げる。ぶる丸は大喜びで鳴くと弾丸のようにすっ飛んでいった。

（よし、ぶる丸はこれでいいだろう。だけど問題はまりもだぞ。玩具を投げたぐらいでどこかに行ってくれるとは思えないし）

　横目でまりもを見ながら必死にこの窮地をどうにかする方法を考えるマモル。

　焦りに焦ったマモルの心臓が激しく鼓動した。喉のどがカラカラに渇き、指先がわなわなと震える。

（どうする？　まりもがさらに突っ込んできたらどう答える？　穴掘り忍法の研究とでも言おうか？　それとも地下に秘密基地を作ってるとでも）

　苦しい言い訳を考えるマモルに、まりもは軽く息を吐き出した。

「ま、私には関係ないことね。それじゃ私は家に戻るわ。おやすみ」

　それだけ言うと、シュバって姿を消す。

　マモルはというとまだ心中穏やかではない。

（まりもの奴、もしかしたら全部感づいてたんじゃないか？　これから帰って母さんに報告するつもりじゃ？）

　そう考えるだけでも、心臓はドキドキだ。

　そんなマモルの足元に、丸い塊が転がるようにやって来る。取って来い！　を完遂させたぶる丸まるだった。

（もう一度投げて）

　と懇願する目でマモルを見上げている。

「ぶる丸、悪いが今晩はこれまでだ。こっちはそれどころじゃないんだから」

　ぶる丸の口から玩がん具ぐを取り上げたマモルは、そっけなくそう言った。

　もう遊んでもらえないと悟ったのだろう。ぶる丸は気落ちした様子で姿を消す。

（まりもを追いかけて口止めすべきか？　いや、でもこれが僕の勘違いだったら、逆にまりもに怪しく思われてしまうぞ）

　必死に悩む中、マモルはふと気がついた。バチバチと何かが弾けるような音に。

「ん？」

　自分が手に握り締めている物体を見たマモルは、あっと声を上げる。

　ずっとぶる丸の玩具だと思ってたそれは、陰かげ守もり奥義の一つ、七なな色いろ爆ばく裂れつ火か炎えんを発動するための特製の火薬筒だったのだ。

　焦っていたせいか、懐にある玩具と間違えて投げてしまったのだ。

　使用法を間違わなければ七色の炎を操る忍術だが、一歩間違えれば大爆発してしまう。

　ちなみに、バチバチという音は着火剤が外気に触れ反応している音だった。もう一刻の猶予もなかった。

「やばっ！」

　投げ捨てようとした瞬間、悲劇は起こった。

　チョドドドドドドン！！！
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　牙が狼ろう忍群がばら撒まいた爆裂玉の爆発により、まりもは大きく吹っ飛ばされた。

「くっ！」

　何とか受身を成功させ着地する。

　煙幕の晴れた林の中、すでにまりもは牙狼忍群に囲まれていた。

　爆風をもろに受け遠くに飛ばされてしまったのか、マモルの姿はない。

「まずは一人……か」

　獣じみた笑みを敵が浮かべる。

　忍者刀をかまえるまりもだったけど、少しだけ頭がクラクラする。爆発に巻き込まれたせいだろう。

　そのスキを、敵は見逃さなかった。

「かかれ！！！」

　一斉に飛びかかってくる牙が狼ろう忍群。さすがのまりもも、自分の危機を悟り奥歯を嚙かみ締しめる。

　しかし、思わぬ場所から救世主は現われた。

「だりゃああ！！！」

　大量の土を撒まき散ちらし、地面から飛び出してきたのは他ならぬマモル。見事なまでの土とんの術だ。

「てっきりどこぞに吹き飛ばされたと思っていたがな」

　リーダー格の牙狼忍者がほくそ笑む。

「だが、戻ってきたところで意味はないぞ。お前達に、我らの群ぐん狼ろう戦法を破れるはずがないのだからな」

　爪つめがガチャガチャと鳴らされた。数人の牙狼忍者が腰をかがめる。連携攻撃を始める体勢だ。

「まりも！　背せ合あわせ大だい乱らん舞ぶだ！」

「でも、あれは成功しなかったわ」

　不安気に呟つぶやくまりもに、マモルは大丈夫とばかしに頷うなずいてみせる。

「今度はうまくいく！　僕を信じろ！」

「かかれ！」

　合図が出され、牙狼忍群が襲いかかってくる。

「まりも！　早く！」

「分かったわ」

　マモルとまりもがお互いに背中を合わせた。

「陰かげ守もり奥義！　背合わせ大乱舞！」

　マモルの宣言どおり、今度はうまくいった。




　それから、数分後。




「ま、こんなもんだな」

　軽く息を吐き出すマモルの前には、倒れた牙狼忍群が散らばっていた。

「まさか、我らの群狼戦法を破るなんて」

「し、信じられない！」

　信じられないのは彼らだけじゃなかった。

「私、珍しく驚いてるわ」

　まりもが大きく首を振った。

「背せ合あわせ大だい乱らん舞ぶが成功するなんて。しかもただの成功じゃないわ。大成功よ」

　まりもの言うとおりだった。

　お互いにお互いの背中を守りながらの戦いは、まさに完かん璧ぺきだった。

　そこには一分の隙すきも生まれず、襲い掛かる牙が狼ろう忍群は、なす術もなく沈められていく。

　どんなにパターンを変え攻撃をしかけようと、二人の完璧な牙が城じようを崩すことはできなかった。

「最初の失敗。あれは何だったの？」

　まりもに尋ねられ、マモルは苦笑いを浮かべる。

「まあ、ちょっと心境的にいろいろあってな。だけどまあ、思い出したから良かったよ」

　マモルは、しみじみと呟つぶやく。

「おかげで、理由が分かったからな」

　理由、それはドキドキの理由に他ならない。

　つり橋の上で異性と接すると、相手を好きになってしまうことがあるという。

　これは、つり橋の上にいるためのドキドキを、恋のドキドキと錯覚してしまうことが理由とのことだ。

　いわゆる、つり橋効果というやつだ。

　マモルのドキドキも、これとまったく同じ現象だったのだ。

　壊した桜さくら子こ母さんの宝物を隠そうとしていることを、まりもは勘付いたのではないか？

　つげ口するんじゃないだろうか？

　あの夜、マモルはそう考え胸をドキドキさせていた。

　不幸な事故から爆発に巻き込まれ、一連の出来事をすっかり忘れてしまったマモルだけど、その危機感だけは覚えていたのだ。

　そう、ただ単に桜子母さんにつげ口されるのが怖かっただけっていう色気もへったくれもないドキドキだったのだ。

　翌朝の頭痛は、爆発のせいだったのだ。

　火薬筒を落としたと嘆いていたけれど、使ってしまっていたのだ。

　そんな自分の勘違いに気付いてしまえば、もうまりもと体を密着させたからってドキドキする理由もない。

　そこでマモルはふと考える。

（もしかして、父さん母さんもこれと同じ状況だったんじゃないだろうか？）

　鬼のように強い二人だ。あまりに強すぎて、それまで命を失うかもしれないという恐怖の中で戦ったことなどなかっただろう。

　そんな二人が出会い、死力の限りを尽くし戦った。

　その緊迫感が二人をドキドキさせ、恋心だと錯覚させたのかもしれない。

　何だか色気もへったくれもない話だけど、実にありえそうだなとマモルは思った。

（つまり僕は、勘違いの産物だってことなのか）

　何だか馬ば鹿からしくなって、フンと鼻で笑ってから、コホンとマモルは咳せき払ばらいをした。

　うっかりしてしまった告白の誤解を、解いておかなくちゃと思ったのだ。

「あ、まりも。実はさっきのあれなんだけど」

　バツの悪そうな顔で真相を語ろうとするマモルだったけど、平然としているまりもの様子に待てよと思いなおす。

（いくらこいつでも、告白なんかされたら普通じゃいられないはずだ。なのに平然としてるってことは………）

　マモルの中に一つの仮説が生まれる。

（さっきの恥ずかしい告白、聞こえてなかったんじゃないか!?）

　思えば、あの後すぐに爆裂玉が投げ込まれ爆発した。それにかき消されたとしても不思議はない。

（だとしたら、下手に説明して恥の上塗りをすることなんかないぞ）

　うっかり告白してしまったことは墓の中まで持っていこうと決め込むと、マモルは気を取り直して倒れている牙が狼ろう忍群の一人へと歩み寄った。

「さ、吐いてもらうぞ。一体どうしてゆーなを、いや、僕らを狙ねらったのか」

　摑つかみ上げ、強い口調で問い詰める。

「ううう、た、頼まれたのだ。我らの得意な集団戦法で、お前達二人を追い詰めるようにと」

「誰だれに頼まれた？　言え！」

　忍者は顔を真っ青にするとブルブルと首を振る。

「い、言えるか！　言ったら我らの命がなくなる！」

　心の底から脅えきった声を絞り出す。

「かつて我らの里を制圧した、あのお方の名前だけは」

　次の瞬間だった。いきなり目も眩くらむような閃せん光こうが迸ほとばしった。

　辺りが元に戻った時、すでに牙狼忍群の姿はなくなっていた。マモルが摑んでいた忍者も、へのへのもへじの描かれた身代わり人形へとすり替わっている。

「ウソだろ？　この僕が少しも気付かないなんて」

「どうやら、手て練だれの仲間がいたみたいね」

　深刻そうにまりもが眉まゆを顰ひそめた。

「どうする？　辺りを探す？」

「いや、止めとくよ。向こうの狙ねらいがゆーなだってなら話は別だけど、どうやら僕らみたいだからな。また来るのを待ってればいいさ」

　身代わり人形を放り出すマモル。

「そうだ、ゆーなは大丈夫か？」

　少し離れた木の根元で倒れているゆうなへと駆け寄る。

　気持ち良さそうな顔をしてぐーすか寝息をたてていた。

　いくら眠り煙がきいていると言っても、この大騒動の中で眠っていられるのはある意味才能と呼べるだろう。

「うん、むにゃむにゃ。もうお腹一杯だよ。だけどバナナなら食べられるかも」

　そんな寝言を言うゆうなに、マモルは吹き出した。

（そーだよな。僕が初恋だなんて、そんなのありえない話だよな。ゆーなを守るのに忙しくて、それどころじゃないよ）

　マモルは、その目を優しく細め小さく囁ささやいた。

「初恋なんてずっとずっと先の話になるんだろうな」
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　テーブルの中央に置かれたガスコンロ。その上の鍋なべの中では、牛肉と白滝と豆腐と春菊がいい具合に煮えていた。

　そう、今晩の陰かげ守もり家のメニューは豪華にもすき焼きだったのだ。

「ほらほら、みんなしっかり食べるのよ。お肉、たくさんあるからね」

　いつになく上機嫌に、桜さくら子こ母さんが言う。

「母さん、何かいいことあったの？」

「え、どうして？」

「だって、父さんの給料日はまだ先じゃないか。それなのにすき焼きだなんて」

「やーね、別に何もないわよ。ま、しいて言えばちょっとしたお祝いかしら？」

　桜子母さんは一人で勝手に喜んでから、マモルとまりもの顔を交互に見る。

「それで、二人とも今日はどうだった？　風の噂うわさで聞いたんだけど、襲われたんだって？」

「やっぱり知ってたのか」

　桜子母さんの地獄耳っぷりに、マモルはやれやれと首を振る。

「牙が狼ろう忍群とか言う連中だよ。結構手強い連中だったけど、何とか撃退したよ。まりもと一緒に、背せ合あわせ大だい乱らん舞ぶを使って」

「まあ！　背合わせ大乱舞を!?」

　桜さくら子こ母さんが華やいだ声をあげる。実にわざとらしくだ。

「あれは、息の合った二人じゃないとなかなか成功しない奥義なのよ。それを成功させるなんて、あなた達きっと相性がいいのよ」

　いかに背合わせ大乱舞が難しい奥義であって、それを成功させれば運命の相手と思ってもいい！

　とまあそんなことを桜子母さんは熱っぽく語ったけれど、マモルはその半分も聞いちゃいなかった。

　割ってしまった壺つぼのことを考えていたのだ。

（どうやら、母さんまだ壺のことは知らないようだな。つまり、まりもは告げ口していない。もともと勘付いてなかったってことなのか）

　だけど、まだ手放しでは安心できない。

（だけど、いつかは壺がなくなってることに気付くはずだ。すぐに僕が犯人ってことにはならないだろうけど、疑いは向けられるはずだぞ）

　すぐに結論は出た。

（よし、こうなったらぶる丸まるに罪を被せよう。今晩辺り物置に行ってぶる丸の毛をばら巻いておけば……）

　そんなひどいことを考えていた時だ。それまでもくもくとすき焼きを食べていた堅けん護ご父さんが思い出したように口を開く。

「そうそう、母さん。忘れないうちに返しておかなくちゃな」

　懐に手を突っ込むと、木箱を取り出した。

「いやあ、部長の驚きっぷりったらなかったよ」

「そう、良かったわ」

　木箱を受け取った桜子母さんは、蓋ふたを開ける。中から取り出した物を見て、マモルは息を飲んだ。

　だって桜子母さんが持っているのは、あの時マモルが割ってしまったはずの宝物。文淋だったのだから。

「そ、それって！　母さんのお宝だよね？　どーして父さんが」

「ああ、実は上司に骨こつ董とう品ひんマニアがいてなあ。骨董品を嗜たしなむぐらいじゃないといい仕事ができないなんて嫌味を言うもんだから、うちのを見せて驚かしてやろうと思ってな。母さんに無理を言って借りたんだよ」

　堅護父さんがそう説明する。

「これが国宝級のお宝だってことは伏せておいたが、向こうもかなりの品だってことはすぐに分かったみたいだったな。しきりに譲ってくれ、いや、買わせて欲しい！　なんて言ってきたもんだから実にいい気分だったよ」

　はっはと笑う。

「ちょ、ちょっと待ってよ。それじゃ、それじゃ今物置にある木箱は？」

　マモルの質問に、桜さくら子こ母さんはこともなげに答えた。

「ああ、あれはこの間のバザーに出てた骨こつ董とう品ひんよ。中はどうってことない茶ちや碗わんだけどね。箱が奇麗だったから買ったのよ」

　謎なぞが氷解した。

　マモルがあやまって壊してしまったのは、たった三百円の茶碗だったのだ。しかも、桜子母さんのお目当ては箱の方だったから、割ってしまったからってさほど怒られることはないだろう。

（何だ、全部全部、僕の勘違いだったのか）

　心の底からホッとすると同時に、嬉うれしくなってくる。

　だって、これでもうビクビクする必要もなくなったのだ。ぶる丸まるの毛をむしって物置にばらまくことだってしなくていい。

　ほくほく顔ですき焼きを食べ始めるマモルに、桜子母さんが顔を向ける。

「話を元に戻すけど、向こうの目的はあなた達だったわけよね。また第二、第三の刺客が襲い掛かってくるかもしれないわ。二人とも十分に注意するのよ。用心のため部屋も一緒にした方がいいかもしれないわね」

「いくら何でもやりすぎだよ」

　顔をしかめたマモルは、隣のまりもを見た。

「ま、お互いに注意するようにしよう。僕を呼びたかったら忍笛でも吹いてくれよ。すぐに駆けつけるから」

　まりもは返事もせず、いきなり立ち上がった。

「気分が悪いから部屋で休むわ」

　それだけ言うと、逃げるようにその場から去っていく。

「あいつ、大丈夫か？」

　マモルはぼんやりと呟つぶやいた。







　陰かげ守もり家の二階。自分の部屋へと戻って来たまりもは、バタンと音をたてて扉を閉めた。

　大きく深呼吸をしてから、胸に手を当てた。ドキドキという鼓動が掌に伝わってくる。

　頭の中でずっと繰り返されているのは、マモルの衝撃の発言。

『恋しちゃってるんだ！』

　だった。

　鍛え抜かれた聴覚を持つまりもに、マモルの告白が聞こえていないはずがなかった。

　しっかりと、耳にしてしまっていたのだ。

　これまでは、必死に平然を装ってはきたものの、それにも限界が訪れる。

　だって、恋愛レベルの低さで言ったら彼女だってマモルに負けていないのだから。

　いくら美少女でも、その素顔はずっとグルグル眼鏡めがねで隠し続けてきた。忍らしく目立たないように、教室の片隅でひっそりと過ごしてきた。

　そんなだからもてるはずがなかった。

　ましてや、告白だなんて十六年の人生で初めての出来事だったのだ。

「陰かげ守もりマモルが、私のことをあんな風に思ってたなんて……。私はこれからどう接すればいいのよ」

　頰ほおを赤らめながら、まりもはもう一度繰り返した。

「どうすればいいのよ」

　マモルの勘違いから始まったこの騒動は、まだまだ続くのだった。





つづく







第②話　続、ラブストーリーは突然に
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「えっ、まりもちゃんの様子がおかしいって!?」

　ゆうながそんな声をあげた。目を大きくして口をアルファベットのＯの字に開けている。文句なしの驚き顔だ。

　時は昼時日本列島。場所は浅せん間げん山やま学がく園えん高こう校こうの屋上だ。相も変わらずマモルとゆうなと愛あい里りの三人で、昼食をとっているのだった。

「そうなんだ。最近ちょっとおかしいんだよ」

　購買で買ったコロッケパンを齧かじりながら、マモルが頷うなずく。

「まず、朝なんだよな。ほら、これまではゆーなも含めて三人で登校してたじゃないか。でも、ここ一週間くらい、まりもは何かと理由をつけて先に学校に行っちまうんだ」

「あ、そうだよね。ここ一週間くらいまりもちゃん一緒じゃなかったよね」

　ゆうなが頷く。

「他にもいろいろとあるんだ」

　マモルは、『いろいろ』について思い浮かべた。




　いろいろその１

　珍しく長湯して暑かったから、上半身シャツだけで風ふ呂ろから出てきたマモル。と、廊下でまりもと出くわした。まりもは、いきなり手裏剣を投げつけてきた。前は、トランクス一枚のマモルを見ても平然としてたはずなのに。どうして？




　いろいろその２

　居間でゴロゴロしてたら突然の通り雨。親切心から庭の洗濯物を取り込んでたら、その中の一つがまりものブラジャーだった。ちょっと恥ずかしくなっているマモルの眼の前に、まりもが登場。いきなり忍者刀で斬きりかかってきた。

　前はそれぐらいのことじゃ怒らなかったのに。どうして？




　いろいろその３

　朝、マモルがうとうとしていると部屋にまりもの姿が。桜さくら子こ母さんに頼まれて起こしにきたんだろうと観察していると、いきなり大量の爆裂玉をぶつけて逃げていった。

　前はまず布団をひっぺがすぐらいしてくれたのに、いきなり爆裂玉。どうして？




　とまあ、そんな『いろいろ』だ。幸い全部避よけてきたマモルだけど、こんな調子じゃいつ怪我するか分かったもんじゃない。

「ねえ、いろいろってどんななの？」

　ゆうなが尋ねてくる。

　もちろん、物騒な部分は言えないし詳しく説明するのも面倒臭かったから、マモルは端的にこう言った。

「まあ、ざっくり言うと前よりずっと神経質になったんだ」

　その返事に、ゆうなは心配そうな顔をする。

「ちょっと心配だなあ。まりもちゃん、疲れてるのかな」

「さすがにこのままだとこっちの身がもたないから、参考までに聞かせてもらいたいんだ。まりもが急に神経質になった心当たりなんかあったりするか？」

　マモルの質問に、それまで黙っていた愛あい里りが口を開く。

「そんなの決まってるじゃない。そんなことも分からないなんて、よくもまあそれで兄貴なんてやってられるわよね」

　自信たっぷりに愛里は言った。

「まりもっちは、ホームシックにかかっちゃってるのよ。それに間違いないわ」

「ホームシック？」

　ゆうなが不思議そうな顔をする。

「でも、ホームシックって家を離れた人がなる病気でしょ？　まりもちゃんはずっと家にいるんだよ。それなのにホームシックだなんておかしいよ」

「まりもっちはこれまでずっと遠くの親しん戚せきの家に預けられてたのよ。引っ越してきてからまだ二ヶ月もたってないんだから、こっちの家に慣れてなくて当然よ。しかも！」

　愛里は、ジロリとマモルを見る。

「再会した兄がこんなアホなんだもの。ガッカリして預けられてた親戚の家が恋しくなって当然だわ」

　アホ呼ばわりされるのにはムッとしたけれど、愛里の言ってることもまんざら外れじゃないかもしれないとマモルは思った。

（根本的に、まりもは僕の妹なんかじゃないからな。あいつの家はちゃんと別にあるわけだし、言わば陰かげ守もり本家に下宿してるようなものだぞ。大人びているようでもまだ十六歳。ホームシックにだってかかるってもんか）

　なるほどと納得する。

「ホームシックにかかるぐらいなら、さっさと帰りゃいいのに」

　そう呟つぶやいてから、ゆうなと愛あい里りはマモルとまりもを本当の兄妹だと信じていることを思い出す。

「いや、つまり、ちょっとだけ里帰りって言うか、これまで暮らしてたその親しん戚せきの家に戻るって意味なんだけど……」

　そう取り繕うマモルに、愛里が呆あきれたように息を吐き出した。

「アホだアホだと思ってたけど、まさかここまでアホだったなんてね。おめでとうアホル、今日からあんたはスーパーアホルに昇格よ」

「そんな昇格、ちっとも嬉うれしくないよ」

　ブスっとしてから、マモルが尋ねる。

「で、どーしてちょっと里帰りするってのがダメなんだ」

「まも君、わたし思うんだけどね」

　ゆうなが、真剣な顔をマモルに向ける。

「まりもちゃん、言い出せないんじゃないかな？　だってそれって、今の家がくつろげないってことになっちゃうでしょ？　本当の家族であるまも君達に申し訳ないって考えちゃうんだよ」

（いや、こっちは本当の家族じゃないし、そんなことないって）

　心の中でそう呟くマモル。

　だけど、待てよと思いなおす。

　陰かげ守もり本家の任務を奪うと啖たん呵かを切って最初はやって来たまりもだ。

　こうやって陰守の家に暮らしお隣を守るという状況にいたるまでには、そりゃあいろいろと大騒ぎがあった。

　だからこそ、引っ込みがつかなくなっているとも考えられる。

（お隣を守るなんて、地味で退屈な任務だ。あいつ、もう実は飽き飽きしてるんじゃないか？　故郷に帰りたいと思ってるんじゃないか？　だけどあれだけ大騒ぎした手前言い出せないから、ストレスがたまって神経質になってるんじゃ）

　今度も、なるほどと納得するマモル。もちろん的外れなのだけど、気付くはずもない。

（ここは、軽くまりもの肩でも叩たたいて、もう十分だから帰っていいよって言ってやるのが陰守本家の跡取り息子としての役目じゃないだろうか。これ以上まりもを苦しめるわけにはいかないもんな）

　えらく大人な考えのようだけど、裏には別の理由もある。

（まりもが帰ってくれれば、あれこれ比較され父さん母さんにお小言を言われることもなくなるだろう。夕飯のおかずの取り分だって増えるはず。もともと、僕はたまに手伝って欲しいって言っただけなんだ。まりもがずっと家にいる方がおかしな状況だったんだよ）

「ねえ、愛あい里り。こういう時ってどうしたらいいんだろ？　わたし達にできることってあるのかな？」

「スーパーアホルは頼りになんかならないから、ここは愛里達ががんばるしかないわね。まりもっちを誘ってどこかに遊びに行ったりして、とにかくこの学校や街を大好きになってもらうのよ。ホームシックなんか吹き飛ぶぐらいにね」

「そっか、そうだよね。ホームシックなんて吹き飛ばしちゃえばいいんだよね」

　こっくりと頷うなずいてから、ゆうなは首を動かした。

「まも君、そうと決まったら早速行動だよ！　今度のお休みにみんなで遊園地に……」

　そこにマモルの姿はなかった。飲みかけのコーヒー牛乳のパックがポツンと置かれている。

　まりものホームシックを救うため、そして自分の安息の生活を取り戻すため、すでに旅立った後だった。
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　浅せん間げん山やま学がく園えん高こう校こうの二階。一年Ｂ組の教室にて、グルグル眼鏡めがねの個性的な女の子、陰かげ守もりまりもは悩んでいた。

　ただ、その理由は間違ってもホームシックなんかじゃない。

　まりもの悩みの原因はただ一つ。マモルの告白以外の何物でもなかった。

　あれからもう一週間がたつけれど、状況はちっとも好転しない。むしろ悪化しているとも言える。

　マモルの顔をまともには見られないし、話をするのも恥ずかしくてたまらない。

　同居生活において当然発生するニアミス（風ふ呂ろ上りのマモルと遭遇したりすること）においても、全く平気だったこれまでとはまるで違ってしまう。

（どうしてあんなこと言ったのに向こうはあんなに平然としてられるの？　こっちは大変だっていうのに）

　もちろんそれは、全部勘違いだったってのが理由なのだけれども、不幸にもまりもには伝わっていない。

　だって件の本人（マモル）が、告白を聞かれていないと思っているのだ。当然、勘違いだって説明されるはずがない。

　まりもの頭に、マモルが自分に告白した時の光景が浮かんだ。夢にまで出てくるぐらい強烈な体験だった。

『恋しちゃってるんだ！』

　途端に、まりもの心臓がドキュンと跳ね上がる。ドキドキと速い鼓動を刻み始める。

　こういう時どうすればいいのか？　残念ながらまりもが読んできた巻物にその答えは書かれていなかった。

「まいったわね」

　まりもがそうぼやいた時だった。

「まーりもさん」

　弾むような声をかけられる。見上げると、紙パックのジュースを片手に持った女子生徒が立っていた。

　背はまりもと同じくらいで、優しそうな顔立ちの女の子だ。決して分厚くはないけれども大きな眼鏡めがねをかけている。

　まりものクラスメイトの小こ林ばやし茜あかねだ。同じ眼鏡仲間ということで、よくまりもに話しかけてくる。

「どうしたの？　さっきから何か考え込んじゃってるみたいだけど。もしかして悩みとかあるの？」

　無遠慮にそう尋ねてくる。

　いつもならそっけなく、『別に』の一言で済ませていただろう。だけど今は違う。

（普通の女の子に聞けば、答えが出るのかもしれないわ）

　この、いつも何かとおせっかいなクラスメイトが、急に救いの主に思えた。

　まりもは立ち上がると、茜の手を握った。

「小林さん。ちょっと来て」

「え？」

「いいから、教室でするような話じゃないの」

　有無を言わせぬ口調でそう言うと、まりもは茜を引っ張って教室を出た。







　まりもがやって来たのは、校舎三階の一番端っこ。ワックスがけ用のモップなどがしまってある倉庫だ。

　当然人の姿はなく、シンと静まり返っている。

「びっくりしたわ。まりもさんって力が強いのね」

　いつもクールなまりもの積極的っぷりに、茜は驚きの色を隠せない。

「それで、話ってどんな話なの？　こんなところに来なくちゃならないってことは、よっぽど物騒な話なのね」

「そう……ね。物騒って言うかどうかは分からないけれど、厄介な話であることは間違いないわ。あなたの意見を聞かせて欲しくって」

　そう前置きをしたものの、まりもはなかなか本題を言い出せない。

　もごもごと言葉を濁らせることしばらく、意を決したようにまりもは言った。

「実は私、告白されたの！」

「ええええええええ！！！！」

　いきなり大声をあげる茜あかねの口を、まりもは電光石火の早業で塞ふさぐ。

「大声を出さないで！　誰だれかに聞かれたらどうするの！」

　分かったと、茜は頷うなずいた。口を塞いでいたまりもの手が離れると、感心したように呟つぶやく。

「まりもさんって意外と素早いのね。気がついたら口が塞がれてたわ」

　それから、茜は胸をポンと叩たたいて見せた。

「でもまりもさん。よく私に相談してくれたわ。こう見えても私、幼稚園の頃ころにクラスの半分の男の子から告白されたって過去を持つの。いわば、告白されるプロみたいなものよ。何でも質問してちょうだい」

　幼稚園の頃ってのがイマイチ頼りなさそうだけれども、このまま一人で抱えて悶もん々もんとしているよりはマシだろう。

「一週間ぐらい前に告白されたの。別に返事を求められるとかはしてないし、向こうはすっかりいつもどおりなんだけどね。こっちがそれどころじゃないの」

　まりもは、とつとつと状況を語った。

「まともに顔を見られないし、話をするのも恥ずかしいし。近くにいるだけで心臓はドキドキするし息苦しくなるし。どうしていいか分からない気分になるわ。それが日に日に悪化していくばかりなの。何とかする方法ってないかしら？」

「なるほどね。なるほど。そーゆーことなのね」

　茜は、すべてを悟った翁のような仕草でこくこくと首を縦に振った。

「つまり、まりもさんもその人に惹ひかれてるってことなのね」

「えっ？」

　まりもは怪け訝げんそうな顔をする。

「ちょっと待って。誰もそんなことは言ってないわ。私が、私があいつに惹かれてるなんてあるはずが」

「それは、まりもさんが気付いてないだけなんだよ」

　力強く茜が言った。

「恥ずかしかったりドキドキしたりするのがその証拠！　告白されたことがきっかけで、まりもさんはその人のことを好きになり始めたのよ。だから、一週間たってもドキドキが治まらないの。むしろ悪化しちゃってるのよ」

　忍術の巻物には絶対に書かれていない内容だった。

「治療法は簡単よ。その人の気持ちを受け入れて、相思相愛になっちゃえばいいの。そうすれば、どうしていいか分からないっていう不安はなくなるわ。ドキドキだってずっと幸せなものになるだろうしね」

　茜あかねは一息つくと、好奇心で瞳ひとみをキラキラさせまりもに顔を近づける。

「ところでまりもさん。もし良かったら私に教えてくれない？　一体誰だれに告白されたの？　大丈夫、絶対に言わないから。クラスの男の子？　それとも別のクラス？　先輩とか？　あ、もしかしてバイト仲間？」

　まりもが質問攻めにあっていた時だ。チャイムの音が響く。

「いっけない！　現国の教科書忘れちゃってたんだったわ！　別のクラスの誰かに借りなくっちゃ！」

　先に行ってるねと言い残し、茜は飛び出して行く。

　一人残されたまりもは、ぼんやりと呟つぶやいた。

「私が、マモルに惹ひかれている。告白されたことをきっかけに好きになり始めたですって？」

　ありえないと首を振る。

「そんなはずないわ。どうして私が、あんなヤツに惹かれなきゃならないのよ。私達の一族から任務を奪った憎き陰かげ守もり本家の跡取り息子なのよ」

　力強くそう言うけれど、心の中でマモルを擁護する声も上がる。

（でも、忍者としての実力だけを見れば、尊敬できなくない部分もあるわよね。あれだけ普段ぐうたらしてるくせに腕が衰えないのは、天才って言ってもいいわ。それに、こうやって私がこの街で任務に携わっていられるのも、陰守マモルのおかげなのよね。そういった点では感謝してるのも事実だけど……）

「わ、私は何考えてるのよ！」

　まりもは強く首を振った。何度も何度も。

「忍者としての実力は認めてる！　少しは感謝してる！　だけどそれだけよ！　それだけなんだから！」

　自分自身に言い聞かせるように繰り返すと、まりもは倉庫を後にする。

　そこで、思いがけない人物と出くわした。

「おっ、まりもじゃないか」

　マモルだった。途端にまりもの心臓がドキンと跳ね上がる。

「お前を探してたんだぞ。だけど教室にも購買にもいないし、諦あきらめて帰るところだったんだ」

　不思議そうにマモルは尋ねる。

「どうしてまたこんなとこに？」

「ちょ、ちょっと掃除用具の点検よ」

　適当にまりもが誤魔化す。美化委員でもない彼女がそんなことを言うのはおかしいのだけど、マモルは細かな部分は気にしなかった。

「それよりも、私を探してたって言ってたわよね。何か用？」

「ああ、ちょっと話があってな。一緒に屋上にでも行くか。今なら誰だれにも邪魔されないし」

「えっ？　これから授業よ」

「一時間くらいサボったって大丈夫だよ。さ、行こう」

　そう言うと、マモルはすたすたと歩き出す。

（屋上で話……。誰にも邪魔されない……）

　ここまで来ると、導き出される結論は一つだけだった。

（どう考えたって、この間の続きよね。きっと、付き合ってくれとか言ってくるに違いないわ）

　まりもの鼓動が速くなる。血流がよくなり顔が赤くなる。

　思わず逃げ出したくなるような衝動にかられた。

　それでも、まりもは両足を踏ん張って持ちこたえる。

（逃げちゃダメよ。ここはしっかり立ち向かわないと。マモルに、ハッキリ言ってやらなくちゃ。私には、そんな気はないってことを！）
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　もう午後の授業が始まっているから、屋上に生徒の姿はなかった。

「今日はいい天気だな。暑いくらいだよ。もうすぐ夏が来るんだろーな」

　フェンスの前に立ち空を見上げたマモルは、のんびりとそんなことを口にする。

「さてと」

　マモルは振り向き、まりもへと向く。

「話ってのは他でもないんだ」

　本題へと入るマモルを遮り、まりもが声を張り上げた。

「マモル！　最初に言っておくわ。私にはそんな気はないって！」

　そんな気はない　＝　マモルとは付き合う気がない。

　まりもの言った言葉の意味はこれなのだけど、もちろんマモルには違った形で伝わる。

　そんな気はない　＝　故郷に帰るつもりはない。

「どうしてだよ？　意地を張ることなんかないんだぞ」

「い、意地なんか張ってないわよ！　これが私の本心なの！」

　まりもは力強く言った。

「なあ、まりも。任務のことを気にしてるのか？」

　やれやれとマモルが息を吐き出す。

「陰からこっそりとお隣を守り続ける。それが陰かげ守もり家の掟おきてだ。この掟を守るために、僕はいろいろなものを犠牲にしてきた。自分の力をひた隠しにし、みんなに馬ば鹿かにされてきた。自分の幸せなんか考えず、ただひたすらにゆーなを守り続けることを優先した。こんな苦労をするのは、僕一人で十分だって思ってるんだ」

　静かに、マモルは語る。

　一番の気持ちを言えば、まりもにはさっさと帰って欲しいってのはある。だけど、このマモルの台詞は全部が全部出任せってわけでもなかった。

「まりも、お前さんは僕と違って普通に頭もいいし、変装を取れば文句なしの美少女だ。いつまでも掟に囚われず、自分が幸せになることを考えて欲しいんだ。お前さんには、青春ってのを味わって欲しいんだ」

（私がマモルの気持ちを受け入れないのは、任務のことがあるからって理由だと思ってるの？）

　まりもは何だか腹立たしくなる。

「思い上がりもいい加減にしてよ。私はね……」

　マモル！　あんたのことなんか、何とも思ってないんだから！

　ってまりもは叫ぼうとした。

　全力でそう宣言してしまおうと思った。そうすれば迷いも吹っ飛ぶだろうと期待していた。

　だけど、その宣言がなされることはなかった。

　マモルの瞳ひとみが鋭く細められる。忍の第六感が危険を察知したのだ。

「まりも！」

　マモルはいきなりまりもに飛びかかるとそのまま押し倒す。

「マ、マモル！！！」

　まりもの顔が真っ赤に染まった。恥ずかしさと怒りとでだ。

「思い通りにならないと分かったら力ずくでなの？　あなた最低ね！　最低のケダモノよ！　ちょっとだけ認めて、ちょっとだけ感謝していた私が馬鹿だったわ」

　隠し持っていた忍者刀を引き抜くまりもに、マモルが早口に言う。

「馬鹿！　見ろ！」

　マモルが指差した先、先程までまりもが立っていた場所に鎖付きの分銅がめり込んでいた。

「えっ？」

　次の瞬間、甲高い声が屋上に響く。

「今のはほんのご挨あい拶さつ代わりさ。本番はこれからだぜ」

　現われたのは、分銅付き鎖を持った忍者達だった。

「俺おれ達、鎖くさり蛇へび忍群の鉄鎖に沈んでもらおうじゃないか」

「また妙な連中が現われたもんだな」

　マモルはフンと鼻を鳴らすと、学生服に手をかけ引っ張った。

　お馴な染じみの忍装束となり、忍者刀を構える。

　マモルに続きまりもも忍装束となる。

　リーダー格の忍者の合図で、手下達が一斉に動きマモルとまりもを取り囲む。乱れのない、洗練された動きだ。

「どうやら、この間の連中と同じで集団戦法が得意な連中のようだな」

　面倒くさそうにマモルが鼻を鳴らす。

「普通にやってたら時間がかかる。おい、まりも。もう一度あれをやるぞ。背せ合あわせ大だい乱らん舞ぶだ」

「えっ！」

　まりもが、焦ったような顔をする。

「その、マモル。あれは今回はやらない方がいいんじゃないの？　多少時間がかかっても各自別々に」

　挙動不審にあたふたと言い訳をするけれど、マモルは聞かない。

「何言ってんだよ。長引いて誰だれかに目撃されたら大変だろ？」

　さっさとまりもの背中に自分の背中を押し当てる。

「かかれ！」

　鎖蛇忍群が二人目掛けて一斉に襲いかかってくる。

「行くぞ！　陰かげ守もり奥義！　背合わせ大乱舞！」

　陰守マモル、陰守まりも。二人は紛れもない忍のエリートだ。一度会得した忍術を忘れるなんてことはまずない。

　今回の背合わせ大乱舞も、当然成功してしかるべきだった。

　だけど失敗した。理由は単純だ。まりもは前のマモルと同じ状態になってしまったのだ。

　マモルと背中をくっつけているだけで、もうまりもの心臓は普通じゃない速度で鼓動を打ち続ける。頭には血が上りとても冷静とは言いがたい。

「おい、まりも！　どうしたんだ!?　しっかりやれよ！」

「わ、分かってるわよ！」

　そう返事をするも、体は思うように動かない。

　二人の息が合わない状態では、この奥義はただのお遊戯でしかなかった。

「お粗末な忍法だな。これで終わりにさせてもらうぞ」












　鎖くさり蛇へび忍群がまるで一つの演目を見ているかのようにアクロバティックに交差する。

「鎖蛇集団忍術！　鎖地獄！！！」

　無数の鎖が蛇のようにうなり襲い掛かる。その矛先は、余裕のないまりもだった。

「!?」

　マモルは瞬時の判断で体をひねるとまりもをかばうように立つ。分銅がマモルの体を直撃した。

　体をよじり微妙に急所は外したものの、ダメージは避けられない。

「マモル！」

「大丈夫だ。大した怪我じゃない。ちょっと打ち身ができるぐらいさ」

　マモルは苦痛で顔を引きつらせながらも軽口を叩たたく。

「だけど、まいったな。お前さんの調子が悪いようだから背せ合あわせ大だい乱らん舞ぶは無理か。こいつらとまともに戦ったら、校舎が半壊するぞ」

　考え込むマモル。と、校舎の壁を垂直に登ってくる小さな影があった。それはフェンスを飛び越えるとマモルの脇わきにシュタンと着地する。

　最強の動物忍者の異名を持つブルテリアのぶる丸まるだ。

　マモルは、迷うことなく言い放った。

「よし、ぶる丸。僕と背中を合わせるんだ。背合わせ大乱舞ってのをやるからな」

「ちょ、ちょっとマモル！　あなた何を考えてるの!?」

　まりもが驚きの声をあげる。

「背せ合あわせ大だい乱らん舞ぶを、犬なんかと繰り出せるはずがないわ！」

「ぶる丸まるは歴れつきとした陰かげ守もり家の一員だ。下手な忍者よりずっと頼りになる」

　懐から取り出した忍者糊のりをぶる丸の背中にぶにょって塗りつける。向けられたマモルの背中目掛けてぶる丸はジャンプした。空中で体を回転させ背中と背中をドッキングさせる。まるでコバンザメだ。

「そんな大道芸のような姿で俺おれ達と戦おうとは、馬ば鹿かにされたものだな。ペットもろとも鎖で締め上げ、全身の骨を粉々にしてやろう！」

　鎖くさり蛇へび忍群が鎖を波打たせて襲い掛かる。

　このマモルの挑戦を、誰だれもが無謀だと思うだろう。いや、無謀を通り越して馬鹿と言われるかもしれない。

　だけど、こういったところで奇跡を起こしてしまえるのが陰守忍者の恐ろしいところだった。

「お手！　お回り！　ちんちん！　で深めた僕らの絆きずな。甘く見るんじゃないぞ！」

　マモルとぶる丸は、同時に叫んだ（吠ほえた）。

「背合わせ大乱舞！」

「ばうううううう！」

　そして、奇跡は起こった。







　屋上には、鎖蛇忍群がうず高く積まれていた。マモルとぶる丸の背合わせ大乱舞によって叩たたきのめされた結果だ。

　一同、信じられないって顔をして気絶していた。それもそうだろう。だって、背中に犬を貼り付けた間抜けな格好のマモルに敗北したのだ。信じられないって言うか、信じたくない。

「よくやったな。ぶる丸。あとでコンビニでいなり寿司を買ってやるからな」

「ばううう」

　背中のぶる丸が嬉うれしそうに吠えた。

「まりも、お前さんも大丈夫か？」

「え、ええ。大丈夫よ」

　頷うなずくまりもの心は、驚きで一杯だった。

（まさか、犬なんかと一緒に背合わせ大乱舞を成功させてしまうなんて……）

　マモルの秘められた実力に、感動すら覚える。

「それよりマモル。分銅を受けた傷は本当に大丈夫？」

「ああ、さっきも言ったとおり大したことないよ。帰って軟なん膏こうでも塗っときゃいいさ」

　軽く笑ってマモルは言った。

「お前さんに当たらなくて良かったよ。アザでも残ったら大変だしな。女の子なんだから」

　まりもの胸がドキンとした。自分を心配してくれるマモルの言葉と、その笑顔に反応してしまったのだ。

「べ、別に、アザくらい残ったって……」

　動揺を必死に隠そうとそっぽを向くまりもに、逆にマモルが心配そうに尋ねる。

「だけどお前さん大丈夫か？　調子悪そうだったけど」

　無造作に、まりものおでこに手を当てた。

「ん、熱っぽいか？」

　マモルの予想は外れていた。その熱は風邪によるものなんかじゃなかった。いきなりおでこに手を当てられて、頭に血が上ってしまったのだ。いつもと違って顔を隠す眼鏡めがねもないから、顔が真っ赤になるのがバレバレだ。

「まりも、お前顔が真っ赤だぞ！　やっぱり具合が悪いんじゃ……」

「キャー！」

　いつもの彼女からは想像もつかないような、実に女の子っぽい悲鳴をあげると、まりもは懐からありったけの爆裂玉をつかみ出しばら撒まいた。

「う、噓よ！　私は信じないわ！　信じないったら信じないんだから！」

　そう叫びながら、まりもはフェンスを飛び越え浅せん間げん山やまの頂上の方へと去っていく。

　爆煙ですっかり真っ黒くなったマモル。もちろん背中のぶる丸まるだって真っ黒だ。

「あいつ、どーしたんだろ？」

　煤すすで真っ黒な吐息でそう呟つぶやく。

　その原因が自分にあるなんて、マモルは想像すらしなかったのだった。







　浅間山の林の中を、まりもは全力で駆ける。

「噓よ！　私は信じないわ！　絶対に信じないんだから！」

　何度も何度もそう叫ぶものの、その声は弱々しいものへと変化する。

　浅間山の頂上、大きな杉の木の上で、まりもは足を止めた。

「認めたくないけれど、認めたくないけれど、小こ林ばやしさんの言うとおりだったのね」

　力なく息を吐き出す。

　マモルにおでこを触られた時、ドキンと心臓が跳ね上がった。自分を心配そうに見るマモルの顔に、胸が締め付けられるような感覚を覚えた。

　恋愛偏差値が限りなく低いまりもも、その時初めて意識したのだ。

　自分が、マモルに惹ひかれているということを。

　そしてまりもは知っていた。この恋心が、任務においては大きな障害となることを。

　事実、先程の醜態だ。普段の実力の半分も出せなかった。

「陰かげ守もりマモル。あなたは、私に普通の青春を味わって欲しいと言ってくれた。その気持ちは正直嬉うれしいわ。だけど、私はそれを選択するわけにはいかない。それをしてしまったら、私が忍である理由がなくなってしまうから」

　静かに、まりもは呟つぶやく。

「紺こん若にやく家を守ることは、ご先祖の悲願。私のつまらない恋心が原因で、任務に支障をきたすなんて許されないことだわ」

　まりもはそっと胸に手を当てる。そして、確固たる信念を込めて呟いた。

「この恋心。何とかして消し去ってしまわないと」
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　ここは日本のどこか。山間に位置するちょっとした田舎街。

　その外れにある古い日本家屋の物置にて、まりもは一心不乱に巻物を読みあさっていた。

　辺りには、数え切れないぐらいの読み終えた巻物が散乱していた。

　そう、ここはまりもの実家。

　かつて陰守家を追放された不遇の忍、陰守護ご兵へ衛えを始まりとする裏陰守の別家なのだった。

　ここには、護兵衛が陰守家を追放される時に持ってきた忍薬の巻物なんかがごっそりと保管されている。

　ここならばと思い、全速力で里帰りしてきたのだった。

　なのだけれど……。

「駄目だわ」

　二百六十八本目の巻物をまりもは投げ捨てた。そこにも、お目当ての薬の製法は書かれていなかった。

　もともと探しているのが、『恋心を消し去る』っていうかなり特殊な効能の薬だ。そう簡単に見つかるはずもなかった。

　それでも、他に思いつく方法もないのだから仕方がない。

　まりもが、二百六十九本の巻物に手を伸ばした時だった。物置の扉が開き、ひょっこりと顔を出す少年がいた。

「姉ちゃん。ご飯持ってきたよ」

　坊主頭のこの少年の名前は、陰かげ守もり健けん太た。まりもの弟で現在中学一年生だ。

　まりもと違って、追放された御先祖や陰守本家のことなんか何とも思ってない。お隣を守る任務なんてあったら面倒くさいとさえ思ってる。

　そんなだから変装だってしていない素顔のままだ。一応忍の手ほどきはされてはいるものの、そんなに熱心じゃないから忍の腕だって大したことはない。

　健太の持ってきたお盆には、お握りとみそ汁。それからお茶が乗っていた。

「ありがと」

　お握りに手を伸ばし摑つかむと、それを頰ほお張ばるまりも。

　実家についてから一心不乱に巻物と格闘してたから、いい加減お腹は空っぽになっていた。母親の作ったお握りのおいしさが染み渡る。

「そうそう、お母さんから聞いたわ。健太、あんたサッカー部に入ったんだって？」

「ああ、そうさ。もうレギュラーになったんだぜ。とんでもない一年が入ったって話題になってるんだ」

　白い歯を見せて笑う弟に、まりもは厳しく言った。

「健太、人前で本気を出したりしたら駄目だからね。忍者だってことが知られたら」

「分かってる分かってる。そこんとこはうまく力をセーブしてるから」

　健太はまりもに真顔で言った。

「だけど、姉ちゃんの方こそやりすぎだと思うよ。昔っからそんな眼鏡めがねとおかしな髪型で変装なんかしちゃってさ。本当は運動神経抜群なのに体育の授業でわざとできないフリとかして」

「仕方ないわ。それが陰守家の掟おきてなんだから」

「でも、うちは分家だから関係ないじゃないか。もし、姉ちゃんが本家から任務を取り返したとしても、オレは関係ないからね。巻き込まないでよ」

　フンと健太は鼻を鳴らした。

「掟だ任務だなんて、そんなの今時流行らないから」

　まりもは無言でポケットに手を突っ込むと、携帯電話を引っ張り出した。データフォルダからフォトデータを呼び出し弟の顔面に突きつける。

　そこに写っていたのは、学生服姿の紺こん若にやくゆうなだ。

　彼女には珍しく、無遠慮な笑顔はしていない。目を細め、控えめな微笑みを浮かべている。

　健太の目が大きく見開かれる。

「誰だれ？　この可愛いお姉さん」

「私が守っている紺若ゆうなよ」

「えっ！　紺若家の女の子ってこんなに可愛いの!?　知らなかったな」

　実物はもっと無遠慮な笑みが満載だし、右足に左足をひっかけて転んだり止まってる電柱にぶつかったりするような娘だけど、この写真からはそこまでは伝わらない。

「こんな可愛いお姉さんを守るんだったら、掟おきてってのも悪くないのかな～」

　なんて言って目め尻じりを下げている。

（我が弟ながら、馬ば鹿かね）

　呆あきれた息を吐き出しお茶をすすると、まりもは中断していた薬探しを再開した。

　そんなまりもに、健けん太たが好奇心の目を向けてくる。

「ところで姉ちゃん。それって忍薬の巻物だよね。どんなの探してるの？」

「それは……」

　まりもは少し口ごもる。

『恋心を消し去る薬よ。実は私、陰かげ守もり本家のマモルのこと好きになってしまったから』

　なんて言えるはずがない。裏陰守の人間としてそんなの恥ずかしくて情けない話だから。

「何て言うか、好きじゃなくなる薬って言うか……嫌いになる薬って言うか……」

　ごにょごにょとお茶を濁すまりもに、健太は大きく頷うなずいた。

「ああ、それだったらオレ知ってるよ！」

「えっ!?」

「ちょっと待ってね」

　うず高く積まれた巻物の山に健太は頭からダイブした。ガサガサとその中をモグラのように這はい回まわってから、一本の巻物を口にくわえて這はい出だしてくる。

「はひ、ほへ」

　ぺって吐き出された巻物をまりもは受け取った。

『亀かめ虫むし玉作成秘伝書』

　巻物にはそう書かれている。

「亀虫玉？」

「この薬を飲むと、異性に嫌われる体臭の持ち主になるんだ。って言っても臭い匂においがするわけじゃないんだけどね。ただ、近くに来る異性は無意識のうちにその匂いに影響されて、その人のことが嫌いになるんだよ」

　健太が得意気に説明する。

「健太、どうしてこんな薬のことあなたが知ってるの？」

　まりもの質問に、健太はバツの悪そうな顔になる。

「モテモテになる薬を探してて偶然見つけたんだ。まあ、肝心のモテモテ薬は見つからなかったんだけどね。仕方がないからこの亀虫玉をオレ以外の男子に飲ませれば結果的にオレがモテモテになれるかなと思って作ろうともしたんだけど、ちょっと難しすぎて諦あきらめたんだ」

「そんな下らないことに忍薬を使おうとするなんて……。断念してくれて本当に良かったわ」

　呆あきれた息をまりもが吐き出す。

「あっ！　やべ！　見たいテレビが始まるんだ！　じゃーね、姉ちゃん。がんばって」

　シュバって健けん太たの姿がその場からかき消える。

　一人残されたまりもは、手の中の巻物を改めて見た。

「異性に嫌われるようになる薬……ね。私の探してるのとはちょっと違うわね」

　巻物を投げ捨てるまりもだったけど、何かをひらめいた。まだ地面に落ちる前の巻物を電光石火の早業でキャッチする。

「異性に嫌われる。つまり、これをマモルに飲ませれば、私もマモルを嫌いになる！　恋心は消える！！！」

　ついに見つけたとばかしに、手の中の巻物を強く握り締める。

　まりも以外の女の子にもマモルが嫌われてしまうのが少し気の毒と言えば気の毒だったけど……。

「些さ細さいな問題ね」

　まりもはたった一言で片付けた。

　今一番大切なことは、自分でもどうしていいか分からない初めての恋心を消してしまうことだった。

「大至急、この薬を作らなくちゃね」

　巻物を開くと、必要な材料を確認する。

　まりもの、長い戦いの始まりだった。
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　午前十時を回ったころ、マモルは起き出し一階へとやって来る。

　休日の日曜日だからこそできる寝坊だ。もしこれが平日だったら容赦なく桜さくら子こ母さんの爆裂玉が部屋に投げ込まれていただろう。

「おはよ～」

　のんびりとそんな声を出すマモル。いつもの休日なら両親がそろってテレビを見ているものなのだけど、今日は桜子母さんの姿しかない。

「母さん、父さんは？」

「休日出勤よ。会社もいろいろと大変なんだから」

　そう呟つぶやいてから、桜子母さんはマモルに真剣な瞳ひとみを向ける。

「ねえ、マモル。まりもちゃんからあんたに連絡ないの？　いつこっちに戻ってくるって」

　マモルはうんざりとした顔をした。もう何度ぶつけられたか分からない質問だからだ。

「そんなのないよ」

　マモルの返事に、桜さくら子こ母さんは落胆の息を吐き出した。

「まりもちゃん、どうして急に里帰りなんかしちゃったのかしらね」

　まりもが実家に帰ってから、早くも三日が経過している。

　母親から連絡があって、まりもが実家にいることは桜子母さんにも伝わっているのだけど、どうにも納得がいっていないらしい。

「おかしいじゃないの。何も言わずにいきなり実家に帰っちゃうなんて。ねえ、マモル。あんたまりもちゃんに意地悪したんじゃないでしょうね？」

「そんなのしてないよ」

「じゃあ、何かいやらしいことをしようとしたとか？」

「あるわけない！」

　マモルは全力で叫んだ。

「だったらどうしてかしらね？」

　首をひねる桜子母さんに、マモルはやれやれと首を振る。

「そんなの悩むまでもないよ。家に帰りたくなって帰っただけじゃないか。ホームシックになってたんだよ」

　自分の考えを口にするマモルだけど、桜子母さんは呆あきれたようにマモルを見た。

「マモル、あんたはまりもちゃんのこと分かってないわね。あの娘がそんな理由で里帰りするはずがないでしょ」

　桜子母さんがきっぱりとそう言った直後だった。電話がプルルルと鳴り響く。

「はいはい」

　廊下に置いてある電話機へと桜子母さんが向かう。

「まったく、何を言い出すかと思ったら、いやらしいことだなんて」

　腹立たしい気持ちでぶちぶち言いながら、マモルはふと考える。

（そんな理由で里帰りするはずない……か）

　横暴な桜子母さんだけど、そこはスゴ腕の忍だ。人間観察でも鋭いところを見せる。

　あそこまできっぱり言われると、マモルとしてもそんな気がしてきた。

　だけど、それだと里帰りの理由がわからない。

（妙な連中に追われてるから怖くなったとかかも……）

　そう思ったマモルだけど、軽く鼻で笑ってしまう。

　何度も刃を交えたマモルだからこそ分かっていた。まりもがそんなヤワな心の持ち主じゃないってことぐらい。

（ホームシック……だよな。だってそれ以外考えられないもんな）

　そう結論をつけ納得するマモルに、桜さくら子こ母さんからの声が届く。

「マモル。春ちゃんに誘われてデパートに行ってくるわね」

　春ちゃんと言うのはゆうなの母親だ。桜子母さんと仲良しで、こうやってお互い誘い合い遊びにいったりもしている。

　もちろん、娘同様、陰からこっそり守られていることには気付いていない。

「悪いけど、いつものスーパーに買い物をお願いね。買い物バッグの中に買う物をメモした紙が入ってるから」

「デパート行くならそこの地下で買えばいいじゃないか。どうして僕が……」

　抵抗するマモルの脇わきを手裏剣が飛んでいく。ガツンと音をたてて壁に突き刺さった。

「いつものスーパーの方が安いのよ。分かったわね？」

　ここで不満でも口にしようものなら、第二、第三の手裏剣が飛んでくるだろう。しかも、今度は親切に脇にそれてくれるなんてことはない。

「分かった、ちゃんと買ってくるよ」

「お願いね。じゃ」

　桜子母さんはピラピラって手を振ると、ルンルンと鼻歌を歌いながら去っていく。

「仕方ない。腹ごしらえしたらスーパーに行ってくるか」

　冷蔵庫を開けるけど何もない。パンの袋も見当たらない。炊飯器も空っぽだった。

　見つかったのは、ホットケーキミックスの袋だけ。

「面倒くさいけど、自分で作るしかないか」

　諦あきらめたように、マモルはボールと牛乳、卵を用意しホットケーキ作りを始める。

　慣れない料理に没頭していたせいだろう。マモルは気付きもしなかった。

　ずっと遠くから自分に注がれるその視線に。







「どうやら、マモルは一人のようね」

　マモルの家からずっと離れた電柱の天辺にて、まりもが呟つぶやく。

　声が少し疲れ気味なのは仕方がない。三日三晩不眠不休で薬を作ってたのだから。

　まりもはポケットから小さな瓶を取り出した。中には、ビーズ玉ほどの緑色の丸薬が詰まっている。

　これこそが、飲んだら最後、近づく異性に嫌われてしまうという恐ろしい薬。

　秘薬、亀かめ虫むし玉だった。

　すでに効果は数時間前に弟の健けん太たで実証済みだ。二十粒ほど健太の朝食に仕込んで試してみたのだ。

　かっ込むように亀虫玉の入った朝食を食べた健太は、そのまま部活をしに中学校へ行く。

　こっそり様子を見に行くと、女子マネージャーから毛虫のごとく嫌われている健けん太たの姿があった。

　弟の気の毒な光景に、まりもは思わずガッツポーズを決めたのだった。

（あそこまで嫌いになる必要はないから、十粒ぐらいでいいわよね。そうすれば、私はマモルを嫌いになれる。この恋心も終わりだわ）

　薬瓶を握り締め、強く心に刻み付ける。

　マモルがまりもだけでなく、他の女性にも嫌われてしまうことがやっぱり少し気がかりだったけど。

「だから、そんなことは些さ細さいな問題なのよ！」

　まりもは力ずくでそんな心配をねじ伏せた。

「どうやってこれを飲ませるか考えないとね」

　弟の健太は、亀かめ虫むし玉に気付くことなく朝食を平らげた。それを見る限り、強烈な苦味や辛味はなさそうだ。

　だけど、相手はマモルだ。かすかな味の違いに感づく可能性はある。

　どうしたものかと考えるまりもだったけど、すぐに光は見えた。

　マモルが、おぼつかない手つきでホットケーキを焼き始めたのだった。

　フライパンを温めることもせず、しかも油だって塗っていない。

　料理はわりと得意なまりもには、この先の展開は予測できた。

（あれは、間違いなく焦げるわね）

　マモルの性格だ。多少焦げたところで大して気にせず食べるだろう。

　その焦げが、亀虫玉の存在を消し去ってくれるはずだ。

「あのホットケーキに亀虫玉を紛れ込ませればいいんだわ」

　こっくりと頷うなずくまりも。と、ハアハアという息が聞こえた。見ると、電線を綱渡りのようにつたってやってくるぶる丸まるの姿があった。

　忍犬であるぶる丸にとっては、綱渡りなんて昼寝しながらでもできる簡単なことなのだ。

　きっと、一人でぶらぶらと散歩中にまりもを見つけたのだろう。久しぶりと彼なりに挨あい拶さつに来てくれたのかもしれない。

　まりもはしゃがみ込むと、やって来たぶる丸の顔をじっと見つめる。

　そして、声を潜めてこう言った。

「ねえ、ぶる丸。あなたちょっと協力してくれない？　あとでいなり寿司ご馳ち走そうしてあげるから」

　まりもの雰囲気、声の口調から、ぶる丸は何かいかがわしいものを感じ取っていた。

　だけど、いなり寿司という言葉の前には、そんないかがわしさなんて吹き飛んでしまう。

「ばう！」

　短い尻尾しつぽを千切れんばかりに振りたくり、ぶる丸まるは元気よく返事をした。







「何とか完成はしたけど……」

　真っ白な皿の上には、三段にも積み重ねられたホットケーキが乗っかっていた。

　だけど、あまりおいしそうな印象は受けない。見事に黒く焦げてたのだから。

「やっぱり、慣れないことはするもんじゃないな」

　ため息を吐つきつつ、マモルはふと思った。

（そう言えば、前にまりもがホットケーキを焼いてくれたことがあったっけ？　あいつ上手に焼いてたよな）

　少しだけ、懐かしいような気分になる。

（まりもがいなくなって、確かに比較されてお小言を言われることはなくなった。だけど、期待してたより夕飯のおかずは増えないし、むしろ家の雑用を言いつけられることが増えたぞ。もしかして、いてくれた方が良かったのかも）

　そんなことを考えるマモルだったけど、軽く苦笑いを浮かべる。

「いやいや、あいつは自分の家に戻ったんだ。それが一番じゃないか」

　まりものことは忘れて、目の前のホットケーキをもう少し食べられるように工夫することにした。

　冷蔵庫で見つけたメイプルシロップをたっぷりとかけ、焦げ目を完全にコーティングする。これで問題ないだろう。

　テーブルへと運び、椅い子すに座る。フォーク片手にいざかぶりつこうとした時だった。

「ばうっ！　ばうっ！」

　マモルの足元でぶる丸の吠ほえ声ごえがする。見るとぶる丸が自分のエサの器をくわえていた。

「どうしたんだ？　ぶる丸。エサなら母さんにもらったんだろ？」

　ぶる丸はくんと悲しい声で鳴いた。と、ぐぎゅるるるるるという腹の音が響く。

　悲ひ愴そう感溢あふれる悲しそうな顔で、マモルのことを見上げた。

「母さん、ぶる丸のエサを忘れたんだな。まりものことばっか心配してしょーがないな」

　やれやれとマモルは首を振った。

「分かったよ。ドッグフード今出してやるから」

　立ち上がりその場を離れるマモル。

　ぶる丸の顔から、それまでの悲愴感がなくなった。

　悲しそうな顔も、お腹の音も全部演技だったのだ。実はたっぷり桜さくら子こ母さんに朝ご飯はもらっていたのだ。

　ぶる丸はこの時を待ってましたとばかしにピョンとテーブルに飛び乗った。一番上のホットケーキをめくり上げると、耳の穴に突っ込んでおいた小瓶を取り出し丸薬を振りかける。

　そして、何事もなかったかのようにホットケーキを元に戻した。

　この間、わずか０・５秒。忍犬だから成せる早業だった。

「ほら、持ってきたぞ」

　ドッグフードの箱を片手にマモルが戻ってきた時には、ぶる丸まるの姿はなかった。

　これからいなり寿司がもらえるってのに、味気ないドッグフードで腹を膨らませるほどぶる丸は愚かじゃない。

「何だよ、せっかく持ってきてやったのに」

　ぶつぶつと文句を言うマモルの腹が、今度はグギュル～と音をたてる。

「僕が空腹でまいっちまうよ」

　テーブルにつくと、マモルは改めてフォークを手にした。

「いただきます！」







「どうやらうまくいったみたいね」

　ずっと遠くの電柱の上から様子をうかがっていたまりもは、静かに頷うなずいた。

　薬が効き始めるまで十分ほどかかるから、それを待ってからマモルに会いに行けばいい。

　そうすれば、自分はマモルのことが嫌いになるはずだ。

　達成感で胸が一杯になってもいいはずなのに、何故か少し寂しい気分だった。

　こんな形で、初めての恋心を消してしまうことが、ひどく悲しいことのようにも思えた。

　まりもは強く首を振ってそんな考えを吹き飛ばす。

（これは、裏陰かげ守もりの人間として当然のことなのよ！　こんな気持ちを抱えてたら、任務なんて遂行できないもの！）

　そう自分に言い聞かせるまりもの足元にぶる丸がやって来る。さっきは電線を綱渡りしてきたけれど、今度は電柱を垂直に上ってきた。

　忍犬であるぶる丸にとっては、垂直な壁や柱を上るなんて鼻歌を歌いながらでもできてしまう簡単なことなのだ。

「ご苦労様。約束どおりいなり寿司ご馳ち走そうするわ」

　まりもの言葉に、ぶる丸は嬉うれしそうにばうばうと吠ほえる。すでに口元にはヨダレが溢あふれかえっていた。

　と、何かを思い出したぶる丸は自分の耳に前足を突っ込むと瓶を引っ張り出した。

「ばう」

「はい、返してくれるのね」

　小瓶を受け取ったまりもの表情が変わる。理由は一つ。小瓶が空っぽになっていたからだ。

（私としたことが、十粒ぐらいでお願いって言うのを忘れてたわ）

　まりもは心の中で嘆く。もっとも、言ったところでぶる丸まるに理解できたかは謎なぞだけれど。

　瓶が空っぽになっているということは、全部ホットケーキに振りかけてきたのだろう。確か三百粒はあったはずだ。

　少なすぎるのも問題だけど、多すぎるのも何だか不安だった。

　まりもは慌てた様子で巻物を引っ張り出すとそれを開く。確認するのは、用量とそれに応じた嫌われ度合いの部分だ。





『亀かめ虫むし玉、用量による嫌われ度合い』






　十粒　普通に嫌われる

　二十粒　毛虫のごとく嫌われる

　五十粒　ゴキブリのごとく嫌われる

　百粒　親の仇かたきのごとく嫌われる

　三百粒以上　人類の敵




　まりもは、少々青ざめた顔で呟つぶやいた。

「嫌われすぎだわ」





　　６






「うっぷ、気持ち悪い」

　お行儀悪くゲップしながら、マモルは家を出た。手には買い物バッグをぶら下げている。

　忘れないうちにと桜さくら子こ母さんに頼まれた買い物に出かけることにしたのだ。時間がたてばたつほどおっくうになってしまう。

「それにしても、不味いホットケーキだったよな」

　先程平らげたホットケーキを思い出し、マモルは顔をしかめた。

　外側はこんがりと焦げているのにもかかわらず、中身はまだ生焼けという代物だった。

　味を誤魔化すためメイプルシロップをさらに追加したもんだから、甘さですっかり胃がもたれてしまっている。

「コンビニに行ってパンでも買って齧かじってた方が良かったかもしれないな」

　そんなことをマモルが考えてた時だ。一台の高級車がマモルの脇わきで停車する。

　窓ガラスが開き顔を出したのは愛あい里りだ。

「アホル、あんたこんなとこで何してんのよ？」

「スーパーに買い物に行く途中だよ」

　マモルは、愛あい里りがいやにお洒落しやれな格好をしているのに気付いた。淡い水色のドレスなんかを着ていたのだ。胸のブローチに使われているのはきっと本物の宝石だろう。

「沢さわ菓がし、えらいゴージャスな格好してるじゃないか」

「パパとママの代わりにちょっとパーティーに出なくちゃならないのよ。面倒くさいったらないわよ」

　やれやれと息を吐き出した愛里は、何かを思いつく。

「そーだ、アホル！　あんた一緒に来なさいよ！」

「ええっ？」

「慣れないパーティーであたふたするあんたを見物してれば退屈しのぎになるわ。ほら」

　車から降りた愛里が、マモルの腕を引っ張る。

「どーせ暇してるんでしょ？　いっつも愛里とゆうなの邪魔ばかりしてるんだからこんな時ぐらい役に立ちなさいよね」

「止めろよ。笑い者になりに行くなんて御免だよ」

　最初はそう言って抵抗するマモルだったけど、

（でも、お金持ちの集まるパーティーだから料理は期待できるよな。不味いホットケーキの口直しに高級料理を味わうのも悪くないかもしれないぞ）

　そんなことを考える。

「沢菓、気が変わったよ。ちょっとだけなら参加してやっても」

「はあ？　あんた何言ってるのよ」

　愛里が顔をしかめた。どうも先程までと様子が違う。

「あんたなんかが愛里とパーティーに出席しようなんて、おこがましいにも程があるわよ」

　まるで汚い物でも見るかのようにマモルを見る。

「ああ、嫌だ嫌だ。どうしてこれまで気付かなかったのかしらね。あんたがこんなにも汚らわしくて病原菌みたいな奴だって。この地球の一番の不幸はあんたがいることに違いないわ」

　愛里は車に乗り込むと、運転席の時とき田たさんに言った。

「時田さん。地球のためにもあんな奴駆除した方がいいわ！　アクセル全開ではね飛ばしちゃってよ！」

「えっ!?　しかしお嬢様、さすがにそれは」

　しぶる時田さんに、我慢できなくなった愛里が爆発する。

「だったら愛里がやるわ！」

　運転席に身を乗り出した愛里が強引にハンドルを握る。

「お、お嬢様！　危ないです！　お止めください！」

　時とき田たさんの悲痛な叫びが響いた。

　豪華な料理には未練はあったけど、ここでトラブルに巻き込まれるのはまっぴら御免だった。

「じゃ、またな」

　マモルは、さっさとその場を後にする。

　愛あい里りの突然の豹ひよう変へんには違和感を覚えているも、さほど悩まない。

（まあ、もともと沢さわ菓がしには嫌われていたからな～）

　実はこれだって勘違いなのだけれども、マモルは気付いてないのだから仕方ない。

（しかし、病原菌呼ばわりされたのは初めてだぞ）

　さすがにバッシングに慣れてるマモルでも、ちょっとばかし気分が悪い。

　愛里のことなんか忘れてさっさと買い物を済ませようとマモルは足を速めてしばらく。その足が止まった。

　ガキンガキンと金属と金属のぶつかりあう音に気付いたのだ。それは、家々の屋根の上から聞こえていた。

　普通の人間には、それ以上のことは分からないだろう。ただ時折、屋根の一部が破壊されたり人影っぽい物が見えたりするぐらいだ。

　ほとんどの人は目の錯覚だと思うだろうし、心霊現象だと騒ぐ人もいるかもしれない。

　だけど、鍛え抜かれた動体視力を持つマモルには、何が起こっているかは正確に見てとれる。

「やれやれ、またか」

　大きく息を吐き出したマモルは、懐に手を突っ込む。そして、空中へ向かってロープを放った。両端に錘がつけられた、捕獲用のロープだ。

　ロープに巻きつかれて落っこちてきたのは、それぞれ緑と紫の忍装束を着た二人のくノ一。

　山やま芽めとホタルだった。

「それで、今回はどんな理由なんだ？」

　マモルがやんわりと尋ねると、二人は我先にと話し出す。

「ホタルがいけないんだよ！　せっかくアタシがマモル兄ちゃんのために作った水みず羊よう羹かんを、奪ってそこらへんの犬にあげちゃうんだもん！」

「山芽さんのせいなんです！　私がマモルさんのために作ったブラウニーを、お供の忍ウサギに齧かじらせてしまうんですもの！」

　ロープに巻きつかれて背中合わせに密着している状態で、二人は器用に口ゲンカを始める。

「ブラウニーだかマカロニーだか知らないけど、そんな訳の分からないお菓子をマモル兄ちゃんに食べさせようとする方がいけないんだから！　やっぱり日本人のマモル兄ちゃんには和菓子じゃないと！」

「その和菓子を食べた犬がどうなったかマモルさんに話してさしあげたらどうですの？　泡を吹いて倒れてしまったって」

　こんな下らない争いをしていても、二人はそれぞれ伊い賀がと甲こう賀がの若手ＮＯ１の忍だ。体のあちこちの関節を外すとロープをすり抜ける。

　間合いを空けた二人は、武器を片手に睨にらみ合あった。

「今日という今日は決着をつけてさしあげますわ」

「望むところよ！」

　バチバチと火花を散らす二人の間に、マモルは割って入る。

「二人ともいい加減にしろって。お互い小こ鐘かね井い市しに暮らし始めて一年近くなるんだから、少しは仲良くしろよ」

「でもマモル兄ちゃん！」

「だけどマモルさん！」

　不満の声をあげる二人だったけど、その顔つきが少し変わる。

「そう……だね。ケンカしてる場合じゃないよね。ホタル」

「ええ、そうですね、山やま芽めさん。私達には倒さなくてはならない敵がいますものね」

　二人の視線がマモルへと向けられる。しかもかなり物騒な視線だ。

　次の瞬間、山芽がマモル目掛けて大量の手裏剣を打ち出した。ホタルはホタルで投げ苦く無ないを放つ。

「うわっ、危ないじゃないかよ！」

　抗議するマモルに、二人は何かに取り付かれたような目つきで言い放った。

「これまで気付かなかったけど、マモル兄ちゃんってひどいよね！　ううん、ひどすぎだよ！」

「ええ、そうですとも。人類の敵だと言っても過言ではありませんわ！」

　山芽が忍者刀を構える。ホタルもホタルで、鎖くさり鎌がまをびゅんびゅんと振り回した。

「おい、二人ともどうしたんだよ？　何かの冗談なのか？」

　残念ながら冗談なんかじゃなかった。二人は同時にマモルに襲い掛かってきた。

　普段ケンカばかりしているのが噓のような、見事な連携攻撃だ。

「じょ、冗談じゃないよ！」

　マモルは一目散にその場を逃げ出した。







「まったく、どうなってんだよ」

　どうにかこうにか二人をまいたマモルは、大きく息を吐き出す。

「僕、あの二人に何か悪いことでもしたのか？」

　首を捻ひねる。

「伊い賀が甲こう賀が大運動会への誘い、断り続けてるのがいけなかったか」

　とりあえず思い当たるのはそれしかなかった。

（どちらにも角が立たないように、それぞれ一種目ずつ出るようにしようかな？）

　そんなことをマモルが考えてる時だ。

「おっ、陰かげ守もりではないか」

　聞きなれた声がする。顔を向けると椿つばきが立っていた。

　その服装は和服。女剣士って言葉がピッタリとくる。

「こんなところで何をしておるのだ？」

「スーパーに買い物に行く途中……だったんだけどね」

　マモルはお疲れな表情で首を振った。

「山やま芽めとホタルがケンカしてたんだよ。で、仲裁したまでは良かったんだけど、今度は僕に二人して襲いかかってきたんだ。で、逃げてきたってわけ」

「服部はつとりと雲くも隠がくれがお主を……」

　なるほどと椿が頷うなずく。

「お主が自分の気持ちに気付いてくれぬことが、よほど腹にすえかねたのだろうな」

「分かってるよ。伊賀甲賀大運動会のことだろ？」

　軽くそう言うマモルに、椿は呆あきれたように首を振る。

「本当に、分かっておらぬようだな」

　それから、小声でぼそぼそと続けた。

「お主がそんなだから、拙者の気持ちも通じるはずが」

「椿の気持ち？　まさか剣士の集まる運動会でもあってそれに出て欲しいとかか？」

　鈍感もここまで来れば立派だった。

「ええい、もういい！　お主のそんなところは今に始まったことではないからな」

　少々頰ほおを赤らめて、椿はコホンと咳せき払ばらいする。

「スーパーに買い物にと言っておったな。何なら拙者が一緒に行ってやってもよいぞ。丁度、剣の稽けい古こも終わったところだしな。もし服部と雲隠が来ても、拙者が相手なら少しは話を聞いてくれるだろう」

　確かにそれも悪くないなとマモルは思った。

「そーだな。それじゃお願いしよっかな」

　笑顔でそう言うマモルだったけど、何故か眼の前の椿はいきなり腰の斬ざん瀬せ羅ら満みつ狗く剣けんに手をかける。

　神速の居合い抜きの構えだ。

「おい、どうしたんだ？　こんなところでも剣の稽けい古こなのか？」

　剣の稽古じゃないことはすぐに分かった。マモル目がけて斬撃が打ち出されたのだから。

「お、おい！　何するんだよ！　危ないじゃないかよ！」

　かろうじて避よけ近くのブロック塀の上に着地するマモルに、椿つばきは憎しみのこもった瞳ひとみを向ける。

「黙れ！　お前のような極悪な人間を野放しにすることは、人類のためにもしてはならぬこと。悪人を成敗し続けてきた真まつ双ぷた津つ流の跡継ぎとして、拙者が成敗してくれる！」

　この台詞は、残念ながら時代劇部の練習じゃなかった。

「真双津流奥義！　集中豪剣！」

　繰り出される奥義に、マモルは悲鳴をあげて逃げ出した。

　しかも、悪夢はそれで終わりじゃなかった。

「おっす！　山やま芽めの旦だん那な！」

「こんにちは、陰かげ守もりさん！」

　偶然出くわしたのは、緑の忍装束の二人組。山芽の友達の伊い賀がのくノ一、佃つくだ根ねイナゴと塩しお谷や木ぎ鮎あゆ花かだ。

「山芽に会いに来たんだけど、見なかったか？」

「あ、陰守さんに伊賀のおみやげがあるんです。伊賀名物堅焼きせんべい」

　にこやかな顔で、懐に手を突っ込む鮎花だったけど……。

「間違えました。陰守さんへのおみやげはこれでしたね」

　堅焼きせんべいの代わりに投げつけられたのは、無数の手裏剣だった。堅くて平べったいとこは同じだけど、どうやったって食べられない。

「お前みたいな奴が山芽の旦那だなんてオレは認めねーからな！」

「ここで、始末しちゃいましょう！　山芽ちゃんの幸せのため、ううん！　人類の幸せのため！」

　さらにさらに、悪夢は続いた。

　イナゴと鮎花から逃げおおせたマモルが次にでくわしたのは、紫の忍装束で同じ顔をした二人組。

　ホタルの妹、雲くも隠がくれムラサキと雲隠アゲハの双子姉妹だ。

「東京見物に来たんだ。そうだ、案内してくれよ。いずれ姉貴と結婚するんだからウチらは可愛い妹だ。頼み聞いてくれるよな？」

「ちょっとムラサキ！　無理言っちゃ駄目よ。迷惑よ」

　たしなめるアゲハだったけど、その目付きが変わる。

「それに、こんな人が私達の義理の兄さんになるなんて耐えられないわ」

「ああ、アゲハの言うとおりだ。こんな男に兄貴になられてたまるか！」

「息の根、止めておかない？」

「ああ、そうしよう」

　ギラギラと目を輝かせて、甲こう賀がの物騒な武器を引っ張り出し襲いかかってくる。

「一体、どーなってるんだよ!?」

　全速力で逃げ回りながら、マモルは声の限り叫んだのだった。
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　それから、しばらくの後。

　浅せん間げん山やまの木の上にて、マモルは荒い息を吐き出していた。

　着ていたジャージには、ひっかき傷や黒コゲが無数についている。眼鏡めがねにもヒビが入っていた。

　六人のくノ一と、一人の時代劇娘に追いかけ回された結果がこれだった。

「もしここに占い師がいて見てもらったとしたら、間違いなくこう言われるんだろうな」

　マモルは、確信を込めて呟つぶやいた。

「女難の相が出てるって」

　そう、本当にそれは女難の相としか言いようがなかった。

　成金娘やくノ一や時代劇娘だけじゃない。出会う女性すべてがマモルに何故か敵意を向けてくるのだ。

　ＯＬらしい女性には脱いだパンプスをぶつけられた。公園で遊んでいた女の子達には、砂場の砂を投げつけられた。

　車にはねられそうになったおばあさんを助けてあげたのにもかかわらず、返ってきたのはステッキ乱打というバイオレンスなお礼だった。

　ここまで来ると、もうマモルには何が何だかさっぱり分からない。

（これはきっと前世が関係しているんじゃないだろうか？）

　半ば真剣にマモルがそんなことを考えた時だった。

「やっと見つけたわ！　マモル！」

　いきなり姿を現わしたのは、忍装束のまりもだった。いつもと違って大きなマスクをしている。

「ひゃっ！」

　これまで出会う女の子出会う女の子にひどい目にあってきたから、マモルは慌てて逃げ出そうとする。

「待って！　私は大丈夫だから！！！」

　まりもがそう声を飛ばした。

　それでもまだ半信半疑で、いつでも逃げられる体勢でまりもを観察することしばらく。

「どうやら本当に大丈夫そうだな」

　マモルはほっと息を吐き出すと枝の上にしゃがみ込んだ。

「大丈夫だからって言うからには、僕のこの惨状を知ってるんだな？」

「ええ、知ってるわ。そしてその原因が何なのかも」

　まりもはそう前置きをすると、きっぱりと言った。

「原因は、あなたの体臭よ。私が平気でいられるのは、この特別製のマスクをしてるからなの」

「体臭!?」

　意外な言葉に驚いたマモルは、自分の体をくんくんと嗅かいでみる。

「僕、そんなに臭いか？　ちゃんと昨晩も風ふ呂ろには入ったぞ。まあ、体を洗うのはちょっといい加減だったかもしれないけど」

「そうじゃないの。別にあなたが不潔だとか臭いとか言ってるんじゃなくって」

　少しだけ迷ってから、まりもは口を開く。

「マモル、亀かめ虫むし玉って、聞いたことある？」

「亀虫玉？」

　マモルにはとんと聞き覚えのない薬だった。

「飲んだら最後、異性に嫌われてしまうっていう忍薬よ。十粒や二十粒なら問題ないのだけど、マモル、あなたはその薬を三百粒以上も飲んでしまった。あなたの体臭を嗅いだ女の子は、あなたが人類の敵のように思えるの」

　とんでもない話だけれども、それなら納得がいく。

「人類の敵か。どおりでみんなして僕を倒そうとするわけだよ」

　まいったなと嘆いてから、マモルは真顔で尋ねる。

「僕はいつそんな薬を飲んだんだ？」

「さっきよ、ホットケーキに仕込まれたのよ」

「一体誰だれがそんなこと？」

「そんなことはどうだっていいわ！！！」

　一番重要な部分を、まりもは全力で誤魔化した。

「問題は、この恐ろしい状況を早くどうにかしなくちゃってことよ！」

「ああ、そうだな。何とかしなくちゃならんぞ」

　まりもの勢いに押されて、つい納得してしまう。

「薬が分かってるならその解毒薬があるはずだ。そうだよな」

「ええ、だけど……」

　まりもは表情を曇らせる。

　基本的に、忍薬にはそれに応じた解毒薬というものが存在する。大抵は同じ巻物に書かれているもので、亀かめ虫むし玉の解毒薬の作り方もまりもの持っている巻物に記されていた。

　問題は、亀虫玉を作るよりも製法が面倒で、なおかつ熟成させる期間を必要とするのだ。

「用意するには、たっぷり一ヶ月はかかるわね」

「一ヶ月もこんな状況が続くのか」

　マモルはげんなりとした顔になる。

　一ヶ月もの間、出会う女性すべてから人類の敵のごとく嫌われるのはいい気分じゃない。

　ましてや、マモルの周りには強い女の子が勢ぞろいしている。毎日がさぞやサバイバルになることだろう。

　それに……。

（このままじゃ、ゆーなにも嫌われるってことだよな）

　いつも遠慮のない笑顔を向けてくれたゆうな。

　そんな彼女に嫌われることが、他の何よりもマモルにはこたえる。

「とにかくマモル。一ヶ月間他の誰だれにも会わないようにして。どこかずっと遠くの山奥にでもこもるといいわ」

　薬を作ったのもそれをマモルに飲ませたのも自分だ。だからまりもは責任を感じていた。

「欲しいものがあったら届けるし、食べたい物があったら私が用意するわ。だからマモル。私の言うとおりに」

「ちょっと待ってくれ」

　何かを思いついた様子でマモルはまりもの言葉を遮る。

「ようは、僕の体臭さえどうにかなればいいんだよな？」

　頷うなずくまりもを見て、マモルはふむふむと。

「だったら、山にこもらなくてもすむかもしれないぞ」

「えっ、どういうこと？」

　まりもの質問には答えず、マモルは考え込む。

「まず家に戻らなきゃならないが、山やま芽めやホタル達と出くわしたら厄介だな」

　しばしの後、マモルはボソっと呟つぶやいた。

「穴でも掘るか」
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　それから、しばらくの後。

　陰かげ守もり家の庭の地面が、モコモコって盛り上がった。

　頭を突き出したのは巨大モグラじゃない。マモルだ。

　見慣れた我が家を前にし、マモルは大きく頷うなずいた。

「よし、今度こそ家だな」

　地中を掘り進むというマモルのアイデアは正解だった。誰だれに出くわすことなくここまで来ることができたのだ。

　何度か間違って他所のお宅の庭に出てしまったりもしたけれど、それぐらいはまあ仕方ないだろう。

　辺りを見渡し誰もいないのを確認してから、マモルは穴から這はい出だしててくる。

　その後に続き、まりもも姿を現わした。まるで猫のようにブルルって体を震わせ土を払う。

「何か欲しい物があるなら私一人で来たのに。そうすればこんなモグラみたいなことだってしなくても」

「僕が来なきゃならない理由があるんだよ。ま、黙ってついてきなって」

　マモルは中庭の窓から家の中へと入る。

　廊下を進み、何の変哲もない壁の前へと立った。

　マモルは拳こぶしを固めると、壁のあちこちを軽くノックし始める。こっちで二度、あっちで三度、さらにそっちで四度といった具合だ。

　カチャリという音がかすかに響いた。

「よし、ロックが外れたぞ」

　嬉うれしそうに言うと、マモルは壁を力強く叩たたいた。それまでただの壁だった箇所がグルンと回転し、入り口が開く。いわゆるどんでん返しになっていたのだ。

「こんなしくみになってたなんて知らなかったわ」

　まりもが素直に驚く。

「母さんの秘密の物置への入り口なんだ。開け方にコツがいるんだよね。こればっかりは教えようがないから、僕が来るしかなかったんだ」

　出で鱈たら目めに叩いているように見えて、すべてはロックを外すための手順だったのだ。

　二人して物置へと足を踏み入れる。窓すらない狭い部屋の中、所狭しと物が収納されている。

　手裏剣や苦く無ない、鎖くさり鎌がまといった忍武器の数々。爆裂玉や煙幕、大筒といった火器の数々。忍薬の入った壺つぼや奇麗に整せい頓とんされた巻物なんかもあった。

（そう言えば、前ここに腹痛の薬を取りに来たんだっけ。それで厄介なことになったんだよな～）

　先週の、勘違いの初恋騒動をマモルは思い出す。

「それで、マモル。ここに何があるって言うの？　まさか、亀かめ虫むし玉の解毒薬とか？」

　マスク越しにまりもが尋ねる。

「残念ながらそうじゃないよ。僕が取りにきたのは」

　マモルは棚をあれこれと物色すると、ある物を見つけ手に取った。

「これだよこれ」

　片手に収まる程の四角い物体だ。色は乳白色をしている。

「まるで石せつ鹼けんみたいね」

「そう、石鹼なんだよ。これこそ僕が探してた物なんだ」

　誇らしげなマモルに、まりもは呆あきれた息を吐き出す。

「石鹼で体を洗って体臭を消そうって考えだろうけど、甘いわ。忍薬で発生した体臭がそんな石鹼なんかで消し去れるはずがないじゃない」

「確かに、そこらの石鹼じゃ無理だろう。でも、この石鹼は違うんだよ」

　マモルはこんな質問をした。

「まりも、お前さんも忍者なら聞いたことがあるだろ？　伝説の忍、仁王腕蔵の名前を」

「知ってるわ。人呼んで無臭の腕蔵ね。己の存在を消すことでは当代随一と呼ばれた忍よ」

　己の存在を消す。それこそが忍の基本だ。そのために、彼らは厳しい修行を重ねる。

　一流の忍ともなれば、一切の音を立てずに動き回り、完全に闇やみに紛れることができる。気配すらも消し去ってしまうことができる。

　だけど、そんな彼らでもどうにもできないこと。それが体臭だった。

　体臭を強くする肉や卵、乳製品といった食べ物。またニラやネギ、ニンニクなど匂においの強い食べ物。任務の前はそれらを控え少しでも体臭を抑えようとしたが、それでも完全に消し去ることは不可能だった。

　しかし、ただ一人だけ完全に体臭を消し去った忍がいた。それこそが仁王腕蔵なのだ。

「確か、もともと体臭が少ない体質だったうえに、限られた種類の野菜のみを食べ続けるっていう食事制限をしてたのよね。数十年かけて、まったく体臭の出ない体をつくりあげたって聞くわ」

「伝説ではそうなってるけど、そんなのはまったくのデタラメなんだ」

　マモルが軽く笑い、続ける。

「本当の腕蔵は、肉も卵もニラもネギもニンニクも大好物で毎日のように食べてたんだ。しかもワキガだったんだぞ」

「ちょっと待ってよ。そんなはずないでしょ？　だって、どんなに鼻の利く忍犬でも腕蔵の匂いを嗅かぎ取れなかったって言うのよ」

「それは、腕蔵がこの石鹼を使ってたからなんだよ」

　マモルは、石鹼を持ち上げて見せた。

「もともと体臭の強かった腕蔵は、何とかしようと石せつ鹼けん作りに没頭した。そして究極の消臭石鹼を作り出したんだ。この石鹼を使えば、少なくとも一週間は一切の体臭を消し去ることができるんだ」

「信じられないわ。見たところただの石鹼なのに」

　半信半疑な様子でマモルの手の上の石鹼を覗のぞき込こむ。

「これは本物だよ。うちの御先祖が腕蔵から聞いた製法で作ったものなんだから。それに、実験もしてみたしな」

　マモルが説明する。

「僕も最初は半信半疑だったから、石鹼の効果を試そうと思って臭いモノを洗ってみたんだ。スカンクとドリアンなんだけど」

「スカンクとドリアン!?」

　マモルのチョイスに、まりもは微妙な苦笑いを浮かべる。

「スカンクってお尻しりから臭いガスを出す動物でしょ？　いくら洗っても、一発出されたらまた逆戻りじゃないの？　ドリアンだって表面は臭くなくなっても、切ったら意味ないでしょ」

「いやいや、腕蔵のワキガを一週間も抑え続けたぐらいだからな。表面の匂においを消すだけじゃないんだ。内面にだって作用するんだよ」

　得意気にマモルは続ける。

「丁寧に洗った後、スカンクには一発やらせてみたけど、ちっとも匂わなかったぞ。ドリアンだって中身からも匂いが完全に消えてたんだ。甘くてうまかったぞ」

　実に胡う散さん臭くさい話だった。

　だけど、忍者業界ってのが基本的に胡散臭いから、まりももさほど気にしない。

「そういうことなら、とりあえず信じるわ。この石鹼で一週間は体臭が消えるのね」

「ああ、そうだ。僕はもともと体臭がキツい方じゃないから、もっと保もつかもしれないしな。まあ、週に一度、この石鹼で体を洗っとけば安心だろう」

「解毒薬完成まではしのげるってわけね」

　まりもが納得する。

「分かったわ。それじゃ早くその石鹼を使ってちょうだい。このままにしておくには今のあなたの体臭はあまりにも危険すぎるわ」

「ああ、もちろんだよ。すぐに風ふ呂ろ場ばでシャワーを浴びて体の隅々まで洗うことにするさ」

　石鹼を片手に、マモルは意気揚々と物置を飛び出す。

　そこで、マモルは出会ってしまった。

　おそらく、今現在世界で一番出会いたくない………いや、出会ってはいけない人物に。

「マモル。母さんの倉庫で何か探し物でもしてたの？」

　デパートの袋を抱えた桜さくら子こ母さんだ。

　マモルの後ろにまりもがいるのに気付いた桜子母さんは、途端に目め尻じりを下げる。

「まあ、まりもちゃん帰ってきてくれたのね。おばさんすごく嬉うれしいわ。マスクなんかしちゃって、風邪でもひいちゃったの？」

　心配そうに尋ねる桜子母さんだけど、マモルとまりもの顔を交互に見比べ、その顔にニヤニヤという笑みを浮かべる。

「あらあら、もしかしてお邪魔しちゃったかしら？　ごめんなさいね～。でも、大丈夫よ。荷物を置きに来ただけだから。春ちゃんまだデパートにいるし、すぐに戻るわ」

　おほほほと笑うと、クルリと背中を向ける。

　そのまま去っていってくれたらどれだけ幸せだっただろうか？

　だけど、運命は過酷だった。

　少し歩いた所で、桜子母さんがピタリと足を止める。

「失敗だったわ」

　底冷えするような平へい坦たんな声で言う。

　振り向いた途端、大量に手裏剣がマモル目掛けて打ち出された。

　咄とつ嗟さに体をひねり避よけたマモルに、忍装束になった桜子母さんが叫ぶ。

「マモル！　あんたみたいな極悪な息子をこれまで野放しにしてきたことが母さん信じられないわよ！　陰かげ守もり家のため！　紺こん若にやく家のため！　そしてついでに人類のため！　母さんの手で葬ってあげるわ！」

　マモルが、この世で敵わないと思っている恐ろしい生物が二匹いる。

　両親だ。

　その片方が、マモルに牙を剝むいたのだ。

「うひゃああああ！」

　情けない悲鳴をあげると、マモルは全力で逃げ出した。
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　家々の屋根を飛びながら逃げるマモル。これまで見せたことがないぐらい必死の形相だ。

　だけど、それも仕方がない。

「待ちなさい！　マモル！　母さんの言うことが聞けないの！」

　ビュンビュンと鎖くさり鎌がまを振り回す桜子母さんが追いかけてきてるのだ。

　マモルだって人並みに命は惜しい。ここで助かるためには逃げるしか方法がないのだ。

「待って！」

　現われたまりもが、桜子母さんの隣を並走しながら声を張り上げる。

「桜さくら子こさん！　これは、忍薬のせいなの！　匂においに影響されているだけよ！　お願いだから落ち着いて！」

「まりもちゃんまであの極悪な息子の悪影響を受けちゃってるのね」

　桜子母さんは熱い瞳ひとみで言った。

「大丈夫よ、まりもちゃん。すぐにおばさんがあんなの始末して目を覚まさせてあげるから。そしたら正式にうちの娘になってね」

　まるでお話にならなかった。

「さあ、マモル！　覚悟なさい！」

　桜子母さんが鎖を放つ。紙一重で避よけるマモルだけど、うねった鎖がマモルに巻き付こうとする。

「ひゃああ！」

　上空へと高く跳躍し鎖から逃れるマモル目掛けて、桜子母さんは毒吹き矢を放った。

　容赦のない連続攻撃だった。

「母さんに対抗できるのは父さんしかいない！　まりも、呼びにいってくれ！　父さんは会社にいるはずだ！」

　桜子母さんの猛攻から必死に逃げながらマモルが叫ぶ。

「分かったわ！」

　まりもがシュバっと飛び立った。

（よし、まりもが堅けん護ご父さんを連れてくるまで、どうにかこうにか逃げ切らなくっちゃ）

　反撃なんてしようとも思わなかった。両親から忍術を叩たたき込こまれたマモルにとって桜子母さんは師匠。とてもかなうはずがない。

　必死に走り、飛び、身をよじり、死力の限りを尽くして桜子母さんの攻撃を逃れる。

　だけど、さすがは日本中にその名を轟かす桜子母さん。マモルよりも一枚も二枚も上手だった。

　度重なる連続攻撃に一瞬だけバランスを崩したマモルを見逃さない。懐から取り出した真っ白な玉のようなものをぶつける。

　忍具、とりもち玉だった。それはマモルの足にべっとりとへばりつき、動きを遅らせる。

　そうなってしまったらもう、桜子母さんの独壇場だった。

　打ち出された鎖がマモルの体に巻きついた。どうすることもできずマモルは地上へ落下する。

「思ったより手こずらせたわね」

　屋根の上から、桜子母さんはマモルを見下ろした。いつもと変わらない笑顔なのが余計に恐ろしい。

「くそっ！」

　マモルが全身をバキバキと鳴らした。関節を外し鎖から逃れようとしたのだ。

　だけどさすがは桜さくら子こ母さん。抜かりはない。無造作に鎖を巻きつけたようで違う。どんなに関節を外しても逃れられないように絶妙な位置を鎖で締め付けていたのだ。

　まさに職人芸だった。

　どうやらここまでのようだと、マモルは半ば覚悟を決める。

　だけど、奇跡は起きた。いきなり脇わきに現われた人物がマモルの鎖を断ち切ったのだ。

「まりも！　どうして!?」

「陰かげ守もり堅けん護ごを見つけてくるまで、あなたが持ちこたえられそうになかったからよ。引き返して正解だったわ。さ、早く立って」

「あ、ああ」

　外した関節をバキバキと音を立て元通りにするとマモルは立ち上がる。

「助かったよ。よし、逃げよう」

　だけど、まりもは首を横に振る。

「逃げられる相手じゃないのはあなたも分かっているはずよ。ここは立ち向かうしかないわ」

「立ち向かうだって!?」

　信じられないって顔でマモルは首を振った。

「お前さん、相手が誰だれなのか知ってるのか？　母さんなんだぞ！　立ち向かったところで返り討ちにされるに決まってる！」

「そんなことないわ！」

　まりもが力強く言い切った。

「私と、マモル、あなたが協力すれば、きっと撃退できる。私はそう信じてるわ！」

　マモルをしっかりと見つめるまりもの瞳ひとみに、迷いはなかった。

　それまで恐怖で動転していたマモルも、少しだけ冷静になる。

　まりもの実力はマモルだって知っている。二人が力を合わせれば桜子母さんとも互角に戦える可能性は確かにある。

　だけど……。

「まりも、お前大丈夫なのか？　二人用の奥義は、ダメダメだったじゃないか」

「もう大丈夫よ。私はもう自分の気持ちから逃げたりはしない。正面から受け止め、任務だって完かん璧ぺきにこなしてみせるわ！」

　力強くまりもは言った。

「そうか……」

　マモルが頷うなずく。

「僕も、とうとう反抗期デビューする時だってことか」

　それまで着ていた普段着に手をかけた。一気に剝はぎ取とりお馴な染じみの忍装束となる。

　外された眼鏡めがねの下から現われた瞳ひとみには、迷いも怯おびえも、そして諦あきらめもなかった。

　二人は並んで立つと、強大な敵、桜さくら子こへと顔を向ける。

「まりもちゃん、あくまで私の邪魔をするつもりなのね」

　残念そうに、桜子母さんがかぶりを振った。

「それなら、悪いけど手加減はできないわよ」

　桜子母さんの瞳が鋭く細められる。忍というものの本質を感じさせる非情な冷たさをもった瞳の色だ。

「行くぞ！　まりも！」

「ええ、マモル！」

　二人は同時に地面を蹴け飛とばした。そろって桜子母さんを強襲する。

「二人がかりでならどうにかできると思ったの？　甘いわ」

　忍者刀で二人の攻撃を軽々と受け止める桜子母さん。だけどこれはあくまでフェイントだった。

　瞬時に身代わりの術で人形と入れ替わっていたまりもが背後から桜子母さんに迫る。

「!?」

　回転しながら手裏剣を打ち出す桜子母さんに、今度はマモルの放った鎖分銅が飛ぶ。

　お互いがお互いをカバーしつつ、鮮やかなまでの連携攻撃だった。

　同じ陰かげ守もりの忍として手の内は知り尽くしている。そして相手の実力に絶大な信頼をおいている。だからこそなせるチームワークだった。

「まりも！　奥義だ！」

　陰守家に伝わる二人用奥義の数々を、畳み掛けるように連発する。

「陰守奥義！　双そう蛇じや鎖くさり固がため！」

「陰守奥義！　二ふた人り肩かた車ぐるま連れん撃げき！」

「陰守奥義！　打だ舞ぶ留る太た刀ち回まわし！」

　さすがの桜子母さんも、マモルとまりもの猛攻に防戦一方となる。

「まりも！　これで最後だ！」

「わかったわ！　マモル！」

　一瞬の隙すきをつき、マモルとまりもは桜子母さんを羽交い締めにした。がっちりとその体を摑つかんだまま空高く飛び上がる。

「陰守究極奥義！　爆ばく裂れつ組くみ体たい操そう落おとし！！！」







　地面にポッカリと開いたクレーター。その中央で倒れていたのは桜子母さんだ。

　これまで最強の名をほしいままにしてきた桜さくら子こ母さんのこんな姿、そうそう見られないものだった。

「やったのか……」

　クレーターの縁に立ち、マモルは信じられないって口調で呟つぶやく。

　もしかして気絶したフリをして油断させ襲いかかるつもりなのでは？

　そんな不安も覚えるけれど、桜子母さんは起きあがってこない。本当に気絶してくれているようだ。

「やったぞ！」

「やったわ！」

　マモルとまりもは顔を見合わせると喜びの声をあげる。

「信じられないよ！　あの母さんを撃退するなんて！」

「私達が力を合わせたからできたことよ！」

　手を取り合って喜ぶ二人。と、そこでマモルが重大なことに気づいた。

「まりも！　マスク！」

「あっ!?」

　口元に手を当てたまりもは、自分がマスクをしていないのに気づいた。激しい戦いの中で、いつの間にか外れてしまっていたのだ。

　その途端、まりもは感じた。マモルに対する生理的嫌悪感がこみ上げてくるのを。

（そんな……）

　恋心を消してしまいたかったはずなのに、何故かまりもは焦った。

「！！！」

　まりもはマモルを突き飛ばし懐から鎖を引っ張り出す。

　ビュンビュンと振り回されたそれは当然マモルへと放たれると思いきや……。

　鎖は、まりも自身の体に巻き付き締めあげた。

「マモル！　長くはもたないわ！　早く行って！　石せつ鹼けんを使って匂においを！」

「ああ、分かった」

　軽く頷うなずくと、マモルは地面を蹴け飛とばした。屋根から屋根、電柱から電柱へと飛び、ひたすら目的地を目指す。

「あ、見つけた！」

「見つけましたわ！」

　途中で山やま芽めとホタルに遭遇したけど、完全無視を決め込みひた走る。

「逃げるな！　マモル！」

「陰かげ守もりさん！　覚悟してください！」

　イナゴと鮎あゆ花か、

「あ、姉貴！」

「私たちも力を貸します！　一緒に息の根を！」

　ムラサキとアゲハも合流する。

「陰かげ守もり！　覚悟をするのだ！」

　マモルを追いかける一団に椿つばきも加わった直後、マモルは目的地へと到着した。

　街にある、昼間っからやっている銭湯だ。

　飛び込むマモル。番台にきっちり料金を置くことだって忘れない。脱衣場で忍装束を脱ぐときちんとカゴに入れる。

　男湯の洗い場の椅い子すに、マモルは座った。

　丁度時を同じくして山やま芽め達一行が男湯に飛び込んでくる。手に手に物騒な武器を握りしめてだ。

　手ぬぐいと石せつ鹼けんを握りしめ、マモルは叫んだ。

「陰守奥義！　カラスの行水！」
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　陰守家の屋根の上に、マモルは腰を下ろしていた。

　時刻は真夜中。辺りはすっかり夜に包まれている。

「いや、まさかあの奥義を使う日が来るとは思わなかったぞ」

　カラスの行水！　それは数ある陰守奥義の中でもイマイチ使いどころのない技だった。

　一瞬で足のつま先から頭の天辺までを洗ってしまうという奥義だ。会得したはいいものの、一生使うことなんかないんだろうなって思っていたほどだ。

　それが、今回は役に立った。

　陰守家に伝わる特製石鹼のおかげで、マモルの体から滲にじみ出でていた体臭は消えうせた。マモルを追いかけていた女性陣も、まるで憑つき物ものでも落ちたようにキョトンとしていた。

（こんなの絶対に使わないだろうって練習していない奥義もいくつかあるけど、何が起こるか分からないしちゃんと練習しておいた方がいいかもしれないな）

　そんなことをマモルは考える。

（鼻に詰めた枝豆を飛ばす奥義、枝豆鼻剛速球！　とか、涙を流さずにタマネギを切る奥義、不涙みじん斬ぎり！　とか、畳の目地に詰まったホコリを一瞬で取る奥義、目地掘り極楽鳥の舞い！　とかとか）

　どんな時に使うのかイマイチ想像がつかない陰守奥義の数々をマモルが思い浮かべている時だった。

「ここにいたのね」

　シュバって姿を現わしたのは、パジャマ姿のまりもだ。

「まりもか」

　マモルは、軽く笑みを浮かべる。

「いや、今回はお前さんには助けられたよ。本当にサンキューな」

　軽くお礼を言う。

「実は、お前さんがいなくなってからいろいろと大変だったんだよ。母さんは愚痴っぽくなるし、おかずは増えるどころか手抜きが多くなるし。学校でも、みんなしてお前を心配していろいろと聞かれるんだ。で、こうなったのもみんな僕が悪いんだと責められたりもしてさ」

　マモルは苦笑いを浮かべる。

「お隣を守るって任務がつまらないのも分かる。ホームシックになる気持ちも分かる。だけど、良かったらもうしばらく家にいてくれないか？」

「何を言っているの？」

　まりもが静かに首を横に振る。

「私は、こうやって陰かげ守もり本家で任務に携わっていられることを本当に嬉うれしく思っているわ。もちろん、ホームシックになんかにもなってないし」

「えっ？　それじゃどうして実家に戻ってたんだよ？　それに、少し前から様子がおかしかったじゃないか」

　マモルの質問に、まりもは少しだけ口ごもった。

「それは……ね。それは……」

　ゴクリと喉のどを鳴らすと、まりもは決意を固めたように口を開く。

「様子がおかしかったのは、恋心のせいなの。実家に戻ったのは、恋心を消し去る方法を見つけるため。ここまで言えば分かるわよね。亀かめ虫むし玉を作ったのが私だって」

　まりもの言葉に、マモルは口を大きく開けて驚いた。

「何だって!?」

「マモル、あなたに告白されてから、私は普通ではいられなくなった。私の中にこれまで感じたことのない気持ちが芽生えたの。それがあなたに対する恋心だと知った私は、耐えられなくなった。陰守家の任務のために、何としてでもこれを消してしまわないと。そう思ったの。でも、それは間違いだったわ」

　まりもが軽く笑う。

「ただ私は怖かっただけなのよ。初めての恋に臆おく病びようだったため。だって、そうじゃない。恋心を消していないのにもかかわらず、伊い賀がの桜さくら子こを二人で撃退したのよ。これってすごいことだわ！」

　まりもはグルグル眼鏡めがねに手をかけるとそれを取り去った。少しだけ潤んだ瞳ひとみでマモルを見つめる。

「マモル。待たせてごめんなさい。あなたの気持ち、受け止めるわ」

　頰ほおを赤くし、まりもが精一杯の勇気でそう言う。

　だけど、残念なことにマモルはよく聞いていなかった。

『マモル、あなたに告白されてから……』

　というまりもの言葉を聞いてからずっと、居心地の悪い恥ずかしさで一杯だったのだ。

（何てことだよ。僕の勘違いうっかり告白、ちゃんと聞こえてたってことなのか。は、恥ずかしいじゃないかよ）

　マモルは猛烈に渋い顔になる。

「つまり、つまりお前さんは、僕の告白が迷惑で迷惑で仕方なかったんだな。で、僕の恋心を消す、僕に嫌われるために、亀虫玉を作って自分で飲もうとした。ところが手違いで僕が飲んでえらい騒動になってしまった。そういうことなんだな」

「ちょっとマモル、あなた話聞いてたの？　そうじゃなくって」

　まりもがもう一度説明するよりも早く、マモルはバツの悪そうな顔をして言った。

「だったら申し訳ないな。ちゃんと説明してなかった僕の責任だよ。いや、てっきりお前さん聞こえてないと思ってたからさ。そうと知ってればちゃんと説明したのに。あれは勘違いだったって」

「勘違い？」

「ああ、そうなんだ」

　こっくりと頷うなずくと、マモルは説明する。

「ほら、夜中に僕が穴を掘ってたことがあっただろ？　実はあれ、壊した母さんの宝物を埋めてたんだよね。まあ、実際は宝物は無事で僕が勘違いしてただけなんだけど」

　バツが悪そうな顔でマモルは笑う。

「で、そんなとこをまりもに見られたもんだから、もしかしたら告げ口されるかもってすごく焦ったんだよ。そのせいでうっかり爆発を起こしてちょっとした記憶喪失になっちゃってたんだけど、告げ口されるかもって危機感だけは残ってたんだ。それで、お前さんを見る度にドキドキしちゃって」

　聡そう明めいなまりもだから、ここまで話を聞けばマモルが言わんとしていることを理解する。

「ちょ、ちょっと待ってマモル。つまり、つまり」

　すがるような表情でまりもが尋ねる。

「そのドキドキを、あなたは恋心だと勘違いした。それだけの話なの？」

「ああ、それだけの話なんだ」

　マモルはこっくりと頷いた。

「まさか、そこまでお前さんが悩んでたなんて知らなかったよ。本当に悪かった。だけど安心してくれ。僕は、お前さんに恋心なんか抱いていないから」

　ここでもマモルは大きな勘違いをしていた。

　まりもが、自分の告白を迷惑していたと思い込んでいたのだ。

　だけど、実際は違うのだから丸く収まるはずがない。

「陰かげ守もりマモル……陰守マモル……陰守マモルの……」

　涙で一杯の瞳ひとみでマモルを睨にらみつけると、まりもは大音量で叫んだ。

「バカ！！！」

　怒りの声をあげたのはまりもだけじゃなかった。

「勘違いですって!?」

　パッカリと屋根の一部が開き顔を出したのは桜さくら子こ母さんだ。大技で沈められたのにも関わらずすっかり回復している。とんでもないタフさだ。

「あんたの様子を見て脈ありと思ったものだから、二人の仲を進展させようと知り合いの忍者集団に襲ってもらったりしたのに」

「えええ、あの連中は母さんの差し金だったのか!?　ひどいじゃないか」

　マモルの声なんか聞かず、桜子母さんは怒りを燃え上がらせる。

「お黙り！」

　一瞬で桜子母さんが忍装束になった。引き抜かれた忍者刀が月明かりに照らされて生々しく輝く。












「牙が狼ろう忍群にも、鎖くさり蛇へび忍群にも、お弁当用意したりお茶菓子を買ったりと大変だったのよ！　家計にも大打撃だし、どうしてくれるのよ！」

　怒りの桜さくら子こ母さんがマモルに襲いかかってくる。

「わわわ」

　必死に攻撃を避よけながら、マモルは縋すがるようにまりもを見た。

「まりも！　お前の力が必要なんだ！　また二人で母さんを」

　まりもは憮ぶ然ぜんとした顔で一言だけ言う。

「知らないわよ。勝手にして」

「わ」

　逃げていくマモル。それを追いかけていく桜子母さん。

　一人残されたまりもは、外していたグルグル眼鏡めがねを装着する。

　そして、普通の女の子がすねているかのような口調で呟つぶやいた。

「マモル、あんたなんか大嫌い！」
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　夕暮れ時の小こ鐘かね井い市し。

　街の外れにある林の中にて、対たい峙じする二人のくノ一の姿があった。

　片方は小動物を思わせる小柄な体型だ。元気娘って言葉がぴったりとくるかわいらしい少女。緑の忍装束に体を包み、忍者刀を胸の前で水平に構えている。

　ちなみに、胸は体型に見合ってすこぶる小さい。

　もう片方は、大人びた美少女くノ一だ。紫の忍装束の上からでもプロポーションの良さがうかがえる。

　長い髪の毛を頭の後ろで束ねてポニーテールにしていた。手には投げ苦く無ないを持っている。

　もはや説明するまでもない。服部はつとり山やま芽めと雲くも隠がくれホタルの二人だった。

　数百年来の怨えん恨こんを持つ伊い賀がと甲こう賀がはすこぶる仲が悪い。それはこの二人だって同じだ。年がら年中実に些さ細さいな理由でケンカをおっぱじめている。

　この日のケンカだって、実にしょーもない理由だった。

「明日は、アタシがマモル兄ちゃんを動物園に誘うの！　商店街の福引でペア入場券もらったんだから！　ホタル！　あんたの出る幕なんてないんだよ！」

　山芽が叫ぶと、負けじとホタルも声を張り上げる。

「何を言ってますの？　明日は私がマモルさんを遊園地に誘うんですのよ。商店街の福引でペアフリーパスを手に入れたんですから。山芽さん、あなたは一人で動物園に行くといいですわ。寂しいことなんかありませんわよ。だって猿山にお仲間がたくさんいますから」

　これまで何千回散ったか分からない火花が、今回も飽きずに散った。

「勝った方がマモル兄ちゃんを誘う！　それでいいわよね!?」

「ええ、望むところですわ」

　一拍の間の後、戦闘の火ひ蓋ぶたは切って落とされた。

　激しく忍者刀と苦無をぶつけ合ってから、今度は間合いを空けて投とう擲てき武器を放つ。

　手裏剣、苦無、爆裂玉、煙玉、忍針、分銅付き鎖。それらの物が右から左へ左から右へと飛び交う中、戦いに水を差す人物がひょっこりと姿を現わした。

「おいおい、またやってるのか」

　呆あきれたようにそう言うのは、他ならぬマモルだ。

「マモル兄ちゃん！」

「マモルさん！」

　二人は戦いの手を止めるとマモルへ詰め寄る。

「聞いてよマモル兄ちゃん！　ホタルがね！」

「聞いてくださいマモルさん。山やま芽めさんが」

　そこで二人は、マモルが忍者服なことと、その背中にゆうなを背負っていることに気付く。

「うふふふふ」

　よほど楽しい夢でも見ているのか、マモルの背中でゆうなは笑いながら眠っていた。

「マモルさん、何かあったんですか？」

「ああ、ちょっとゆーながどこぞの悪人連中の取引現場を目撃しちまってな。それでさらわれたもんだから、救出してたんだよ」

　手短に説明してから、マモルは苦笑いしながら呟つぶやいた。

「ま、いつものことさ」

　これは別に、皮肉でもなければ現実逃避の世迷言でもない。

　本当に、いつものことなのだ。

　紺こん若にやくゆうなは、厄介なことに巻き込まれることにかけては大天才なのだった。

　これまで目撃してきた危ない取引現場は、数え切れない。しかも本人がそれに気付いてないのだから困ってしまう。

「本当に、毎度毎度よくもまあタイミング良く目撃できるもんだよなあ」

　そうぼやきながら、マモルは背中のゆうなを肩越しに見やる。

　呆れながらも、優しい瞳ひとみで。

「マモル、何道草食ってるの？」

　シュバって現われたのはくノ一姿のまりもだ。

「眠り針の効き目、そろそろ切れるわ」

「あ、そうだった。早く家に送り届けないとな」

　少しだけ慌てた様子でマモルが言う。

「それじゃな、ケンカもほどほどにするんだぞ」

　マモルが飛び立った。

「失礼するわ」

　端的にそれだけ言うと、まりももその後に続く。

　残された二人は、無言で顔を見合わせる。一度は戦いを再開させようと武器を持ち上げるも、ため息と共に下ろされた。

「何か、アタシやる気なくなっちゃったよ」

「私もですわ」

　二人してがっくしと頭を垂れる。

「あんなことがあったんだから、しばらくはゆうなお姉ちゃんを放っとかないよね。アタシが誘ったって断られちゃうよ」

「ゆうなさんも一緒というなら、話は変わるかもしれませんけどね」

　ホタルが息を吐き出す。

「あ～あ、ゆうなお姉ちゃんがうらやましいな」

　山やま芽めが誰だれにと言うわけでもなく大声をあげた。

「家はお隣だしいつだってマモル兄ちゃんと一緒だし、それにずっと守ってもらってるんだし」

「本当ですよね」

　ホタルも頷うなずく。これまでこの想いは常に二人の心の奥底に秘められていたのだ。

「私だって、守ってもらいたいのに」

「本当だよね。アタシ達だってか弱い女の子なんだからさ」

　どこがどうか弱いのかすこぶる疑問だったけど、乙女の切実な想いなのだからつっこみは止めておく。

「ねえ、ホタル。いっそのこと、ゆうなお姉ちゃんに変装するってのはどうかな？　そしたらマモル兄ちゃんと一緒にいられるし、守ってもらえるよ」

　山芽の提案に、ホタルは首を振った。

「最初はそれでいいとしても、きっとすぐに見破られてしまうに決まってます。ましてや桜さくら子こ様に見られようものなら……」

「そーだよね。桜子おばさんが見たら一発だよね」

　山芽が諦あきらめたように息を吐き出す。

「ホタル、今日の戦いはもう止めにしよ。マモル兄ちゃんを誘えないって分かったんだから、戦っても疲れるだけだもんね」

「そうですわね。こんなことで体力を使っても意味ありませんものね」

　手にしていた武器をさっさと仕舞い込む。

「じゃーね、ホタル」

　ピラピラって手を振ると、山芽がシュバって姿を消す。

　一人残されたホタルは、思い浮かべていた。

　背中のゆうなを、呆あきれながらも優しい瞳ひとみで見ていたマモルの姿をだ。

（マモルさんは、ゆうなさんしか見ていないのかもしれませんね。私なんか、周りにいる賑にぎやか娘の一人としか思っていないのかも）

　そう考えると、何だかずんと落ち込んでくる。

　それと同時に、ゆうなに対する羨せん望ぼうの想いが膨れ上がる。

「ゆうなさんになれたら、どんなにか幸せなんでしょうね」

　静かに、そう呟つぶやいた。
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　とぼとぼとした足取りで、ホタルは夜道を歩いていた。

　山やま芽めとのいざこざの後、ファミレスのアルバイトへ行った。おかげですっかり遅くなってしまった。

　美人でおしとやかで料理も上手。そんな完かん璧ぺき超少女に思えるホタルにだって欠点はある。

　ひどく貧乏なのだ。

　アパートの家賃を始めとし、生活費を自分で稼がなくちゃいけないのはもちろんのこと、甲こう賀がの里に毎月たっぷりと仕送りまでしている。

　里の家族をも、ホタルが一人で養っているような状況なのだ。

　胸の中は、まだモヤモヤとしていた。

（いくら頑張ったって、マモルさんが見てくれないんなら仕方ありませんよね）

　故郷のことが思い出される。貧しいながらも兄弟がたくさんいる温かい我が家。

　若干一名、いて欲しくない人もいたけれど、その人物については考えないことにした。全力で存在を忘れようとした。

「甲賀の里に帰ろっかな」

　ポツリと呟きながら、ホタルは自分のアパートへと到着する。木造二階建てのボロアパートだ。

　そこでホタルの表情が険しくなる。二階の一番端、自分の部屋の明かりがついているのに気づいたからだ。

（誰だれか来ている……）

　ホタルは軽く地面を蹴け飛とばすと二階の自室の前に音もなく降り立った。そっと聞き耳を立てる。

　中古家電ショップで買ったテレビの音が部屋から聞こえてきた。そして、香ばしくおいしそうな香りも漂ってくる。

（もしかして、ムラサキとアゲハがまた遊びにでも来たのかしら？）

　ホタルは双子の妹を思い浮かべた。

（私のために、料理でも作って待っていてくれたりして……）

　少し故郷を思い出しセンチメンタルな気分になっていたこともあり、ホタルは目頭を熱くする。

　軽く指で涙を拭ぬぐってから、ホタルは笑顔で扉を開けた。

「ただいま。帰ったわ」

　部屋に入った途端、その笑顔が凍りついた。

　確かに、部屋には人がいた。甲こう賀がの里からやって来た家族には違いなかった。

　だけど、ホタルは喜べない。さっき存在を忘れようとしていた人物なのだから。

　ホタルの部屋でうな重を頰ほお張ばりながらテレビを見ていたのは、紫の忍装束を着た一人の老婆だった。

　乾燥ワカメのようにシワクチャな顔のこの老婆こそ、ホタルの実の祖母。甲賀十六忍に数えられ、えげつない甲賀忍者の中でもことさらえげつないと評判のくノ一。

　雲くも隠がくれタマムシなのだ。

「おお、ホタル。戻ったか。ほれほれ、ボケっとしてないで上がらんかい」

　自分の家でもないくせに、タマムシばあちゃんが言う。

「今テレビを見ておったんじゃ。さすが東京じゃの、チャンネルが多くて羨うらやましいわい」

　ひょっひょっひょっひょとタマムシばあちゃんが朗々たる笑いを響かせる。

「おばあ様、どうして？」

「どうしてじゃと？」

　タマムシばあちゃんの瞳ひとみが鋭く光る。

「ホタル、もしかしてばあちゃんが来ると迷惑だとでも言いたいのかえ？」

「い、いいえ！　滅相もございません！」

　弾かれたようにホタルは玄関に正座し頭を下げる。

「おばあ様を歓迎こそすれどうして迷惑だと思えましょうか!?　どうぞお好きなだけ滞在なさってください！」

　ホタルにとってタマムシばあちゃんは忍術の師匠。それも、恐ろしい鬼師匠だ。

　マモルにとっての桜さくら子こ母さんのように、簡単に逆らえる存在ではない。

「それでええんじゃ。まあ、腹が減っとるじゃろう。上がってうな重でも食え」

「は、はい」

　ホタルは部屋に上がると、ちゃぶ台の前に座った。そこには蓋ふたをした重箱が一つ置かれている。

「特上のうな重じゃぞ。何と一つ四千五百円もするんじゃ」

　得意気にタマムシばあちゃんが言う。

「あの、おばあ様。つかぬことをお聞きしますが、お代は？」

「ああ、心配いらん。ちゃんとタタミの裏の封筒に入っていたのを使ったからの」

　がめつさでは甲賀の里でも群を抜くタマムシばあちゃんが、ホタルの隠し貯金を見つけないはずがなかった。

「あ、ちなみにうな重の前には特上寿司も取ったんじゃ。そっちはとっくの昔に食べ終わってしまったがな」

　空っぽになった漆塗りの容器を持ち上げて笑って見せる。

「それと、電器屋にも行って新製品のマッサージ機なんぞも買ったぞ」

　傍らの風ふ呂ろ敷しきを広げると、数々の電動マッサージ機がごちゃっと現われる。

　ホタルは、なけなしの貯金がキレイになくなったことを悟った。

　せめて最後に残ったうな重だけでも食べようと、ヤケクソのような気持ちで重箱の蓋ふたを開ける。

　その途端、重箱が景気よく爆発した。ススで真っ黒になったホタルの顔を見ながら、タマムシばあちゃんは大爆笑。

「ひょっひょっひょ、騙だまされおったな。ホタル。いつまでもうな重が残っておるはずがなかろう！　とっくの昔にわしが食べてしもうたわい！」

　さすがはタマムシばあちゃんだ。とても孫への仕打ちとは思えない。

（玉砕覚悟で、やってしまおうかしら？）

　隠し持っていた苦く無ないをそっと握り締めた直後だった。

「さてと、余興は終わりじゃ。本題に入るぞ」

　急に真剣な顔となり、タマムシばあちゃんはホタルの前へと座った。

「ホタル、わしは別にお主が必死にためた金を奪い豪遊するために東京に出てきたわけではない。それはあくまでもついでじゃ。本当の目的は別にあるのじゃ」

　大きく息を吐き出すと、タマムシばあちゃんはホタルにこう尋ねた。

「ホタルよ。どうして甲こう賀ががこれまで忍業界のツートップの片割れでいられたのか？　その理由が分かるか？」

「え？」

「伊い賀がに比べて人口も少なく四方を山に囲まれた場所のせいで里の日当たりはすこぶる悪い。その影響か、住人は根暗や嫉しつ妬と深ぶかい性格の者が多く、会話すらまともにできぬ者もいるほどだ。そんな人間的に問題だらけの者達が集まっているのが甲賀なのじゃ」

　ひどい言いようだ。

「そんな甲賀が伊賀と並び日本一の忍の名産地をうたっていられるのはどうしてか？　それを問うておるのじゃ」

　ホタルは少しだけ考え、口を開いた。

「それはおそらく、甲賀忍術の存在だと思います。多種多様で変幻自在の甲賀忍術は、魔性の術として広く恐れられております」

「魔性の術……。ひょっひょっひょっひょ」

　タマムシばあちゃんが、おかしくておかしくてたまらないといった様子で笑った。

「いかにもそのとおりじゃ。しかし、お主が知っている甲こう賀が忍術などわしから言わせれば魔性の術でも何でもない。数百年もの間、忍者業界に畏い怖ふの念を植え付けてきた魔性の術とは別にある。それがこれなのじゃ」

　懐に手を突っ込むと、古ぼけた一本の巻物を引っ張り出した。

「甲賀禁断の魔性術が一つ、魂交換なのじゃ！」

「魂交換？」

「まあ、読んでみなされ」

　無造作に放り投げられた巻物を、ホタルは開く。複雑怪奇な忍文字を読み進んだ彼女の瞳ひとみが大きく見開かれた。

「そんな、こんな忍術なんてありえません！　こんなことができるはずが」

「それを可能とするからこそ、魔性の術なのじゃ」

　タマムシばあちゃんが顔のシワを動かした。

「かつて天てん狗ぐをたらしこみ手に入れた術だと言い伝えられておる。あまりに恐ろしく、そして人の理を超越しているがゆえに百年程前に巻物は集められすべて燃やされたのじゃ。しかし！」

　タマムシばあちゃんがくわっと目を見開く。

「このわしが、こっそり一つくすねておいたのじゃ！」

「あの、おばあ様。前から知りたかったのですが、今お幾つなので！」

「だまらっしゃい！」

　余計な質問をしたホタルを、タマムシばあちゃんは一喝する。

「とにかく、この間納屋の掃除をしておったら見つけたんじゃ。風ふ呂ろの焚たきつけに使うのももったいないし、お主にくれてやる。ありがたく思うのじゃぞ」

　タマムシばあちゃんは風ふ呂ろ敷しきを背負った。

「じゃあ、わしは甲賀に戻るでな。仕送り、待っておるぞ」

　タマムシばあちゃんは胸の前で印を結んだ。

「雲隠れの術じゃ！」

　一瞬で部屋が真っ白い煙で覆われる。さすがホタルの師匠。吹き出る煙の量も尋常じゃない。

　窓を開けて必死に煙を外へと追い出してから、ホタルは手にした巻物に目を落とした。

「甲賀禁断の魔性術、魂交換……」

　こうもあっさり渡されたことを考えると、タマムシばあちゃんはこの巻物を信じてはいなかったのだろう。

　ホタルの貯金を奪い豪遊するのが東京に来た本当の理由。たまたま納屋で見つけたこの巻物はただ口実に使われただけに違いない。

　確かに、巻物に書かれていた内容は到底信じられないものだった。

　だけど、もしこの術がうまくいくならば……。

「ダメでもともと。試してみる価値はありますわ」

　ホタルは、力強く巻物を握り締める。

　大いなる決意を固めて。
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　そして、翌日。

　午前中の気持ちのいい朝の光が照りつけるボロアパート。ホタルの部屋の前へやって来る少女の姿があった。

　ゆうなだ。

　紙袋を大事そうに抱えたゆうなは、落とさないよう注意しながらドアをノックする。

「ホ～タ～ル～ちゃん♪」

　弾むようにその名前を呼ぶ。すぐにドアが内側から開かれ、ホタルが顔を出した。

「ゆうなさん！　本当に来てくれたんですね!?　ありがとうございます」

「もちろんだよ！　ホタルちゃんに頼られちゃったら来ないはずないよ！」

　頼られたことがよほど嬉うれしかったのだろう。妙に力を込めてそう言う。

「さ、どうぞ狭いところですが入ってください」

「うん」

　コックリと頷うなずくと、部屋へと入るゆうな。ホタルは素早く外を確認する。マモルとまりもの姿はない。後をつけているぶる丸まるの姿も見当たらない。

　ほっと安あん堵どの息を吐き出すと、ホタルはドアを閉めてしっかりと鍵かぎをかけた。

「だけど驚いたな。ホタルちゃんからバナナケーキの作り方を教えて欲しいって電話が来るなんて」

　今朝、ゆうなの自宅にホタルから電話があったのだ。これから家に来てバナナケーキの作り方を教えて欲しいと言われ、大喜びでゆうなはこのアパートまでやって来たのだ。

「ゆうなさん、このことはマモルさん達には」

「大丈夫、おいしいケーキ作って驚かせたいって話だもんね。わたし、誰だれにも言わずにこっそり来たんだよ」

　真っ白なハンカチのような性格のゆうなに、ホタルの良心が少しだけ痛む。

　それでも、大いなる目的のため今はあえてその痛みを無視した。

「さ、それじゃすぐに始めよ。材料は全部そろってるって聞いたけど、これだけは持ってきたんだ」

　ジャジャーンと口の効果音付きでゆうなが紙袋から引っ張り出したのは、ぶっとく立派なバナナの房だ。

「うちでいつもお取り寄せしてる大納言バナナだよ。香りも甘さも普通のバナナとは大違いなんだから。これを使えばとびっきりにおいしいバナナケーキができるんだよ」

　俄が然ぜん張り切った様子で熱弁を奮う。

「ありがとう。でもゆうなさん。お茶の一杯でも飲んでからにしませんか？」

　ホタルがポットから急須にお湯を入れ茶ちや碗わんにお茶を注ぐ。

「どうぞ」

「ありがと！　急いで来たから喉のどが渇いてたんだ」

　茶碗のお茶をぐびぐびと飲んだゆうなは、そのままその場にぱったんと倒れた。

　スースーという寝息を立て始める。お茶に即効性の眠り薬が仕込まれていたのだ。

「すみません、ゆうなさん。あなたを騙だますようなことをしてしまって。だけど、試してみたいんです」

　眠っているゆうなにそっと謝ると、ホタルはちゃぶ台の上に巻物を広げた。

　そこに書かれている手順に従い、術の準備を整える。

　部屋の四隅に蠟ろう燭そくを立て火を灯した。用意してあったお香を焚たいた。畳にマジックで奇怪な文字を書いていく。まるで魔方陣のように。

　これで準備は完了だった。あとは巻物に書かれている呪じゆ文もんを唱えるのみだ。

「本当に、とても忍術とは思えないわね。まるで、魔術とか呪じゆ術じゆつとかそういったものみたいだわ」

　ホタルが素直な感想を口にする。実際に準備を整え本番へと近づくに連れ、胡う散さん臭くささが際立ってくる。

　それでもホタルは強く首を振った。少なくともこの巻物が甲こう賀がに古くから伝わる物なのは確かなのだ。丸っきりの出で鱈たら目めとも思えない。

「この術が成功すれば、私の夢が叶かなうんです」

　ホタルは強く呟つぶやく。

「私とゆうなさんの心と体が入れ替わって、私がゆうなさんになれるんです」

　甲賀禁断の魔性術、魂交換の術。それは、人間の心と体を入れ替えてしまうというとんでもない術なのだった。

　巻物を手にいざ呪文を唱えようとするホタルだけど、何かを思い出す。

「そうだわ、もし術が成功して入れ替わったら、私になったゆうなさんが驚いてしまいますわね」

　ホタルは懐から出した粉薬を茶碗のお湯に溶かしそれを飲み干した。強烈な睡魔が襲ってくる中、ホタルは巻物の呪文を口にする。

「いかに不可能とおぼしきことでも、印を結んでかけ、天てん狗ぐの呪じゆ文もんにて祈るならば、二つの魂は身体を離れ、互いの身体へと宿るものなり。これぞすなわち魂交換の術。ボロンボロ。ボロンボロ。ボロンボロ」

　ボロンボロと言うのは少々間抜けな響きだけど、山伏がよく口にしていた呪文だ。天狗が化けていたという伝説もあるぐらいだから、多少は信しん憑ぴよう性せいがある。

「ボロンボロ。ボロンボロ。ボロンボロ」

　呪文を幾度か繰り返した時だった。

　まるで稲妻のような衝撃がホタルの体を貫いた。そのままバッタリと倒れてしまう。

　数分後、起き上がったのはゆうなだった。自分の手や体を見たり、顔を触ったりする。少し離れたところで倒れているホタルを見て、ゆうなは飛び上がった。

「せ、成功だわ！」

　そう、このゆうなはゆうなであってゆうなじゃない。中身は雲くも隠がくれホタルだった。

　甲こう賀が禁断の魔性術、魂交換。巻物は出で鱈たら目めでも何でもなかった。正真正銘の本物だったのだ。

「ああ、おばあ様！　ありがとうございます！」

　ホタルは生まれて初めてタマムシばあちゃんに心から感謝した。

「あ、私を……じゃなくって、ゆうなさんをこのままにはしておけませんね」

　押入れから布団を出して敷くと、そこにゆうなを横たわらせる。とは言っても自分の体なのだから何だか妙な気分だ。

　寝冷えをしないようにちゃんと布団を被せる。普通の人間をたっぷり半日は眠ったままにさせる眠り薬を飲んでおいたから、夕方まではぐっすりだろう。

「夕方までには帰ってきて元に戻るから、ゆうなさんそれまで体を貸してくださいね」

　眠っているゆうなに両手を合わせて感謝すると、ホタルは立ち上がった。

「さあ、これでマモルさんに思う存分守ってもらえます！」

　踊るような足取りで、ホタルは部屋を出て行った。




　それから、数分後……。




「う、うん」

　布団ですーすーと寝息を立てていたはずのゆうながもぞもぞと動いた。そのままむっくりと起き上がる。

　ホタルは、あるミスを犯してしまっていたのだ。

　入れ替わったゆうなが、夕方まで目を覚まさないようにと、ホタルは普通の人間が半日ほど目を覚まさない量の眠り薬を飲んだ。

　だけど、ホタルの体は普通の人間の体ではない。厳しい修行を積んだ一流の忍の体だ。

　毒や薬に対する耐性だってしっかりとついているのだ。

「あはは、わたし眠っちゃったんだね。ごめんね、ホタルちゃん。さ、バナナケーキ作りを始めよ」

　立ち上がるゆうな。細かいことは気にしない性格だから、いつもと体の様子が違うことにも気付かない。

「あれれ、ホタルちゃんいないの？　ホタルちゃん」

　狭い部屋の中、ホタルを探してうろうろしていた時だった。ゆうなは戸棚の上に置かれた鏡に気付く。

　そこに映っていたのは、紛れもないホタルの顔。

「あ、ホタルちゃんだ！」

　ニッコリ笑って後ろを振り向くゆうなだけど、ホタルの姿はない。

「あれ？」

　もう一度鏡を見る。やっぱりそこにはホタルの顔が映っている。

　どうやら後ろにいるホタルが映っているんじゃないってことにゆうなは気付いた。鏡を手にとって覗のぞき込こみ、いってしてみた。鏡の中のホタルも同じようにいってする。

　たっぷりと時間をかけ顔面の体操をしてから、ゆうなは確信を込めて叫んだ。

「大変だよ！　わたし、ホタルちゃんになっちゃってるよ！」

　どういうことなのかとゆうなは考えることしばらく、ゆうなは確信を込めて頷うなずいた。

「きっと、心と体が入れ替わっちゃったんだね」

　ゆうなはさほど驚かなかった。

　こういうことはよくあることだって、テレビや映画でよく知っていたからだ。

「きっとわたし、ホタルちゃんと頭をぶつけちゃったんだね。もしくは、一緒に階段を転げ落ちちゃったりしたとか」

　うんうんと頷くゆうな。と、ホタルの家の電話がプルルルルと鳴り出す。

　取っていいものか分からずあたふたしていると、電話は留守録に切り替わった。

『もしもし、いなげ屋の山本だけど。実は急に人手が足りなくなっちゃってね、すぐに手伝いに来てくれないかな？』

　たて続けに、次の電話が来る。

『雲くも隠がくれさん。ドミドミバーガーの清川よ。急で悪いんだけどシフトに入ってくれないかしら？』

　さらにさらに、電話は続く。

『ホタルさん。休んでるところ悪いね。ロイホの織田島だ。店に入ってもらっていいかな？』

　ホタルのアルバイトしているスーパーとハンバーガーショップとファミレスからの電話だった。

「大変だよ！　みんなホタルちゃんに助けを求めてるんだよ。ホタルちゃんがバイト先に行かなかったら、クビになっちゃうかもしれないよ」

　お気楽なゆうなも、ホタルが苦学生なのは知っていた。いくつもバイトをかけもちしてがんばっていることも。

「これって、ホタルちゃんのピンチだよ！」

　大いに焦ったゆうなは、ついに決心を固める。

「わたし、がんばってホタルちゃんをするんだから！」

　メラメラとやる気の炎を燃え上がらせるゆうな。

　頼むからがんばらないでってお願いしてくれる親切な人は、残念ながらいなかったのだった。
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　ホタルの目の前には、ごくごく普通の一戸建ての家があった。表札には陰かげ守もりと書かれている。












（さ、いよいよですね）

　胸に手を当てて軽く深呼吸する。

　軽く頭の中で練習してから、ホタルはドアチャイムを押した。

「はいはい」

　顔を出したのは桜さくら子こ母さんだった。

「あら、ゆうなちゃんじゃない」

「今日は、桜子様」

　つい慇いん懃ぎんに頭を下げてしまったホタルは慌てて言い替える。

「じゃなくって、おばさん今日は」

「今日は。ドアチャイムが鳴ったものだからてっきり別の人かと思ったわ」

「え？　どうして？」

「だって、ゆうなちゃんって、いつもドアをノックするじゃない。ドアチャイムなんか使ったことないでしょ？」

　桜子母さんの言葉に、ホタルは内心しまったと思う。

　だけど、自分に言い聞かせた。

（大丈夫よ。いくら桜子様だって、私がホタルだって見破れるはずがないわ。だって、今の体は正真正銘ゆうなさんの体なんだから）

　自信を取り戻してから、ホタルはせい一杯ゆうなっぽい笑みを浮かべて見せた。

「あはは、たまにはチャイムを押すのも面白いかなって思ったの。それよりおばさん。まも君いる？」

「マモルね。ちょっと待ってね。あの子、お休みの日だと朝寝坊ばかりして困るのよ」

　桜子母さんは、玄関から見える階段の上へ声を飛ばした。

「マモル。ゆうなちゃんよ～」

「ほい」

　間延びした返事がした後、のっそりとパジャマ姿のマモルが階段を降りてやって来る。

　寝癖で頭はボサボサだ。眼鏡めがねは斜めにズレている。だらしないことこの上ない。

「いくらゆうなちゃんだからってもうちょっと身だしなみに気をつけなさいよね」

　桜子母さんが渋い顔をしてお小言を飛ばす。

「へいへいっと」

　間延びした返事をしてから、マモルはホタルに顔を向けた。

「こ、今日は、まも君」

　笑うホタルを、マモルはポカンとして見つめる。

「ちょっとマモル。何寝ぼけてるのよ。しゃんとしなさよ」

　桜さくら子こ母さんに小突かれた。

「別に寝ぼけてなんかないよ」

　不満で口を尖とがらせてから、改めてホタルに顔を向ける。

「で、どうしたんだ？」

「あのね、まも君。わたしね、遊園地のフリーパスを二枚持ってるの。商店街の福引で当たったんだ。これから一緒に行かないかな？」

「遊園地か～」

　面倒くさそうな口振りだ。

「お願い！　まも君と一緒に行きたいの！」

　懇願するようにホタルが言う。

「分かったよ。大して予定があるわけでもないし、お前さんに付き合うよ。ちょっと待っててくれ。顔洗って着替えてくるから」

　特大の欠伸をかますと、マモルは洗面所へと向かっていく。

（やっぱり、ゆうなさんの誘いならマモルさんは絶対に断れないんですね）

　心の中で、ホタルはガッツポーズを決めた。

　数分もしないうちに、洗顔と着替えを終えたマモルが玄関にやって来る。トレーナーにＧパンっていうラフな格好だ。

「じゃ、ちょっと行ってくるよ」

「気をつけてね」

　マモルとホタルは陰かげ守もり家を後にした。

　二人を見送った桜子母さんは、リビングルームへと戻ってくる。

　新聞を読んでいた堅けん護ご父さんが、不思議そうに尋ねた。

「母さん、どうしたんだい？　うかない顔をして」

「ゆうなちゃんが来たんだけど、少し違和感があるのよね」

　さすがは熟練の忍だ。いつものゆうなと様子が違うことを見抜いてしまっていたのだ。

「もちろん、誰だれかが変装してるとかそんなことはないのよ。一応念のためじっくり確認したけど、正真正銘のゆうなちゃんなのよ。ただね」

「ただ、何なんだ？」

「マモルを遊園地に誘った時の瞳ひとみがね、何て言うか、いつもより熱っぽかったような気がするのよね」

　深刻そうに桜子母さんは呟つぶやく。

「もしかして、ゆうなちゃんマモルに告白でもするつもりなんじゃ……。だとしたら大変なことだわ」

　守る一族と、守られる一族。この二つは決して交わることなく続いていかなければならない。

　紺こん若にやく家の人間と結ばれることは、陰かげ守もり家にとっては絶対のタブーなのだ。

「まあ、そんなに心配することないさ。まだまだマモルとゆうなちゃんは幼なじみの友達の関係だからな」

「分からないわよ。女の子ってびっくりするぐらい早く成長するものだから」

　桜さくら子こ母さんは激しく嘆く。

「ああ、まりもちゃんがいてくれたら間違いなく同行させたのに。こんな時に限って朝から里帰りしちゃってるなんて……」







「ヘックション！」

　実家にて、まりもはクシャミをした。

「誰だれか噂うわさしてるのかしらね？」

　鼻をこするまりもがいたのは、離れの物置だ。いくつもの壺つぼが並べられツンとした匂においを放っている。

　この間の亀かめ虫むし玉の解毒薬の熟成が終わる日が今日だった。回収するためこうやってやって来たのだった。

「ねーねー、姉ちゃん。薬できてる？」

　天井からひょっこりと健けん太たが顔を出した。

「ちょっと健太！　顔出さないでって言ったでしょ!?」

「だって、待ってられないよ。オレ、この三週間地獄だったんだから」

　健太が口を尖とがらせた。

「学校中の女の子からキャーキャー言って嫌われるし、母ちゃんにも飯作ってもらえなくなるし、道で女の人とすれ違ったら問答無用でパンプスとかぶつけられるし」

　マモルと違って特製石せつ鹼けんを使っていない健太だから、可哀かわい想そうな毎日を送ることを余儀なくされている。

「大体、こうなったのも姉ちゃんがオレを実験台なんかに使ったからだよ。慰謝料ってのを請求したっていいぐらいなんだからな」

　ぶちぶちと文句を言う健太をきっぱり無視して、まりもは黙々と作業を続ける。

　何重にも施した蓋ふたを開け、その中に手を突っ込む。取り出したのは緑色の丸薬だ。

「これで完成だわ」

　そのまま小さな瓶に詰める。

「やった！　姉ちゃん早く！　早く薬を頂ちよう戴だい！」

　天井から飛び降りてきた健太が、鼻先にエサを突きつけられた犬のような顔で頼む。

「分かってるわよ。飲んだ亀かめ虫むし玉と同じ数だけ飲めば効果を打ち消せるって巻物には書いてあったから」

　まりもは解毒薬を二十粒数えるとそれを掌に載せた。

　だけど、それを健けん太たに飲ませようとはせず、いきなり物置を出ると力いっぱい庭にばら撒まいた。

「ひ、ひどいよ姉ちゃん！　どーしてこんなことするんだよ！」

　泣きそうな顔で抗議する健太に、まりもは申し訳なさそうに言った。

「悪いとは思ってるのよ。だけど、仕方がないのよね。だって、姉さんあんたのこと毛虫のように嫌ってるから」

　ため息を吐き出す。

「だから、あれほど顔を出さないようにって手紙で伝えておいたのよ。あんたが来たら、亀虫玉の影響が私に出るのは明らかだったんだから」

「そんな」

　へたり込む健太。

「地べたに這はいつくばって、一粒ずつ探して飲みなさい。せいぜいがんばることね。姉さん、応援してるから」

　無責任に応援すると、まりもはその場を飛び立つ。

　目指すは東京、小こ鐘かね井い市し。マモルに解毒薬を届けるために。
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　遊園地、おおしまランドまでは電車を乗りつぎ一時間半程だった。

　規模としてはそれほど大きくはないけれど、アトラクションの種類が多く値段がリーズナブルなこともあり人気がある。

「久しぶりに来たけど、けっこう賑にぎわってるんだなあ」

　園内を歩きながら、辺りをきょろきょろと見渡すマモル。あまり乗り気じゃなかったものの、実際来てみると悪くない気分だ。

「たまには遊園地ってのも悪くないかもしれないぞ」

「良かったです。喜んでもらえて」

　嬉うれしそうにそう言ってから、ホタルは慌てて訂正する。

「じゃなくって、良かったな。まも君に喜んでもらえて」

　一生懸命笑いながら、ホタルは反省した。

（いけないいけない。今の私はゆうなさんなんですから、ちゃんと役になりきらないと。そして、ゆうなさんみたいにマモルさんに守ってもらわないと）

　ドキドキしながら、ホタルは前にゆうなから聞いたこの遊園地での体験談を思い浮かべる。

　小学校の社会科見学で、クラスで遊園地を訪れた時の思い出話だ。

『鏡の迷路で迷っちゃってね。もうわたしはきっとここでおばあさんになっちゃうんだろうなって思ってたら、同じように迷ってたまも君と会ったんだよ。二人で適当に歩いてたら、出口にたどり着けたんだ。あはは』

　笑いながら話される思い出話に、山やま芽めと二人で悔しがったことをよく覚えている。

　ホタルには分かっていた。マモルは決して同じように迷ってたんじゃないって。

　きっと、迷ったゆうなを助けに行ったのだろう。そうに決まっている。

「まも君！　鏡の迷路だよ！　鏡の迷路に行こ！」

　意気揚々と、ホタルは歩き出す。

（私も、ゆうなさんみたいに鏡の迷路で迷ってマモルさんに助けてもらいます！　絶対に！）




　そして、しばらくの後。




「ま、迷えないわ」

　鏡の迷路から出てきたホタルは、開口一番そう言った。

　おおしまランドの鏡の迷路は、迷路とは名ばかりの簡単なものだったのだ。

　ホタルだって努力した。迷おう迷おうと必死だった。だけど、どうしようもなかった。だって最初から出口が見えているような迷路なのだから。

　当然、迷えないのだからマモルに助けられることもない。ホタルとしては何ともつまらない結果に終わってしまう。

（ゆうなさんは、あの迷路で迷えたんですね……）

　ある意味才能だとホタルは感心してしまう。

（あああ、感心してる場合じゃありません。次を考えないと）

　もう一度、ホタルはゆうなの体験談を思い浮かべた。

『ジェットコースターがあんまりにも激しすぎて、わたし目が回っちゃったんだ。でもわたしよりもまも君の方が目を回しちゃってね。二人でベンチで休んでたんだよ』

　マモルほどの忍がジェットコースターごときで目を回すはずがない。きっと目を回したフリをすることで、クラスメイトからゆうなが馬ば鹿かにされるのを防いだのだろう。

　それに、一緒に休んでいればゆうなを一人にすることもない。

（私も、ジェットコースターで目を回します！　そして、マモルさんと一緒にベンチで休みます！）

　そう決意を固めたホタルは、鏡の迷路から出てきたマモルに提案した。

「まも君！　次はジェットコースターだよ！　この遊園地で一番怖いやつに乗ろ！」




　そして、しばらくの後。




「ま、回せないわ」

　ジェットコースターを降りたホタルは、口の中で静かに呟つぶやいた。

　何てことはない。おおしまランドのジェットコースターは、とてもジェットコースターと呼べるような迫力のある代物じゃなかったのだ。

　回転もなければ激しい高低差もない。ガタゴト音をたてながら広場を一周するだけの穏やかなものだ。乗り物初心者だってとても目を回せない。

（ゆうなさん、あのジェットコースターで目を回せたんですよね）

　今度もまた、ホタルは感心してしまう。

（まだ次があります！　ゆうなさんが怖くて気絶してしまったというお化け屋敷です！　激しすぎて振り落とされそうになったメリーゴーランドもありますし、高すぎて貧血を起こしてしまった観覧車だってあります！）

　不屈の精神でモチベーションをあげるホタル。

　だけど、それも長くは続かなかったのだった。







「いや、いろいろ乗ったな。ほとんど制覇したんじゃないか？」

　お腹一杯だとばかしにマモルが息を吐き出す。

　ホタルはと言うと、実に暗あん澹たんたる気持ちだった。

　だって、どのアトラクションもすべて外れだったのだから。

　お化け屋敷はちっとも怖くなかった。子供の落書きレベルのお化けしか出てこなかった。

　メリーゴーランドはちっとも激しくなかった。煙草を立てたら最後まで倒れないってぐらい完かん璧ぺきに振動が制御されていた。

　観覧車の高度だって、近年まれに見る低さだった。

　あのお化け屋敷で怖がれて、メリーゴーランドで振り落とされそうになれて、観覧車で貧血を起こせるなんて奇跡としか言いようがない。

（やっぱり、ゆうなさんのようにはいかないんですね）

　そう考えると何だか寂しいような悲しいような気持ちになってしまう。

「さ、暗くなってきたしそろそろ帰るか」

　ん～って伸びをして呟くマモルに、ホタルは慌てた様子で言った。

「ま、待ってください！　まだいいじゃないですか？」

　思わず、ゆうな口調を忘れてしまうぐらい焦っていた。

「でも、もうほとんどのアトラクションを制覇したぞ」

「もうちょっとだけお願いします。だって、まだ私は私は……」

（マモルさんに、ちゃんと守ってもらっていないから。そうじゃないと、ゆうなさんの体を借りた意味がなくなっちゃいます）

　そう叫びたかった。声を大にして訴えたかった。だけどそれはできない。

「失礼します！」

　どうしていいか分からずいたたまれなくなったホタルは、一声そう叫ぶとその場を後にした。

　小走りに駆け、遠く離れたトイレの陰へと身を隠す。

　少し一人になって冷静に考えたかったのだ。

　だけど、ホッとした途端にホタルに後悔が押し寄せてくる。

（いけない、ゆうなさんだったら走った時に一度くらい転んでたはずです）

　ゆうなのレベルに遠く及ばない自分に歯がゆさを覚え、ホタルは嘆いた。

（いけないいけない。落ち込んでたって仕方ありません。次の作戦を考えないと）

　あれこれと頭をひねっている時だった。ホタルはその声を耳にする。

「これで全部か？」

「ああ、全部だ」

「金は？」

「心配するな、ちゃんと用意してある」

（ドラマの撮影でもしてるのかしら？）

　ホタルが声のする方へ足を運ぶ。トイレの裏手、人なんて誰だれも来ないような薄暗い一角に、数人の男達が集まっていた。

　開いたトランクケースには、大量の武器。そして札束が詰められている。

「しかし、まさかこんな休日の遊園地で取引が行われているなんてサツも予想がつかないだろう」

「ああ、そうだ。下手な空き地で取引するよりも何倍も安全だぜ」

　ざっと確認したところテレビカメラは見当たらなかった。監督やスタッフらしき人物もいない。

（もしかして、もしかしてこれって……本物の危ない取引なの!?）

　と、男達の一人がホタルに気がついた。

「あっ！　誰かいるぞ！」

「逃がすな！」

　たちまちホタルは取り囲まれてしまう。

「お嬢さん、運が悪かったな。自分が何を見てしまったか分かってるのか？」

　悪人っぽく悦に入った男の質問に、ホタルは大きく頷うなずいた。

「はい、分かっています。武器の取引ですよね。モデルガンなんかじゃなく正真正銘の本物を。それを目撃してしまった私を、このままにはしておけないんですよね」

「……わ、分かってるじゃないか」

　えらくハキハキと答えられて、男達は拍子抜けした様子だ。

　それに、不運な目撃者が先程から笑顔なのが非常に気になるところだ。

（もしかしたら、これは警察の罠わななのか？）

　そんな勘ぐりさえしてしまう。

（それとも、ただの馬ば鹿かなのか……）

　顔を見合わせた男達は、ごにょごにょと相談を始めた。

「どうする？」

「何か様子がおかしいぜ。放っておく方がいいんじゃないか」

「とりあえず縛ってこの辺りに転がしておけば、俺おれ達が逃げる時間ぐらい稼げるだろう」

　これを聞いたホタルは焦った。

（冗談じゃありません！　せっかくマモルさんに守ってもらえるチャンスだって言うのに）

　コホンと咳せき払ばらいをすると、わざとらしいお芝居口調で声を張り上げる。

「ああ、早く警察に知らせないと！　私似顔絵が大得意ですから、取引をしていた人達の絵を描いてあげれば警察に協力できますよね!?」

　さすがにこれは男達もヤバいと思ったようだ。

「仕方ない。アジトに連れて行こう」

「ボスに相談するしかないな」

　ホタルの口を塞ふさぐと、そのまま担ぎ上げて連れて行く。

（ああ、こんな悪人を用意してくれるなんて、神様ありがとうございます！）

　ホタルは、興奮で胸を高鳴らせた。

（マモルさん、早く助けに来てくださいね。私、待ってますから！）
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　車のトランクに押し込められたホタルが連れてこられたのは、古ぼけたビルだった。

　引っ張り出されたホタルは、ロープで体をグルグル巻きにされ物置のようなところに閉じ込められる。

　ガチャンと扉が閉められた。しばらくすると男達が何かを話し合っている声が聞こえてくる。

　どうやら、ホタルをどうするかを協議しているようだ。

「取引現場を見られただって？」

「ええ、それで一応は捕まえて連れてきたんですけど……どうしましょう」

「始末するに決まっているだろう。あの遊園地はまだまだ取引の場所として使いたいからな」

　会話が物騒になればなるほど、ホタルは大いに喜んだ。

（これですよこれ。こういうのを期待してたんです！）

　颯さつ爽そうと現われ悪人達を倒し自分を救ってくれるマモルの姿をホタルは思い浮かべる。それだけで胸は高鳴り幸せな気分になってくる。

　だけど、ホタルは現実に引き戻された。閉じ込められた物置の壁にあった時計に気付いたのだ。

　時刻は、午後五時にさしかかろうとしていた。

（いけない！！！　もうゆうなさんが目を覚ます時間です！）

　実際はとっくの昔に目覚めてるのだけど、ホタルには知る由もない。

（目を覚ましたら、ゆうなさんは自分の体が替わっていることに驚いてしまいます）

　こうやって体を借りているだけでも後ろめたい思いだ。さらにゆうなを動転させるなんてホタルにはできなかった。

（お願いです！　マモルさん！　早く来てください！）

　五時まで待とうと決め込み、必死に祈ることしばらく。無情にもマモルは姿を見せることなく時計の針は五時を回ってしまった。

「仕方ありませんね」

　諦あきらめたようにホタルは息を吐き出す。

「ゆうなさんに迷惑はかけられません。私一人で脱出しましょう」

　確かにこの体はゆうなの物だ。しなやかなくノ一の筋力も、隠し持っている忍武器もない。

　だけど、心はホタルなのだから戦闘のテクニックは十二分に持ち合わせている。

　物置に細いアルミパイプが転がっているのを見つけた。手にすれば十分な武器となるだろう。

　立ちはだかる男達を昏こん倒とうさせ脱出する自信がホタルにはあった。

（まずは、このロープを抜けてっと）

　肩の関節を外し縛られているロープから逃れようとするホタル。実に初歩的な忍術、縄抜けの術だ。

　だけど、予期しない出来事は起こった。いくら肩に力を込めても関節が外れてくれないのだ。

（え!?）

　何度試しても駄目だった。激痛が走るだけで肩の関節は一向に外れる気配を見せない。

　忍はまだ関節が柔らかい幼いころに縄抜けの術を伝授される。何度も何度も繰り返し関節を外れやすくするクセをつけるのだ。大きくなってからだと自力で外すのが難しくなってしまう。

　ホタルはそのことを失念していたのだ。

（そんな……）

　さすがにホタルは焦った。体を縛られていては戦闘のテクニックをいくら持ってたってどうしようもない。

　それでも必死になって関節を外そうとしている中、非情にも扉が開いた。

　先ほどの男達、そしてボスらしき男が部屋へと入ってくる。

「何だ、普通の娘じゃないか」

　葉巻をくわえたボスがつまらなそうに呟つぶやいた。

「妙に緊張感がない娘だと聞いていたが、十分怖がってくれているじゃないか」

　ニヤニヤと笑うと、ボスはしゃがみ込み葉巻の煙をホタルへと吹きかけた。

「悪いな。お嬢ちゃん。見てはならないものを見てしまったんだ。ここで死んでもらうよ」

（関節さえ外れてくれれば、こんな奴らやっつけてしまえるのに……）

　悔しさに、ホタルは奥歯を嚙かみ締しめる。

　立ち上がったボスは部下の一人に命じる。

「さっさと始末してしまえ」

「はい」

　部下の男が拳けん銃じゆうを引き抜いた。銃口をホタルへと向ける。

　なまじ強いがゆえに、これまであまり感じたことのない感情。強い恐怖がホタルを襲う。

（助けて！）

　瞳ひとみを閉じ、ホタルは叫んだ。

「助けて！　マモルさん！」

　次の瞬間だった。

「おとなりは　関係ないけど　四百年！」

　そんな声が、室内に響いた。

「!?」

「誰だれだ!?」

　ボスを始めとし、男達が拳銃を引き抜きキョロキョロと辺りを見渡す。不審人物の姿はない。

　だけど、ホタルは気付いていた。天井から逆さにぶら下がる忍装束のマモルの姿を。

「マモルさん！」

　華やいだ声を上げるホタル。男達も天井のマモルを見つける。

「やっちまえ！」

　トリガーが引かれ弾丸が飛び出す。だけどマモルがそんなものに当たるはずがない。

　一瞬姿がかき消えたかと思うと、男達の懐に飛び込んでいた。

　彼らが倒されるまでの所要時間は、ほんの数秒ほどだった。







「ま、こんなもんか」

　パンパンと両手をはたくマモルの眼の前には、倒れた男達がうず高く積まれていた。

　急所を少しだけずらしたものの、力いっぱい拳こぶしを打ち込んでおいた。向こう一ヶ月は身動き一つ取れないだろう。

「大丈夫か？」

　ホタルへと歩み寄ったマモルは、忍者刀でロープを断ち切る。

「ありがとうございます！　ありがとうございます！　マモルさん」

　立ち上がったホタルは、マモルに何度も頭を下げた。

「本当に、ありがとうございます……ありがとう」

　その瞳ひとみから涙が零こぼれ落ちる。

（あれ？　助けてもらって嬉うれしいはずなのに、どうして涙が出るんだろう？）

　それが、押し寄せる空しさによるものだとホタルは知る。

（マモルさんは、私を助けに来てくれたわけじゃない。結局は、ゆうなさんを助けに来ただけなんですよね）

　ずっとマモルに守ってもらうことを望んでいたのだけれども、いざ夢が叶かなうと途端に空しくなってしまったのだ。

（私、何をしてたんだろ……。ゆうなさんにまで迷惑をかけて）

　ホタルがひたすら落ち込んでいる時だった。

「陰かげ守もりマモル！！！　あ、あなた何てことを！！！」

　そんな声と共に窓から部屋に飛び込んできたのは、忍者装束のまりもだった。足元にはぶる丸まるの姿もある。

「おっ、まりもじゃないか。解毒薬を取りに行ったんじゃないのか？」

「行ったわ！　それで帰ってきたら桜さくら子こさんにあなた達の様子を見てきて欲しいって頼まれて遊園地まで行ったのよ。ぶる丸に匂においを辿たどってもらって……って、そんなことどうだっていいのよ！」

　血相を変えてまりもが詰め寄る。

「紺こん若にやくゆうなに忍の姿を見せるなんてどういうつもりよ！　陰かげ守もり家の歴史をここで終わらせるつもり!?　それとも記憶を消す術でも知ってるの!?」

「別に陰守家の歴史を終わらせるつもりなんてないよ。記憶を消す必要なんかもない」

　マモルは、肩をすくめて言った。

「だって、ゆーなじゃないんだから」

「え!?」

　まりもが驚いて目を大きくする。

「紺若ゆうなじゃない!?」

「そーだよな。ホタル」

　マモルがホタルに顔を向ける。その時になってホタルは思い出した。先ほどマモルが言った台詞を。

『おとなりは　関係ないけど　四百年！』

（マモルさん、私のこと気付いてたんだ。だけどどうして？）

　この体はゆうなの物だ。変装なんかもしていない。一体どうして見破られたのか、ホタルには分からなかった。

「どうして、分かったんですか？　遊園地で別れた時の言葉使いがゆうなさんとは違ってたから？」

　かすれた声でするホタルの質問に、マモルはゆっくりと首を振る。

　そして、こともなげにこう告げた。

「最初から気づいてたよ。お前さんが家に来た時から。だって、細かい仕草とかホタルそのものだったから」

「それじゃ、私がホタルだと知ったうえで一緒に遊園地に来てくれたんですか？　ホタルだと知ったうえで助けに来てくれたんですか？」

「まーな」

　マモルが頷うなずく。

「妙な連中にさらわれるのが見えたから、何か裏があるのかと思ったんだ。だけどお前さん本当にピンチみたいだし、それで出てきたんだよ」

　それからマモルは、とぼけた真顔で尋ねる。

「ところでホタル。聞き忘れてたんだが、お前さんどーしてゆーなの変装なんかしてるんだ？」

　マモルの質問にホタルは答えられなかった。胸が一杯で言葉にならなかったのだ。

（マモルさんは、ちゃんと私を見ててくれたんですね。ゆうなさんではなく、私を助けに来てくれたんですね）

　ホタルの瞳ひとみから大粒の涙が零こぼれる。だけどこれは空しい涙じゃない。保証書をつけてもいいぐらいの正真正銘の嬉うれし涙なみだだ。

「お、おい、ホタル。どーしたんだよ。僕何か悪いこと言ったか？」

　突然泣き出したホタルにあたふたするマモル。その隣でまりもは首を傾げている。

「本当に、彼女が雲くも隠がくれホタルなの？」

　いくら眺めても、まりもには変装を見破ることができなかった。当たり前だ。変装なんかしていないのだから。

「ぶる丸まる、あなた分かる？」

　まりもに言われたぶる丸が、ホタルの足元に向かいクンクンと鼻を鳴らす。もちろんゆうなの匂においしかしないから、ぶる丸もくんと困惑した声を漏らす。

「私やぶる丸、ましてや桜さくら子こさんですら見抜けなかった雲隠ホタルの変装を、仕草だけで見破れるなんて……」

（それだけ、雲隠ホタルを見ていたってことになるわね）

　そう思ったまりもは、何だか少し妙な気分になる。羨うらやましいと言うか、何と言うか。

「あ、まりも。忘れない内にもらっとくよ。亀かめ虫むし玉の解毒薬」

　遠慮のない顔で手を差し出すマモルに、まりもは腹立たしい気分になった。












「分かったわよ」

　つっけんどんにそう言うと、懐から薬の瓶を取り出した。それを渡すと思いきや、いきなり蓋ふたを開けると窓から外へと放り投げた。

　薬を撒まき散ちらしながら小瓶は飛んでいく。

「あああ、何するんだよ！」

　悲鳴をあげるマモルに、まりもは言い放った。

「地べたに這はいつくばって、一粒ずつ探して飲みなさいよね！」
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　すっかり薄暗くなった小こ鐘かね井い市しの街を、ホタルは小走りに急いでいた。

　その胸は、幸せな気分で一杯だった。

（私、何て馬ば鹿かなことを考えてたのかしら？　ゆうなさんになりたいだなんて）

　滑こつ稽けいだった自分にクスリと笑う。

（私は、私で良かったんですね。マモルさんは私を……雲くも隠がくれホタルをちゃんと見ててくれたんですから）

　夕日に向かって、ホタルは決意を固める。

「マモルさん。私、まだ甲こう賀がの里には戻りません。あなたを射止めるまでは」

　しばらく余韻に浸ってから、気を取り直すようにホタルは言った。

「さ、早く家に帰って元の体に戻らないと。ゆうなさん、目覚めてなければいいんですけど」

　再び足を速めようとしたホタルに、声がかけられる。

「あ、ホタルちゃん！」

（えっ!?）

　いきなり正体を言い当てられたホタルは、驚いて振り向く。

　そして、もっと驚くことになった。そこに立っていたのは他ならぬ自分の体。

（ゆうなさん、目を覚ましてしまったんですね）

　どうこの状況を説明しようか悩むホタルだけど、駆け寄ってきたゆうな（体はホタル）が早口に言う。

「ねーねー、わたし達、心と体が入れ替わっちゃったんだよ！　きっとどこかで頭と頭をぶつけちゃったんだよ！　一緒に階段を転げ落ちちゃったんだよ！」

　どうやら、ゆうなはこの現象をテレビや映画によくある現象だと思ってくれているようだ。

　甲賀忍者という正体を秘密にしているホタルとしては、これに乗っからない手はない。

「そうなんです！　ゆうなさん！　私達、頭をぶつけてさらに一緒に階段から転げ落ちてしまったんです！」

「ああ、やっぱりそうだったんだね！」

「元に戻るには、また同じ場所で同じ状況にならないといけません。急いで私のアパートへ」

「うん、分かったよ！」

　走り出そうとするゆうなだったけど、何かを思い出し足を止める。

「あのね、ホタルちゃん。実はわたし、謝らなくちゃいけないことがあるんだ」

　もじもじしながら、ものすごく言いづらそうな顔をする。

「謝らなくちゃいけないこと？」

「うん、実はね。わたし……」

　何かを言いかけたゆうなの声は、別の声にかき消される。

「雲くも隠がくれではないか！！！」

　やって来たのは椿つばきだった。もちろんゆうなとホタルの体が入れ替わってるなんて知らないから、ゆうなの前へと立つ。

「お主、一体どうしたのだ？　いなげ屋は大騒ぎではないか!?」

　バイト先のスーパーマーケットの名前に、ホタルが反応する。

「椿さん、いなげ屋がどうかしたんですか？」

「紺こん若にやくか、何やらいつもと違う口調で驚いたぞ」

　だけどそのことはそれ以上気にせず、椿は説明した。

「実は、いなげ屋でバイトしていた雲隠がとんでもないことをしでかしてしまったそうなのだ。レジの打ち間違えや商品の配列間違いなどは序の口。しまいにはうっかり転んで商品棚をドミノ倒しにしてしまったとか」

　ホタルの顔で、ゆうなが泣きそうになる。

　さらに、それだけではすまなかった。

「ちょっとホタル！！！」

　跳ねるようにやって来た山やま芽めがゆうなに詰め寄る。

「聞いたよ！　あんたドミドミバーガーでやらかしたんだって？　注文の聞き間違いに始まり、トレイはひっくり返すしハンバーガーは落っことすしジュースやシェイクはコップから溢あふれさせるし、最後には機械も壊して床中をジュースでベチョベチョにしちゃったんだって？　アタシがあのお店気に入ってるからって嫌がらせのつもり？」

　さらにさらに、悲劇は続いた。

「ホタルっち！！！」

　駆けてきた愛あい里りが、急き込むように言う。

「今、ロイホ行って話聞いてびっくりしたわよ！　ホタルっち、八十三枚も皿を割ったんだって！　全国の支店を見ても最高記録だそうよ！　どうしちゃったのよ!?」

「…………」

　ホタルは青ざめた顔でゆっくりとゆうなを見る。

「あのね、わたし、ちゃんとホタルちゃんをしなくちゃと思ってがんばったんだけどね……」

　目をウルウルさせながら、ゆうなは叫んだ。

「ごめんなさい！　三軒ともクビになっちゃったの！」

（甲こう賀が禁断の魔性術、魂交換。やはりあの巻物は燃やされるべきものだったんだわ）

　呆ぼう然ぜんとしながら、ホタルは心の中で呟つぶやいた。

　そしてついでに思った。

（今月は、パンの耳だけの生活ね。きっと）





おわり







あとがき




　陰マモに関わる年数がどんどん更新中です。




　かれこれ、７、８年にはなるような気がします。




　そんなこんなで、『もっと！　陰からマモル！』の２巻です。




　陰かげ守もり家に居候している陰守まりも。ポーカーフェイスで摑つかみどころのない彼女を、少しぐらい慌てさせてやろうと思いこんな展開になりました。




　初登場なのにもかかわらず、ひどい目にあってばかりの弟、健けん太たが妙に気に入ってしまいました。




　まりもによってばら撒まかれた解読薬を見つけて、女の子達から毛虫のごとく嫌われる体質を卒業できたかどうかが少し気がかりです。




　でもって、三話目のゆうなとホタルが入れ替わる話。




　雲くも隠がくれタマムシばあちゃんも登場させられたし、陰マモらしい馬ば鹿かな話だし、期待を裏切らずやってくれたゆうなにも大満足。




　ホタルの正体に最初から気づいていたというのも格好いいぞと思いました。




　だけど、手直しも終わり後は本になるのを待つという段階でとんでもないことを思い出してしまいました。




　マモルの、失態の歴史です。





　　　　　※



『陰かげ守もりマモルの失態の歴史』




　第６巻、街で出会ったユーナ王女をゆうなだと思って家に連れ帰ってきてしまった。（さらに後半では逆に、ユーナ王女をゆうなだと思って話しかけたりもしていた）




　第９巻、ゆうなと愛あい里りが入れ替わっていることにも気付かず、一緒にカラオケなんぞに行ってしまった。


　　　　　※






　そんなマモルが、ゆうなの中身がホタルであることにどうして気付くことができたのか？




　普通に考えたら気付けるはずがない！　おかしいんじゃないか!?

　とまあ様々な疑問を感じていたのですが、自分なりに答えは出ました。

　これまでその目の節穴っぷりを露ろ見けんしてきていたマモルが、どうして今回に限って正体がホタルだということに気付いたか、その理由は！





　　　　　※



『三択』




　その１、たまたま勘が冴えたから。




　その２、ホタルがよっぽど変わった仕草の持ち主だったから。




　その３、ゆうなよりもホタルのことをずっと見ていたから。


　　　　　※






　普通に考えればその１なのだけれども、どんな仕草なのか考えると面白いのでその２というのもありかなと思います。

　その３はその３でいいのですが、後々大変なことになりそうなので残念ながらパスなのかな？




　それではでは。
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